
遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第160図 杯 A　　 12．8 日録部の一部 欠損 。平底 。体部 は 日録部，体部内 ・外面及び底部内面 小 礫 ・雲 母 ・砂粒 ・ 90％

444 須　 恵　 器 B　　　 4．4 外 傾 して立 ち上 が り，日録 部はわ ロクロナデ。体部下端手持 ちへラ削 白色粒 子 P L 6 8

C　　　 7．4 ずかに外反す る。 り。底部多方向の手持 ちへラ削 り。 褐灰色 ，普通

445

杯 A　　 12．3 完形。平底。体部 は内攣気 味に立 目線部，体部内 ・外面及び底部内面 雲 母 ・砂粒 ・白色 100％

須　 恵　 器 B　　　 4．4

C　　　 6．4

ち上が り， 目線部 は外反 する。 ロクロナデ。体部下端手持 ちへラ削

り。底部 2 方向の手持ちへラ削 り。

粒子

褐灰色 ，普通

P L 6 8

4 46

盤 B　 （2．7） 高台部 か ら底 部にか けての破 片。 底 部内面 ロクロナデ。底部 回転 へ 雲 母 ・砂 粒 ・白色 40％

須　 恵　 器 D　　 12．0

E　　　 l．3

丸底気 味の底部 にハ の字状 の高台

が付 く。

ラ削 り後，高台貼 り付け。 粒子

褐灰色 ，普 通

447

盤 A　 【15．6］ 目線部 の一部 と高台部欠損。平底。 目線 部，体 部内 ・外面及び底部 内 小礫 ・砂 粒 ・白色 60％

須　 恵　 器 B　 （2．9） 体部 は大 きく開 き，日録部 は外反 南 口ク ロナ デ。底 部 回転 へ ラ削 粒子

E　 （0．5） す る。 り。 灰色，普通

448
蓋

A　　 14．3 完形。笠形 の天井部に擬宝珠状の 日録 部及 び外周部 内 ・外面 ロ クロ 小礫 ・砂粒 ・白色 100％

B　　　 4．3 つ まみが付 く。目線部は短 く折 り ナ デ。天井部 回転 へラ削 り後，つ 粒 子 P L 69

須　 恵　 器 F　　　 3．5

G　　　 l．4

返 して いる。 まみ貼 り付 け。 灰 色

普通

449

高　　　 盤

須　 恵　 器

A　 【20．0】 裾部か ら脚部 と体 部か ら日録部 に 口緑 部，体 部，′　裾部 内 ・外面 及び 砂粒 ・白色粒子 50％

B　 ［14．2］

D　　 13．8

E　 （9．4）

か けての破片 。裾 部 はラ ッパ状 に

広が り，長方 形 の透 孔 を有 す る。

端 部は屈 曲して垂下 する。体 部は

大 きく開 き， 口縁部 は直立 する。

脚部外面 ロクロナデ。 褐灰色

普通

454

蓋 B　 （3．3） 日録 部欠損。笠形 の天井部 に擬 宝 外 周部 内 ・外 面 ロク ロナデ。天 井 雲 母 ・砂 粒 ・白色 70％

須　 恵　 器 F　　　 2．8

G　　　 l．0

珠状 のつ まみが付 く。 部 回転へ ラ削 り後，つ まみ貼 り付

け。

粒子

褐灰色 ，普通

遺物番号 券　　 種
計　　 測　　 値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
上面径（cm）下面径（cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g）

第160図Q 15 紡　 錘　 車 3．2 1．9 1．3 0．6 （15．9） 凝　 灰　 岩 上 ・下面の一部欠損 P L 71

琵92号住拉跡（第161図）

位置　調査5区の中央部，L3j6区。

重複関係　第89e93号住居跡を掘り込んでおり，両者よりも新しい。

規模と平面形　長軸4．32m，短軸4．12mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は50cmである。

壁溝　東壁下，西壁下，北壁下を巡っている。上幅15～25cm，下幅5～10cm，深さ5cmで，断面形はU字形で

ある。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竃　北壁の中央部に粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存している。規模は，焚口

部から煙道部まで125cm，袖部最大幅160cmである。煙道部は壁外へ60cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち

上がっている。火床部は床面から6cmほど掘りくぼめられており，火熱を受け赤変硬化している。竃土層断面

図中，第5・6層は袖部で，削り残した地山の上に，粘土とロームを積んで構築されている。

竃土層解説

1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　灰　褐　色

5　灰　褐　色

6　暗赤褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック・炭化粒子・灰少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土小ブロック・砂粒微量

ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
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第161図　第92号住居跡・出土遺物実測図
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ぽッ拒　4か所（Pl～Pの。PleP2はそれぞれ径28cm儲3触の円形で，深さは43cmゆ65cmである。北

東コーナーと南東コーナー寄りに配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P3は長径

触m　短径訂cmの楕円形で　深さは膵cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状からタ出入り口施

設に伴うピットと考えられる。P4は径30cmの円形で，深さは64cmである。性格は不明である。

穫豊　8層からなる。レンズ状に堆積してお酌　自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・射ヒ粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒j∴中鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼士粒千少量

3　褐　　色　ローム粒J二多量．ローム小ブロック中鼠　ローム申ブロック少量
4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム中ブロック・ローム小ブロック中屋

二二㍉　十一‾∴一十l　㍉∴㍉∴∴l
遺物　土師器片228点（捧2タ鉢且，嚢⑳甑224，不明1），須恵器片20且点（塚躊高台付塔78，蓋8，短類義』

嚢⑳甑掴），鉄器3点（刀子2，鋸日夕鉄浮1点が出土している○これらの遺物は覆土下層を中心に全体的

に出土している。凱鋸図崩の須恵器棒は東部の覆土下層からタ硯の須恵器短頚壷は覆土下層からそれぞれ

出土している。M粥の刀子は北西部壁際の覆土上層から，M59の鋸は南部の覆土下層から出土している。

所農　本跡の時期はタ覆土下層の出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第92骨住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測債 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　 考

90％
第16 1図 林 Å　　 14．3 日録 部の一部欠損。平底。体 部は ＝縁 部．体部内 ・外面及 び底部内面 雲 母 ・砂粒 ・白色

450 須　 恵　 器 B　　　 4．8 外傾 して立ち上が り， 目線部 に至 ロクロナデ。体部下端手持 ちへラ削 粒子 P L 6 8

C　　　 7．5 る。 り。底部多方向の手持ちへラ削 り。 褐灰色，普通

石英 ・砂粒

451

毎　 頸　 壷 Å　 ［5．0］ 体部 か ら日経 部 にかけ ての破片 。 口縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 20％
須　 恵　 器 B　 （4．8） 体 部は外傾 して立 ち上が り，上位

で内傾 し，日録部 は外 反する。

デ。 目線部 ・体 部外 面 に自然粕。 灰 色 ，粕色 は黄緑

色 ，良好

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　 徴 備　　 考
全長（cm）刀身長（cm）身幅（cm） 重ね（cm） 茎長（cm） 重量（g ）

第16掴M 58 刀　　　 子 （9．6） （5．0） 1．4 0．3 （4．6） （ほ9） 鉄 両関あり。切先 ・茎一部欠損

洩物番目 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　 徴 備　　 考ユ乳　　　 首 全長（cm）刃部長（cm）刃部幅（cm）背幅（cm） 茎長（cm） 重義（g）

第161図M 59 鋸 （12．2） （4．2） 3．1 0．2 8．0 （24．0） 鉄 目釘残存。鋸歯摩耗 P L 75

第93号住居跡（第且62◎且63図）

位置　調査5区の中央乱　し3j7区。

重複関係　第92号住居に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　南北軸3・29mで，西部を第92号住居に掘り込まれているため，東西軸は2．78mだけが確認され

た。平面形はタ　方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－160　－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は25cmである。

璧溝　東壁下夕南壁下を巡っている。上幅18～30cm，下幅3～且2cmタ深さ5cmで，断面形はU字形である。
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床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竜　北壁の中央から西寄りに粘土と砂，ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存してい

る。規模は，焚口部から煙道部まで90cm，袖部最大幅95cmである。煙道部は壁外へ35cm掘り込んでおり，煙道

は外傾して立ち上がっている。火床部は床面から5cmほど掘りくぼめられており，火熱を受け赤変硬化している。

寵土届解説

1黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
2　暗赤褐色　　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径25cmの円形で，深さは13cmである。北東コーナー寄りに位置してい

ることと形状から，主柱穴と考えられる。床面を精査したが主柱穴はほかには確認できなかった。P2は長径

30cm，短径26cmの楕円形で，深さは11cmである。両壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施

設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土屑解説

1　暗　褐　色　　ロ

2　暗　褐　色　　ロ

3　暗　褐　色　　ロ

4　暗　褐　色　　ロ

ーム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
－ム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
－ム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子少量

ム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量

遺物　土師器片40点（杯1，嚢・甑39），須恵器片17点（杯・高台付杯2，蓋1，嚢・甑14）が出土している。

第163図452の土師器嚢は北部の覆土中層から，453の須恵器杯は南部の覆土下層から出土している。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられる。

第162図　第93号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m

←「一　一＿ニー」
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第閥図　第鋸号住居跡出土遺物実測図

第93号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　10cm

［二二「∴‾二一一二二二一二l二二…エゴ

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第163図

嚢

Å　 ［19．41 体部上位 か ら日録部 にか けての破 ＝縁 部内 ・外面横 ナデ。体 部内面 小礫 ・雲母 ・砂 粒 ・ 5 ％

452

B　 （9．9） 片。 体部 は内攣 して立 ち上が り， へ ラナデ。体部外面 に輪積 み痕残 白色 粒子 ・赤 色粒

士　 師　 器

頚部 は くの字状に屈 曲す る。 日録

部は外反 し，端 部は上方につ まみ

上 げ られて いる。

るナデ。 子

橙色

普通

453

杯 A　 l13．71 休 部 か ら＝縁 部 にか けて 一部 欠 日縁 部，体部 内 ・外 面及び底部内 小 礫 ・雲 母 ・砂粒 も 60％
須　 恵　 器 B　　　 4．3 損。平底 。体部 は外傾 して立 ち上 面 ロク ロナデ。底部多 方向の手持 白色粒子

C　　　 7．8 が り，目線部 はわずか に外反す る。 ちヘ ラ削 り。 灰褐色，普通

第糾考健腰掛（第思6躯且65図）

位置　調査5区の中央部，L3i8区。

規模と平面形　長車由3．35m，短軸3。22mの方形である。

主軸方向　N－80－W

堂　外傾して立ち上がっている。壁高は45～50cmである。

壁溝　全周している。上幅16～32C恥下幅5～10C恥深さ5cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。全体的にあまり踏みしめられていない。

魔　北壁の中央部に粘土と砂，ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部の一部が残存している。規模

はタ焚日部から煙道部まで113cm，袖部最大幅123cmである。煙道部は壁外へ60cm掘り込んでおり，煙道は外傾

して立ち上がっている。火床部はほぼ平坦である。土層断面図軋第2層は天井部の崩落も第5層は火床部

の覆土である。

竃土層解説

1　暗赤褐色
2　灰　褐　色

3　暗赤褐色
4　極暗赤褐色
5　暗赤褐色

6　灰　褐　色

7　にぷい赤褐色

ピット　1か所。

ことと形状から，

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・射ヒ粒子・粘土粒子・砂粒少量
粘土粒千・秒粒多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物少量
焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土中ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロックe炭化物4炭化粒子・灰少量
粘土粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子中鼠　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量

Plは長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さは37cmである。南壁寄りの中央に位置している

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

澤羞　6層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　ローム中ブロック少量
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3　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量
4　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
6　暗赤褐色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片119点（杯12，嚢・甑107），須恵器片98点（杯・高台付杯14，蓋2，嚢・甑82），土製品1点

（紡錘車）が出土している。これらの遺物は，覆土中層から下層を中心に全体的に出土している。それらのほ

かに，混入した縄文土器片3点が出土している。第164図455・456，第164図457は土師器，第165図458，第164

図459は須恵器である。455の杯は，北西部の覆土中層から出土している。456の高台付杯は覆土中層から，457

の嚢は西部の覆土下層からそれぞれ出土している。458の杯と459の甑は，中央部の覆土下層からそれぞれ出土

している。DP16の紡錘車は，北東部の覆土中層から出土している。

所見　本跡の時期は，覆土下層の出土土器から9世紀後某と考えられる。

第164図　第94号住居跡・出土遺物実測図
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第165図　第94号住居跡出土遺物実測図

第94号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　5cm

6　［；∃

遺 物 番 号 器　　 種 計 測 値 （cIn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 16 4 図 坤こ A　 【1 3．01 底 部 か ら ロ 緑 部 に か け て の 破 片 。 ロ 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 及 び 底 部 内 砂 粒 ・白 色 粒 子 4 0 ％

45 5 土　 師　 器 B　　　 4．0 平 底 。 体 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ に ぷ い 橙 色

C　　　 6 ．6 り， 口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 ラ 削 り。 底 部 回 転 糸 切 り。 普 通

4 56
高 台 付 杯

A　 【13 ．4 】 高 台 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 口 緑 部 ， 体 部 内 ・外 面 及 び 底 部 内 雲 母 ・砂 粒 ・ 白 色 1 5％

B　　　 6 ．4 片 。 平 底 に ハ の 字 状 の 高 台 が 付 面 ロ タ ロ ナ デ 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り 粒 子

土　 師　 器 D　 【7 ．6】

E　　　 l．5

く 。 体 部 は 内 攣 気 味 に 立 ち 上 が

り ， 口 縁 部 は わ ず か に 外 反 す る 。

後 ， 高 台 貼 り付 け 。内 面 黒 色 処 理 。 に ぷ い 褐 色

普 通

第 1 65 図

嚢

土　 師　 器

A　 【2 7．7】 頚 部 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 片 。 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 雲 母 ・砂 粒 ・白 色 5 ％

45 7
B　 （ 5．2 ） 頚 部 は く の 字 状 に 屈 曲 す る 。 口 緑

部 は 外 反 し ， 端 部 は つ ま み 上 げ ら

れ て い る 。

粒 子

に ぷ い 褐 色

普 通

第 164 図 坤こ A　　 12 ．8 口 緑 部 の 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 口縁 部 ， 体 部 内 ・外 面 及 び 底 部 内 面 小 礫 ・雲 母 砂 粒 ・ 9 5％

4 5 8 須　 恵　 器 B　　　 4 ．3 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 口 綾 部 は わ ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 白 色 粒 子 P L 6 9

C　　　 6．0 ず か に 外 反 す る 。 り。 底 部 1 方 向 の 手 持 ち へ ラ 削 り。 灰 黄 褐 色 ， 普 通

第 165 囲

甑

A　 【3 0．8】 休 部 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 片 。 口 縁 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 雲 母 ・砂 粒 ・白 色 5 ％

45 9
B　 （1 3．5 ） 休 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。口 緑 外 面 格 子 叩 き 目 。 体 部 内 ・外 面 に 粒 子

須　 恵　 器 部 は 外 反 し ， 端 部 は 上 方 に つ ま み

上 げ ら れ て い る 。

輪 積 み 痕 残 る 。 橙 色

普 通

遣 物 番 号 券　　 種
計　　 測　　 値 ！ 特　 徴

備　　 考
上面径 （cm ） 下面径 （cm ） 厚 さ （cm ） 孔 径 （Ⅷ ） 重 量 （g ）

第165回D P 16 紡　 錘　 車 5 ．9 2 ．4 2．6 0．8 62 ．4 側 面 ・下 面 へ ラナ デ P L 70

第95号住居跡（第166・167図）

位置　調査5区の中央部，L4jl区。

規模と平面形　北東コーナー部が調査区城外である。長軸3．14m，短軸2．70mの長方形である。

主軸方向　N－108。－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は20～40cmである。

壁溝　東壁下，南壁下，北西コーナー部壁下を巡っている。上幅13～30cm，下幅4～8cm，深さ2～4。mで，

断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

寵　西壁の南寄りに粘土と軌ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚

口部から煙道部まで83cm，袖部最大幅115cmである。煙道部は壁外へ40cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外
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傾して立ち上がっている。火床部は床面を8cmほど掘りくぼめられている。竃土層断面図中，第2層は天井部

の崩落土である。

埴土眉解説

1暗赤褐色
2　灰　褐　色

3　暗赤褐色
4　暗赤褐色
5　極暗赤褐色
6　にぷい赤褐色

ピット　1か所。

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
粘土粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

Plは径28cmの円形で，深さは27cmである。東壁際の中央に位置していることと形状から，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量
4　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量

遣物　土師器片29点（嚢・甑28，不明1），須恵器片12点（杯・高台付杯6，蓋3，襲・甑3）のほか，混入

した縄文土器片5点が出土している。第167図460の土師器嚢は北部・西部・竃内の覆土下層から出土した破片

が接合したものである。461の須恵器杯は西部の覆土中層と竃内の覆土上層から出土した破片が接合したもの

である。

所見　本跡の時期は，竃内覆土中の出土土器から8世紀中葉と考えられる。

朝田　　　可 可　　　ol

5

第166図　第95号住居跡実測図
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第閥軍国　第95号住居跡出土遺物実測図

第95号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成

雲 母 ・砂粒 ・白色

備　 考

40％
第16 7図

登

A　 r2 7．5 j 底 部か ら日経 部に かけて の破 片。 日録部内 ・外面横 ナデ。体 部外 面

460

B　　 32．9 平底。体部 は内攣 して立 ち上が り， 縦 方向のヘ ラ磨 き。体部 内面 へラ 粒子

土　 師　 器

C　　 r 8．9 j 上位 に最大径 を持つ。頚部 は くの

字状に屈曲する。目線部は外反 し，

端 部はつ まみ上 げ られてい る。

＿1一

ナデ。 にぷ い褐色

普通

46 1
杯 A　 r14．2 j 休 部 か ら目線 部 にか けて 一部 欠 口縁執 体部内 ・外面及 び底 部内 雲 母 ・砂粒 ・白色 60％

須　 恵　 器 B　　　 4．4 損。平底。体 部は外債 して立 ち上 南 口ク ロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子

C　　　 8．6 が り，目線部はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ削 り。 黄灰色，普通

第野考健腰静（第168図）

位置　調査5区の西軌　M2a7区。

重複関係　第81号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形東酎由は3・67mである。南部が調査区域外のため南北車由は2・78mだけが確認されている。平面

形は，方形または長方形と推定される。

主軸方向　N－00

堂　外傾して立ち上がっている。壁高は65～70cmである。

壁溝東壁下と西壁下を巡っている。上幅15～25C恥下幅5～10C恥深さ地mで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平過である。竃前から中央部にかけて踏み固められている。

囁北壁の中央やや東寄りに粘土と砂，ロームで構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規

模は，焚日部から煙道部まで損2cm，袖部最大幅115cmである。火床部はほぼ平坦で，火熱を受け赤変硬化して

いる。竃土層断面図軋　第4層は火床部の覆土である。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　明　褐　色

5　にぷい黄褐色

ローム粒子少量，焼土粒子微量
焼土粒子申鼠　ローム粒子・焼土中プロ、ソク少量
焼土粒子中量，ローム粒子少量

灰多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
粘土粒子多量，ローム粒子少量
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覆土　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量
4　暗　褐　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片139点（杯11，嚢・甑128），須恵器片120点（杯・高台付杯47，蓋10，嚢・甑63），銅製品1点

（鋒帯具），鉄器1点（刀子）が出土している。これらの遺物の一部は竃内から，他は覆土下層から床面を中心

に全体的に散在して出土している。第168図462の須恵器杯は竃火床部に堆積した灰の直上から逆位で，463の

須恵器杯はそのすぐ北から逆位でそれぞれ出土している。464の須恵器高盤は，東部の床面から正位で出土し

ている。M60の鋒帯具は，覆土上層から出土している。出土状況から462～464は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，竃の覆土中や床面の出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第168図　第97号住居跡・出土遺物実測図
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第野号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第168 回 杯 Å　　 12．5 完形 。 平底 。体 部 は外 傾 して立 日縁部，体部内 ・外面及 び底部内面 雲母 ・砂 粒 ・白色 10 0％

4 62 須　 恵　 器 B　　　 1 9 ち上が り， ＝縁部 に至るJ ロクロナデ√体部下端手持ちへラ削 I粒子 P L 68

C　　　 7．0 り。底部 1 方向の手持ちへラ削 り。 灰褐 色，普通

46 3

杯 A　　 ユ3．6 底 部か ら日録部 にか けての破 片。 ＝縁 部，体部 内 ・外面及 び底 部内 小礫 ・砂粒 ・白色 50％
須　 恵　 器 B　　　 4．5 平 底。 体 部 は外傾 して 立 ち上 が 南 口ク ロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子

C　　 口 ．01 り， 目線部 に至 る。 ラ削 り。底部回転へ ラ削 り。 黄灰色 ，普通

464

高　　　 盤 A　　 r18刊 脚部 と体部 の貼 り付 け部分か ら臼 ＝縁 部及 び体部 上位内 ・外 面 ロク 小礫 ・雲母 ・砂 粒 ・ 30％
須　 恵　 器 B　 （4．1） 緑 部 にか けての破片 。体 部は大 き ロナデ㍉体 部下位回転へ ラ削 りJ 白色粒子

E　 （1．1） く開 き，目線部 は短 く直立す る。 灰白色，普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　　 値 ！材 質

i 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第168図M 60 鋒　 革　 具 2．4 3．7 0．2 5．7 銅 裏金具。半円形。貫通孔4 つ P L 76

窮鍼考健腰跡　第蟻園）

位置　調査　区の東部　M射　区。

規模と平面形　長車由3。80m，短車由3．20mの長方形である。

主軸方向　N－150　－Ⅵr

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は節彿である。

壁溝　全属している。上幅且～滋cm　下幅　～6cm　深さ　～髭mで　断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。竃前から㌘1にかけて帯状に踏み固められている。

魔　北壁の中央部に粘土と砂㌧ロームで構築されている○天井部は崩落しタ袖部の一部が残存している。規模

は，焚日部から煙道部まで且32cm，袖部最大幅85cmである○煙道部は壁夕もへ80cm掘り込んでおり，煙道は外傾

して立ち上がっている。火床部は床面を5mほど掘りくぼめられている。

電土層解説

1　暗　褐　色

2　赤　褐　色

3　赤　褐　色

・1　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗赤褐色

ローム粒子・焼士粒子微量
焼土中ブロック・焼土粒千年鼠　ローム粒子微量
焼土粒子中量，炭化粒子微量
ローム粒J’一・焼十粒子少量
焼土粒子微量

焼土粒子の炭化粒子e粘土粒子少量

ぽッ匪　摘、所。机は径25cmの円形で深さは別cmである○南壁寄りの中央に位置していることと形状からヲ

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

尊皇　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　3　褐　　色　ロレム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　色　ローム粒子中農　　　　　　　　　　　　　4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器射17点（多軸，棄昏甑且07）タ須恵器片32点（杯e高台付勘9，嚢◎甑13），鉄製品2点（不明），

鉄浮1点（椀状浮）のほかに，混入した縄文土器片2点が出土している。第且69図蟻の蟻は土師乳467～

壷9は須恵器である。蟻の高台付埠はタ北部の覆土中層から出土している。蟻の嚢は，竃内と北部の覆土中

層から出土した破片が接合したものである。467の埠は，中央部と北部の覆土下層から出土した破片が接合し

たものである。468の甑は北部の覆土中層から，壷9の嚢は中央部の覆土下層からそれぞれ出土している。M77

の椀状浮は，北東部の床面から出土している。

所農　本跡の時期は，竃の覆土中や覆土下層の出土土器から9世紀中葉と考えられる。
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第169図　第98号住居跡・出土遺物実測図
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第98号住居跡出土遺物観察表

遺物 番可 器　 種
計測値 （cm ） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

第16 9図

高 台 付 杯

A　 【12．2 j 底部 か ら目線部 にか けての破 片。 目線部内 ・外面及び，体部外南口クロナ 砂粒 ・白色粒 子 ・ 25％

46 5
B　 （舶 ） 平底 に高台が付 く。体部 は内攣気 デ。体部 e底部内面ロクロナデを残すへ 赤色粒子

士　 師　 器 味に立 ち上が り，目線 部に至 る。 ラ磨き。体部下端へラ削り，破片のため

手持ちか回転かは不明。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

46 6
婆

土　 師　 器

A　　 r18．2 1 体部か ら目線部にかけての破片。体 ＝縁部内 ・外面横 ナデJ 体 部内 ・ 小 礫 ・雲母 ・砂 粒 20％

B　 （15．3） 部は内攣 して立ち上が り，頸部は く

の字状 に屈 曲す る。 目線部 は外 反

し，端部はつ まみ上げ られている。

外 面へ ラナデ。 白色粒 子 ・赤色 粒

子

にぷ い橙色 ，普通

467

杯 A　　 12，8 体 部か ら日録 部 にか け て一 部欠 ＝縁部 ，体 部内 ・外面及 び底部内 雲母 ・砂粒 ・白色 70％

須　 恵　 器 B　　　 5．0 損。体 部 は外 傾 して立 ち上 が り， 面 ロクロナデ。底 部回転へ ラ切 り 粒 子

C　　　 6．0 目線 部に至 る。 痕を残す多方向の手持ちへ ラ削 り。 灰褐 色，普通

46 8
甑

A　　 r32．8 1 体 部上位 か ら目線部 にかけての破 ＝縁 部内 ・外面 ロクロナデ。休 部 雲 母 ・砂粒 ・白色 5 ％

B　 （7．0） 片。体 部は内攣 し，頚部 は くの字 外 面縦方向平行叩 き，内面 に無文 粒子

須　 恵　 器 状 に屈 曲する。 目線部 は外反 し，

端部は内側 に折 り曲げ られている。

の当て具痕残 る。 褐灰色

普通

469

棄 A　　 B 3．21 頚部 か ら目線 部 にかけ ての破片 。 口縁部及 び頸 部内 ・外面 ロクロナ 雲母 。砂粒 ・白色 5 ％
須　 恵　 器 B　 （7．3） 口縁 部は外 反 し，端 部は外 側に祈 デ。頚部外面櫛 歯状 工具に よる 4 粒子

り返 されてい る。 条 1 単位 3 段 の波状 文。 灰色 ，普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！ 特　 徴

備　　 考
全長（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm）　 重量 （g ）

第169図M 77 椀　 状　 浮 9．9 8．6 1．7 127 鉄浮

第◎考健贋跡　第膵囲）

位置　調査5区の東部　Mm　区。

規模と平面形　長車酪且Om，短軸3．08mの方形である。

主軸方向　N－100　－W

堂　外傾して立ち上がっている。壁高は19～25cmである。

壁溝　全属している。上幅且の～15cm　下幅　～捏m　深さ　～8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

磯　北壁の中央やや東寄りに粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚

打部から煙道部まで80cm，袖部最大幅110cmである。煙道部は壁外へ50cm掘り込んでおりタ煙道は外傾して立

ち上がっている。火床部は床面を15cmはど掘りくぼめられている。

篭土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　4　にぷい赤褐色　ローム小ブロックeローム粒子e焼土小プロツ
ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量　　　　　　　　クe焼土粒子少量
ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化　5　褐　　色　　ローム粒子少量
粒子微量

ぽッ睦1か所。Plは径20cmの円形で，深さは且8cmである。性格は不明である。

穫羞　3層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒千少量

2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，炭化物微量
3　にぷい褐色　　ローム粒子・焼上粒千少量

遠地　土師器片25点（婆e甑），須容器机4点（杯e高台付和筑短頸壷1嚢昏甑H，鉄製品1点（不明）

が出土している。雛70図470の須恵器埠は，竃内の覆土中層から出土している。机の須恵器短頸壷は，北東

部の覆土中層から出土している。

新風　本跡の時期は，竃内の覆土中の出土土器から8世紀中葉と考えられる。
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第170図　第99号住居跡・出土遺物実測図

第99号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第 17 0図 杯 A　　 13．5 平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が ロ緑部，体部 内 ・外 面及び底部内 雲母 ・砂粒 ・白色 70％

4 7 0 須　 恵　 器 B　　　 4．0

C　　　 8．8

り， 口縁 部はわずか に外反す る。 面ロタロナデ。底 部回転へ ラ削 り。 粒子 ・赤色 粒子

灰褐色 ，不 良

P L 68

4 7 1

短　 頚　 壷 B　 （8．2） 高台部 か ら体部下位 にかけての破 体 部内 ・外面 ロタロナデ。底部回 砂粒 ・白色粒 子 15％

須　 恵　 器 D　　 r13．6 1 片。平底 に断面逆台形状の高台 が 転 へラ削 り後，高台貼 り付け。体 灰黄色，勅色は黄緑色，

E　　　 l．3 付 く。休部は外傾 して立ち上がる。 部内 ・外面及び底部内面に自然軸。 良好

第100号住居跡（第171図）

位置　調査5区の東部，M5g2区。

規模と平面形　長軸3．42m，短軸3．16mの方形である。

主軸方向　N－100　－E

壁　ほぼ直立している。壁高は26～50cmである。

壁溝　全周している。上幅13～20cm，下幅5～10cm，深さ5cmで，断面形はU字形である。
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床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

寵　北壁の中央やや西寄りに粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚

打部から煙道部までⅢ5cm，袖部最大幅120cmである。煙道部は壁外へ70cm掘り込んでおり，煙道は緩やかに外

傾して立ち上がっている。火床部はほぼ平坦で，火熱を受け赤変碩化している。

竃土層解説

1　褐　　　色　　ローム粒子・焼土粒子少量

2　にぷい赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子少量

3　にぷい赤褐色　　焼土粒子多鼠　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

L豊　にぷい赤褐色　　ローム粒f・多量，ローム小ブロック・焼巨粒子中量，ローム中プロ、ソク・焼土中ブロック少量

ぽッ睦　1か所。Plは径32cmの円形で，深さは20cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状からタ

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。

土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

1－1　褐　　　色

5　褐　　　色

6　暗　褐　色

ローム粒子l甘量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量

ローム粒子中量
ローム粒子中量．焼上中ブロック微量
ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼士粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片94点（塔5，嚢◎甑89）撃　須恵器片74点（塔の高台付塔33，蓋8，賓砂甑33），石器2点（砥石）

が出土している。これらの遺物は覆土中層から床面を中心に全体的に出土している。出土土器の時期差はあま

りない。第且71図472～474は須恵器埠である。472は，北部の床面から出土している。節は　覆土上層と東部

の覆土中層から出土した破片が接合したものである。474は，西部の覆土下層から出土している。475の須恵器

高倉相棒は，北部の床面から出土している。Q蟻の砥石は南東部の覆土下層，Q17の砥石は西部の覆土下層か

らそれぞれ出土している。出土状況から，472・475は本跡に伴う土器と考えられる。

所見　本跡の時期は，床面の出土土器から9世紀前葉と考えられる。

第摘号住居跡出土遺物観察表

遺 物番号 器　　 種 計測値 （cm） 怒　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 e 色調 ・焼成 備　 考

第171図

林

A　　 13．1 目線部の一部 欠損。平底。体部 は ＝縁部 ，体 部内 ・外面及 び底 部内 小礫 ・雲母 ・砂 粒 ・ 80彿

472
B　　　 4．6 外傾 して立 ち上が り，目線部 に至 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 白色粒千 P L 68

須　 恵　 器 C　　　 6．6 る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り痕 を残

す 1 方 向の手持ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

473
杯

A　　 r13．51 目線 部の一部欠損。 平底。体部は 口縁部，体 部内 ・外 面及 び底部内 雲母 ・砂 粒 ・白色 60％

B　　　 4．3 外傾 して立 ち上が り，目線 部に至 南 口クロナデ。体 部下端手持 ちへ 粒千

須　 恵　 器 C　　　 6．6 る。 ラ削 り。底部多 方向の手持 ちへ ラ

削 り。

灰褐 色

不 良

474

杯 Å　　 12．8 ロ縁部 の一部欠損。平底。体 部は 日録 部，体部 内 ・外 面及び底部内 小 礫 ・雲母 ・砂粒 ・ 85％

須　 恵　 器 B　　　 4．7 外傾 して立ち上が り， 日録部 に至 南 口クロナデ。体部下端 手持ちへ 白色粒子

C　　　 6．8 る。 ラ削 り。底部 回転へ ラ削 り。 灰褐色 ，不 良

475
高 台 付 杯

Å　　 10．6 日経部 と体 部の一部欠損。平底 に 目線 部，体部内 ・外面及 び底 部内 小礫 ・砂 粒 ・白色 90％

B　　　 5．7 ハの字状 の高台が付 く。体部 は外 南 口クロナデ。底部 回転 へラ削 り 粒子 P L 69

須　 恵　 器 D　　　 5．7

E　　　 l．4

傾 して立 ち上 が り，口縁部 はわず

かに外反す る。

後，高 台貼 り付け。 灰色

普通

遺物番号 券　　 種
計　　 測　　 値

巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第171図Q16 砥　　　 石 （7．3） 5．3 2．3 （87．1） 凝　 灰　 岩 砥面5 両 P L 71

Q 17 砥　　　 石 （7．5） 4．2 2．1 （74．7） 凝　 灰　 岩 紙面6 面 P L 71
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第101号住居跡（第172・173図）

位置　調査5区の東部，M4C9区。

重複関係　第183号土坑に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模と平面形　一辺4．32mの方形である。

主軸方向　N－140－W

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は10～30cmである。

壁溝　全周している。上幅10～25cm，下幅3～10C恥　深さ5～8cmで，断面形はU字形である。

床　ほぼ平坦である。中央部が踏み固められている。

竜　北壁のやや東寄りに粘土と砂で構築されている。天井部は崩落し，袖部が残存している。規模は，焚口部

から煙道部まで105cm，袖部最大幅120cmである。煙道部は壁外へ25cm掘り込んでおり，煙道は外傾して立ち上

がっている。火床部は床面から6cmほど掘りくぼめられている。

第172図　第101号住居跡実測図
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寵土届解説
1暗赤褐色　　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・粘土粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量，砂粒微量
3　暗赤褐色　　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子少量
4　暗赤褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子中量
5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径23～35cmの円形で，深さは28～49cmである。各コーナー寄り

に配置されていることと形状から，いずれも主柱穴と考えられる。P5は長径30cm，短径20cmの楕円形で，深

さは18cmである。南壁寄りの中央に位置していることと形状から，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなる。覆土が薄く，人為堆積か自然堆積かは不明である。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量
3　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック微量

遺物　土師器片66点（杯23，嚢・甑43），須恵器片37点（杯・高台付杯30，蓋5，嚢・甑2），灰粕陶器片1点

（短頸壷）が出土している。第173図476～478は土師器である。476の嚢は東部壁際の覆土下層から，477の嚢は

北部の床面からそれぞれ出土している。478の甑は，東部の覆土下層と竃内の覆土中から出土した破片が接合

したものである。479～483は須恵器杯である。479は，覆土上層とP4の覆土中から出土した破片が接合した

ものである。480・481は竃東袖部上の覆土上層から，482・483は南部の覆土下層からそれぞれ出土している。

484の灰粕陶器短頚壷は，覆土上層と北西部の覆土下層から出土した破片が接合したものである。

所見　本跡の時期は，床面や覆土下層の出土土器から8世紀後葉と考えられる。
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第173図　第101号住居跡出土遺物実測図
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第柑号住居跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 ！　 手 法 の 特 徴
胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第17 3図

婆

A　 llヱ8j 体部上位 か ら目線 部にかけての破 目線部 内 ・外面横 ナデこ体部内 ・ 砂 粒 ・白色粒子 25％

4 76

B　 （7．1） 片。体 部 は内攣 して立 ち上 が り， 外面へ ラナデ。 明赤褐色

土　 師　 器

頚部は くの字状 に屈 曲する。目線

部 は外 反 し，端部 は上方 につ まみ

上 げ られている。

普通

477

婆

A　　 r33．8 1 体部上位 か ら日経部 にか けての破 ＝縁 部内 ・外 面横ナデご体部内 ・ 雲母 ・砂粒 ・白色 10％

B　 （1 1．7） 片。体 部 は内攣 して立 ち上が り， 外面へ ラナデ。 粒子

士　 師　 器

頚部は くの字状 に屈 曲する。日録

部は外反 し，端部 は上方につ まみ

上 げ られてい る。

暗赤褐色

普通

甑 B　 （8．0） 底 部 か ら体 部下 位 にか け ての破 体 部内 e 外面へ ラ削 り。 砂粒 ・白色粒 子 ・ 10％

47 8　　 土　 師　 器 C　　　 9．0 片。無慮式 。体部は外傾 して立 ち

上が る。

赤色粒子

にぷい褐色，普通

479

杯 A　　 け3．4］ 底 部 か ら目線 部 にかけ ての破片 。 目線部及 び体部 内 ・外 面ロク ロナ 砂 粒 ・白色粒千 20％

須　 恵　 器 B　　　 3．9 平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が デ。残存す る部分が少 な く，底 部 褐灰色 P L 6 8

C　 「7．2】 り，日録 部 はわずか に外 反する。 の調整 は不明。 普通 火裡 あ り

80％
杯 Å　　 13．8 日綾 部の一部欠損。平底。体 部は ＝縁 執　 体部内 ・外面及 び底部外 雲 母 ・砂 粒 ・白色

48 0 須　 恵　 器 B　　　 3．7 外傾 して立ち上が り， 目線部 はわ 海 口クロナデ。体部下端へ ラ切 り 粒子 P L 68

e　　　 8．5 ずか に外反 する。 後， ナデ。底 部回転へ ラ削 り。 褐灰色，普通

48 1

杯 A　　 14．0 目線部の一部欠損 。平底 。体部 は 目線部，体部内 ・外面及び底部外面 雲 母 ・砂粒 ・白色 85％

須　 恵　 器 B　　　 3．8 外 傾 して立 ち上が り，目線 部はわ ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒子 P L 6 8

C　　　 8．4 ずかに外反す る。 り。底部多方向の手持 ちへラ削 り。 褐灰色 ，普通

48 2
杯

A　　 14．3 目線部 の一部欠損。平底。体 部は 目線 部，体部内 ・外面及 び底部外 小礫 ・雲母 ・砂 粒 ・ 95％

B　　　 1 3 外傾 して立ち上が り，日録部 はわ 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 白色粒子 P L 68
須　 恵　 器 C　　　 7．8

7［

ずか に外反 する。 ラ削 り。底 部回転 へ ラ切 り痕 を残

す多方 向の手持 ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

48 3
林

A　　 14．2 目線 部の一部欠損。平底 。体部 は ＝縁部，体部 内 ・外面 及び底 部外 小 礫 ・雲 母 ・砂粒 ・ 95％

B　　　 t 5 外傾 して立 ち上が り，目線 部はわ 南 口クロナデ。体部下端手持 ちへ 白色粒千 P L 6 9
須　 恵　 器 C　　　 8．2 ず かに外 反する。 ラ削 り。底部回転へ ラ切 り痕 を残

す多 方向の手持ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

484
短　 頸　 壷

B　 （6．7） 高台部か ら体 部下位にかけて の破 体部 内 ・外面 及び底 部内面 ロクロ

ヨ
白色粒子 5 ％

D　　 r15．71 片。丸底気味 の底 部に断面逆台形 ナデ。底部 回転 へラ削 り後，高台 灰黄色，粕色は黄緑色，

灰 ‥柚 陶 器 E　　　 l．3 状 の高台が付 く。体 部は内攣 して

立 ち上がる。

貼 り付 け。底部 内面 に 自然粕 。 良好

表3　住居跡一覧表

住繍

番号
位置 主軸方 向 平 面 形

規　　　 模

（長軸 ×短軸）（m ）

壁高

（cm）
床面

内　　 部　　 施　　 設

覆土 出 土 遺 物
備　　　 考

新欄 係渚→凱 その他壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット入口 炉・竃

1 L la6 Y －10㌧W 長　 方　 形 6．10　×　 5．30 70～90 平坦 一部 4 － 1 1
竃 ！自然 土師器片，須恵器片，二彩

陶器片　 鉄器 ・鉄製日 SI2・SB23→本跡

2 Lla6 N －6 0－W 彷形又は長方舶 4．60　 ×　仕40） 50 平坦 一部 － － － － － 自然
†　　　　　　　　　　　　　日日

土師器片，須恵器片，灰粕
陶器片　 鉄器 ・鉄製＝

本跡→SIl

3 K lj4 N －「－W 捕形又は長方形］ 3．67　× （2．85） 40 平坦 一部 － － － 1 竃 自然
I　　　　　　　　　　　　　日日

土師器片 本跡叫SK 18

4 K lh7 N －00 方　　 形 5．30　×　 5．10 40～60 平坦 一部 4 － 1
】Z

l 竃 自然 土師器片，須恵器片，灰粕
陶器片　 鉄器・鉄製口

SI5→本跡→SB9→
SK 15・47

5 K lh6 N －20－W ［長 方 形 ］ 4．15　× 〔3．75〕 40～55 凸凹 一部 4
】

－ － 竃 自然
†　　　　　　　　　　　日日

土師器片，須恵器片，士製
品　 鉄器

本跡→SI4→SB9

6 K Ic5 N －20㌧W ［方 形 ］ 6．20　 ×　 6．15 50 平坦 全周 4 － 7 1 竃 自然
†

土師器片，須恵器片，鉄
器・鉄製日 SI12→本跡

7 K ldO N 」耳 －W 方　　 形 5．95　 ×　 5．85 40 平坦 全周 4 － － －
竃 i自然 日日

土師器片，須恵器片，鉄浮 SK33→本跡→SB l

8 L la8 N －370－W 長　 方　 形 5．60　×　 3．87 40～50 平坦 一部 1 1 6 － － 自然 土師器片，土製品，石製品 本跡→SB16 ・20・23，
SK20・124

9 K la7 N －120－W 長　 方　 形 3．90　×　 3．40 40 平坦 全周 2 － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片

10 Jlj7 N －660－E 長　 方　 形 6．55　×　 5．10 25～35 平坦 － － － 7 1 竃1炉1 人為 土師器片，須恵器片，灰粕
陶器片　 鉄器・鉄製口

SK44→本跡→SB2・3・
18・19　SA4　SK43

11 J2h2 N －200－W 彷形又は長方形］ （2．90）× （2．80） 50 平坦 一部 － － － － 竃 自然
I　　　　　　　　　　　ロロ

土師器片，須恵器片

，　　　　　　　，
本跡→SK41

12 K Ic5 N －200－W ［長 方 形 ］ （5．50）× （4．10） 50 平坦 一部 4 － － 1 － －
土師器片，須恵器片，土製
日日＝

本跡→SI6

13 JIc8 N －20ナーW 方　　 形 3．33　×　 3．10 40～50 平坦 一部 － － 2 － 竃 自然 土師器片，須恵器片 本跡→第1号方形竪
ふ状遺構

14 K le7 N －140－W 方　　 形 6・00 × 5可 50～65
平坦 全周 4 － 5 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，灰粕

陶器片，鉄器・鉄製品

ノ七

本跡→SF 2
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住居跡

番号
位置 主軸方向 平 面 形

規　　　 模

（長軸 ×短軸）（m ）

壁高

（cm ）
床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 出 土 遺 物

備　　　 考

新旧関係砧→師，その他壁溝 主柱穴 貯蔵穴 ピット入 口 炉・竃

15 J2c l N －100－E 方　　 形 3．85　×　 3．60 45～50 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，石器，
鉄器 ・鉄製品

16 J lb O N －1100－E 長　 方　 形 3．50　×　 3．00 30～35 平坦 － － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄
器 ・鉄製品

SK50→本跡→第2 号
方形竪穴状遺構

17 J 2d 3 N つ20－W ［方 形 ］ 3．75　× （3．50） 45 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄
器 ・鉄製品

SI18→本跡

18 J 2C 4 N つ50－W ［方 形 ］ 3．65　× （3．60） 70 平坦 一部 6 － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器 本跡→SI17一→SI25

19 J2 b 3 N －60－E 方　　 形 4．30　×　 4．20 45～50 平坦 一部 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄
器・鉄製品

SI25→本跡

20 I2j3 N －90－W 方　　 形 4．40　×　 4．07 33～42 平坦 一部 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，灰粕
陶器片，鉄器 SI21→本跡→SK 54

2 1 J 2a 2 N －40－E 方　　 形 3．75　×　 3．55 50～55 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄製
＝日日

本跡→SI20

2 2 Ilの N つ3c－W 方　　 形 4．90　×　 4．50 45～60 平坦 一部 4 － 1 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器，
鉄浮

23 I2f6 N －14C－W 捕形又は長方剰 （4．20）× （3．00） 60～75 平坦 一部 1 － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

24 I2 b l N つ3C－W 方　　 形 4．28　×　 4．25 55～60 平坦 全周 4 1 － 1 竃 自然 土師器片，須恵暮片

25 J2 b 4 N －00 方　　 形 5．00　×　 4．65 60～68 平坦 一部 － － － － 竃 人為 土師器片，須恵器片，鉄
器・鉄製品，鉄津 SI18→本跡一→SI19

2 6 A H 2i7 N －00 長　 方　 形 3．72　×　 3．34 56～66 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片 SI26B→本跡

26 B H 2i7 N －50－E 捕形又は長方形］ （1．30）× （0．60） 46 平坦 － － － － － － 不明 － 本跡→SI26A

2 7 H 2i4 N －200－W 方　　 形 3．88　×　 3．72 50～64 平坦 全周 － － － －
竃 一部人為 土師器片，須恵器片，鉄淳

28 H 2 f7 N －900－E 長　 方　 形 3．08　×　 2．76 38～44 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，石製
品，鉄器

30 H 2e 3 N －90－E 方　　 形 3．78　×　 3．52 5i～63 平坦 一部 － － － 1 竃 自然 土師器，須恵器，石製品，
鉄器

SI31一→本跡

31 H 2 d 3 N つ20－W 方　　 形 4．34　×　 4．20 54～59 平坦 一部 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器 本跡→SI30

3 2 H 2 d 9 N －170－E 不　　 明 4．12　× （3．46） 55～68 平坦 一部 2 － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

33 H 2 b 9 N －100－W 方　　 形 3．70　 ×　 3．68 58～62 平坦 一部 － － － －
竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

34 G 2 i3 N つ30－W 方　　 ‾　形 4．44　×　 4．22 52～60 平坦 一部 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

35 G 2jO N －6 e－W 方　　 形 4．48　×　 4．20 45～53 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，灰粕陶
器片，石器，鉄器・鉄製品

37 G 2 g 8 N つ00－W 方　　 形 4．10　×　 3．92 30～37 平坦 全周 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，灰粕
陶器片，鉄製品

SI48→本跡

38 G 2 e9 N －0 0 方　　 形 4．20　×　 4．08 33～42 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，土製
【コ日日

39 G 3 d l N －20 0－W 捕形又は長方献 （3．06）× （1．60） 37 平坦 － － － 1 － － 自然 土師器片，須恵器片

40 G 2b O N つ00－W 方　　 形 4．14　×　 3．94 30～37 平坦 一部 － － － －
竃 自然 土師器片，須恵器片

41 G 2b 7 N －26 0－W 方　　 形 3．26　×　 3．26 4 1～48 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，土製
。日日

42 F 2jo N －0 0 方　　 形 3．84　×　 3．・50 29～31 平坦 全周 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片

43 F 2j8 N －6 0－W 方　　 形 4．60　×　 4．50 38～48 平坦 全周 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄淳

44 F 3i2 N －0 0 方　　 形 3．56　×　 3．54 16～28 平坦 全周 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，石器

45 E 2f8 N －9 0－E 捕形又は長方剰 4．00　× （2．90） 55～63 平坦 一部 2 － 1 1 竃 自然 土師器片，須恵器片

46 E 3 e4 N －0 0 ［方 形 ］ 3．54　× （3．44） 24～28 平坦 一部 － － － 1 竃 不明 土師器片，須恵器片

47 E 3b 4 N －3 0－W 方　　 形 4．10　×　 3．82 30～32 平坦 一部 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵暮片，鉄器

48 E 3b 4 N －0 0 彷形又は長方形］ 3．78　× （3．46） 30～32 平坦 － － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片 本跡→SI47

49 D 3f2 N つ50－E 方　　 形 3．44　×　 3．30 52～60 平坦 一部 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，土製
品，鉄器，鉄津 SK 150→本跡

本跡→SK 144・146

本跡→SB 1 6 ・27，
SK 121・122・123

本跡→SK 17・152

5 1 D 3 C5 N －0 0 長　 方　 形 3．36　×　 2．62 47～57 平坦 全周 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄浮

52 D 3b 3 N －2 0－W 方　　　 形 3．14　×　 2．96 57～61 平坦 全周 3 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片

53 C 3h 5 N つ00－E 方　　 形 4．04　×　 3．74 46～51 平坦 全周 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄浮

54 C 3 f4 N －00 方　　 形 3．44　×　 3．38 48～60 平坦 全周 － － － 1 竃 2 自然 土師器片，須恵器片，鉄
器 ・鉄製品

55 C 3e 6 N －100－E 長　 方　 形 3．90　×　 3．50 64～77 平坦 一部 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄製
【コロロ

56 D 3e 4 N －70－E 方　　 形 3．32　×　 3．26 57～64 平坦 全周 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片

58 B 3 b 7 N －120－W 方　　 形 3．80　×　 3．70 51～63 平坦 全周 4 － 35 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

59 A 3i8 N －70－W 方　　 形 3．16　×　 2．84 24～34 平坦 － 2 － 1 1 竃 自然 土師器片，須恵器片

60 D 3e 5 N －50－W 捕形又は長方形］ 4．82　× （1．18） 69 平坦 一部 － － － － － 自然 土師器片，須恵器片

6 1 L laO N －50－E 捕形又は長方形〕 （6．00）× （5．40） 50～60 平坦 一部 1 － － 1 － 自然 土師器片，須恵器片，石製
品，鉄器・鉄製品

62 L 2 c l N －40－E 長　 方　 形 7．84　×　 6．78 60～68 平坦 全周 4 － 19 1 竃1炉1 一部自然 土師器片，須恵器片，灰粕陶
器片，鉄器・鉄製品，鋼製品

63 L Ic8 N －270－W 方　　 形 4．07　×　 3．95 18～24 平坦 一部 5 － 10 1 竃 自然 土師器片
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住繍
位 置 主軸方 向 平 面 形

規　　　 模 壁烏
床 面

内　　 部　　 施　　 設 唇

出 土 遺 物
備　　　 考

番号 （長軸×短軸）（m ） （cm） 壁溝 主柱穴貯蔵穴 ピット入 口 桓 竃 新旧関係砧→新），その他

65 L ld 8 N －10 0－W 長　 方　 形 4．24　×　 3．76 52～60 平坦 一部 1 － 4
1 i 竃 自然 土師器片，須恵器片，灰粕

陶器片，鉄製品 本跡→SK88・158

66 L le 9 N －6 0－W 長　 方　 形 4．58　×　 4．10 40 平坦 全周 4 － －
1 ！竃 人為 土師器片，須恵器片，鉄器 本跡→SK84・85

67 L 2e l N －0 0 捕形又は長方形］ 3．40　× （2．60） 55 平坦 一部 － － －
！竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

68 L 2 d 5 N －380－W 方　　 形 6．64　×　 6．42 45～52 平坦 一部 4 1 6 2 － 自然 土師器片，須恵器片，土製
。目口

本跡→SB 14・26，
SK lO5・167

71 L 2 d 7 N －50－W 彷形又は長方形］ 5．10　× （3．10） 50～56 平坦 一部 2 －
巨

－ 自然 土師器片，須恵器片，鉄器 SB 14→本跡→
SK154・155

7 4 L 2 il N －3 0－E 捕形又は長方形］ （4．05）× （2．17） 55～60 平坦 一部 2
つ 1

－ 竃 自然 土師器片，須恵器片

75 L 2j3 N －7 0－W 方　　 形 3．93　×　 3．83 75 平坦 全周 4 － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

76 L 2 g 5 N －7 0－W ［方形又は長方形］ 5．72　× （2．08） 90 平坦 一部 2 － － 1 － 自然 土師器片，須恵器片，鉄製
。日日

78 L 2 g 7 N －15 0－W 抜形又は長方形］ 2．80　× （0．52） 68～70 凸凹 － － － －
！

－ 土師器片，須恵器片

79 L 2 fO N －200－W 彷形又は長方形］ 4．92　× （2．43） 53～75 平坦 一部 2 ！ I l i －
－

土師器片，須恵器片，石製
品，鉄製品

80 L 3f2 N －740－E 方　　 形 3．50　×　 3．40 60 平坦 一部 － － － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，土製
。日日

本跡→第 4号方形竪
穴状遺構

81 L 2j7 N －3 0－E 方　　 形 5．58　 ×　 5．23 6 7～70 平坦 一部 4 －
つ 1

竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器，
鉄棒

本跡→SI82・97，
SK 181

8 2 L 2j8 N －7 0－W 長　 方　 形 4．40　 ×　 3．97 73～77 平坦 全周 4 －
1 i l 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器 SI81→本跡

83 L 2 j9 N －20 0－W 方　　 形 5．00　×　 4．65 64～68 平坦 全周 4 －
3 日 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄

器・鉄製品

84 M 2a 9 N －13 0－W 方　　　 形 3．50　×　 3．50 45～55 平坦 全周 － － － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片

85 M 2c O N －30－W 方　　 形 3．83　×　 3．69 25～35 平坦 一可 4
－ － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片 本跡→SI86

86 M 3 b l N つ20－W 方　　 形 4．50　×　 4．30 34～42 平坦 全可 2
－ － 1 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器 SI85→本跡

87 M 3 a3 N －50－W 方　　 形 3．05　 ×　 2．75 45 平坦 一可 －
－ － － 竃 自然 土師器片，須恵器片，石器

88 L 3i4 N －2 0－W 方　　 形 3．65　 ×　 3．62 32～50 平坦 － － －
巨 竃 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

89 M 3 a6 N つ80－W 彷形又は長方献 3．07　× （1．90） 27～32 平坦 一部 － － 1 1 － 自然 土師器片，須恵器片 本跡→SI92

90 M 3a 5 N －4 0－W 方　　 形 3．70　×　 3．63 60～65 平坦 一部 － － － 1 － 自然 土師器片，須恵器片，鉄器

91 M 3 b 6 N －21 0－W 方　　 形 3．93　×　 3．77 21～38 平坦 全周 － － 1 1 竃 自然 ！

叫

叫

自然 ！

叫

所

叫

自然 I

叫

不可

土師器片，須恵器片，石製
品，鉄器

SI89・93→本跡92 L 3j6 N －60－W 方　　 形 4．32　×　 4．12 50 平坦 一部 2 － 1 1 竃 土師器片，須恵器片，鉄器，
鉄浮

93 L 3j7 N つ60－W 捕形又は長方形］ 3．29　 × （2．78） 25 平坦 一部 1 － － 1 竃 土師器片，須恵器片 本跡→SI92

SI81→本跡

本跡→SK 183

9 4 L 3 i8 N －8 0－W 方　　 形 3．35　 ×　 3．22 45～50 平坦 全周 － － － 1 竃 土師器片，須恵器片，土製
。目口

95 L 4jl N －1080－W 長　 方　 形 3．14　×　 2．70 20～40 平坦 一部 － － － 1 竃 土師器片，須恵器片

97 M 2 a7 N －0 0 捕形又は長方形］ 3．67　× （2．78） 65～70 平坦 一部 － － － － 竃 土師器片，須恵器片，鉄器，
銅製品

98 M 4i8 N －15 0－W 長　 方　 形 3．80　×　 3．20 47 平坦 全周 － － － 1 竃 土師器片，須恵器片，椀状
浮

99 M 5 f2 N つ00－W 方　　 形 3．10　×　 3．08 19～25 平坦 全周 － － 1 － 竃 土師器片，須恵器片

100 M 5 g 2 N －100－E 方　　 形 3．42　×　 3．16 26～50 平坦 全周 － － － 1 竃 土師器片，須恵器片，石器

101 M 4 C9 N つ40－W 方　　　 形 4．32　 ×　 4．32 10～30 平坦 全周 4 1 竃 土師器片，須恵器片，灰粕
陶器片
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（2）掘立柱建物跡

第瑠号擁立櫨建物跡（第174e175図）

位置　調査4区の中央部，KldO区。第2～4号掘立柱建物の南軋　第5。6号掘立柱建物跡の南西側に隣

接している。

重複関係　第7号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模　桁行3間（6．88m），梁行2間（5．05m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2．15～2．50m，梁行が2・46～

2．55mである。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，平面形が長径99～140cm，短径93－115cmの円形または楕円形

である。一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状で，その他の柱穴の断面形はU字状を呈している。深さは58～

74cmである。

柄行方向　N－250－W

覆土　土層断面図中，Pl～P9の第1層は柱抜き取り痕，その他の土層は捜土と考えられる。柱抜き取り痕

はロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土で，しまりが弱い。埋土はロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土e暗

褐色土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。Pl e P4の第4層，P2の第4e5層，P3の第4

－7層，P5の第2～6層，P6の第3層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　明　褐　色

P2土層解説

1　極暗褐色
2　明　褐　色

3　極暗褐色

P3土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　橙　　　色

P4土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　極暗褐色

P5土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P6土層解説

1　極暗褐色

2　極暗褐色
3　褐　　　色

4　褐　　　色

P7土層解説

1　黒　褐　色

P8土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　　4　暗　褐　色
ローム小ブロック中量，ローム粒子e焼土粒子　5　極暗褐色

少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子・粘土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子少量
ローム中ブロック・ローム粒子中量

6　明　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

6　明　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

7　明　褐　色

8　褐　　　色

ローム中ブロック・ローム粒子少量　　　　　　4　暗　褐　色

ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム中ブロック少量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック多量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　明　褐　色

7　褐　　　色

8　極暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子微量　　　　　　3　暗　褐　色

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子微量
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ローム粒子中量
ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，焼士
粒子微量

ローム中ブロック多量，ローム小ブロック少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子多量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量

ローム中ブロック多量，ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大

ブロック少量
ローム中ブロック多量，ローム粒子中量
ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック・ローム粒子少量



P9土層解説
1　極暗褐色
2　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　3　暗　褐　色
ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ロー　4　褐　　　色
ム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　5　明　褐　色

ローム粒子中量

ローム小ブロック多量，ローム粒子少量
ローム大ブロック・ローム粒子多量

PlO土層解説

1極暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒　　　　　　　　ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色　　ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中　4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片54点（杯11，嚢も甑43），須恵器片90点（杯e高台付杯36，蓋3，嚢。甑51点），鉄器1点（斧）

のほか，混入した縄文土器片4点が出土している。第175図485の須恵器杯はP8の埋土中から，486の須恵器

高台付杯はPlの1層から，M61の斧はP9の覆土中から出土している。

所凰　本跡の構築時期は，埋土の出土土器から，8世紀復業以降と考えられる。第5。6号掘立柱建物跡と規

模。桁行方向がほぼ同じで，それらとの関連性のある施設であったと推定される。第2～4号掘立柱建物と桁

行方向がほぼ同じであるが，規模や出土土器の時期が異なるため，それらの建物跡よりは古い時期の施設と考

えられる。

－「麗二2

第相磯図　第1号掘立柱建物跡実測図
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第相国　第1号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第1号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 175図 杯 B　 （3．3） 底 部か ら体部 にかけての破片。平 体部 内 ・外面及 び底部 内面 ロ クロ 砂粒 ・白色粒子 10％

4 85 須　 恵　 器 C　 ［7．8］ 底 。休 部は外傾 して立ち上が る。 ナデ。体部下端 ・底 部手持 ちへ ラ

削 り。

褐灰色

普通

486

高 台 付 杯 B　 （4．1） 高台部 か ら体 部 にか けての破片 。 体部 内 ・外面及 び底 部外面 ロクロ 小磯 ・砂粒 ・白色 60％

須　 恵　 器 D　　　 8．5 平底 にハの字状 の高台が付 く。体 ナデ。底部 回転 へラ削 り後，高台 粒子 P L 69

E　　　 l．1 部は外傾 して立 ち上が る。 貼 り付 け。 灰色，普通

遺物番号 券　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
材　 質 特　　 徴 備　　 考

全長（cm） 刃部幅（cm） 基部幅（cm） 基部厚（cm） 重量（g）

第175図M 61 斧 7．1 3．9 3．5 1．9 （102．2） 鉄 基部の一部欠損 P L 75

第2号掘立櫨建物跡（第且76－178図）

位置　調査4区の中央部，Kla8区〇第1号掘立柱建物跡の北側，第5号掘立柱建物跡の北西軋第6号掘

立柱建物跡の南西側に隣接している。

重複関係　第10号住居跡。第3号掘立柱建物跡e第1号柵列跡〇第171号土坑を掘り込み，第4号掘立柱建

物e第2号道路状遺構に掘り込まれている○従って，第10号住居跡e第3号掘立柱建物跡。第1号柵列跡より

も新しく，第4号掘立柱建物。第2号道路状遺構よりも古い。

規模　桁行4間（8．60m），梁行3間（5・91m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2・00～2・35m，梁行が工88～

2．05mである。柱穴は14か所（Pl～P14）で，平面形が長径105～118cm，短径82～105cmの円形または楕円

形で，断面形はU字状を呈しているo P5eP6の底面の一部は，平面形が径40cm。25cmの円形にやや落ちく

ぼみ硬化していることから，柱受けであったと推定される。

柄行方向　N－270　－W

覆土　土層断面図中，Plの第1層，P2。P4e P6e P8－Pllの第5層，P3e P5e P12の第4層，

p7e PⅢの第3層は柱抜き取り痕，その他の土層は埋土と考えられる。柱抜き取り痕はロームを含んだ黒褐

色土e極暗褐色土で，しまりが弱い○埋土はロームを含んだ黒褐色土。極暗褐色土。暗褐色土e褐色土で，し

まりがあり，水平堆積しているo P2の第1e3e4層，P3。P8の第1。3層，P4の第1e2e4層，

p5。P7の第1層，P6の第2．3層，P9の第1－4層，PlOの第304層，Pllの第2層は，特にしま

りが強い。
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第膵図　第　砂　0　号掘立柱建物跡実測図（2）

Pl土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P2土層解説

＿1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

P3土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　極暗褐色

P4土層解説
l

　

り

こ

　

つ

J

ローム粒子少量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ロ　　こ1　暗　褐　色

－ム中ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

ローム中ブロック・ローム小ブロック中巌，ロ　　3　極暗褐色

－ム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色

ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色

ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量　　　　　　　　4　黒　　　色

ローム粒了一少量、ローム中ブロック・ローム小

褐　　　色　　ローム中ブロック多鼠　ローム粒子中量

暗　褐　色

黒　褐　色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

ローム中プロ、ソク［‾巨量

ローム粒子・焼土粒子少量

4　黒　褐　色

5　極暗褐色

ローム申プロ・ソク・ローム小ブロック・ローム　　3　褐　　　色

粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色
ローム小ブロック・ローム粒子少量

一一253－
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小ブロック中量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム大ブロック・ローム申ブロック少量

ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量

ローム小プロ、ソク・ローム粒f一多量

ローム小プロ、ノク・ローム粒子少量



P6土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

P7土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

P8土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

P9土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

PlO土層解説

1　極暗褐色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

P11土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P12土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P13土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

P14土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中　4　黒　褐　色
ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量　　　　5　黒　褐　色
ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量　　3　黒　褐　色
ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　3　暗　褐　色
炭化粒子少量，ローム中ブロック・ローム小プ　4　黒　褐　色

ロック・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色

ローム大ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム中ブロック多量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック少量

0　　　　　　5cm

！i　」

第178図　第2号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

第2号掘立柱建物跡出土遺物観察表

4　極暗褐色
5　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

3　黒　褐　色

3　極暗褐色

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム粒子少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　土師器片54点（杯1，嚢・甑53），須恵器片21点（要・甑），鉄

製品1点（不明），鉄揮1点のほか，混入した縄文土器片10点が出土し

ている。第178図487の土師器杯はP2の埋土中から出土している。

所見　本跡は，面積が姐7Idで，柱穴の長径が1mを超える掘立柱建物

跡である。規模・桁行方向がほぼ同じである第3号掘立柱建物跡を掘

り込んでいることから，第3号掘立柱建物跡の建て替えと推定される。

構築時期は，埋土中の出土土器から，9世紀中葉以降と考えられる。

遺 物 番 号 券　　 種 計 測 値 （CⅡ1） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

第 178 図

杯

A　　 12．6 口緑 部 の 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 口 緑 部 ・休 部 外 面 ロ タ ロ ナ デ 。 口 砂粒 ・白 色 粒 子 90％

4 87

B　　　 4．2 外 傾 して 立 ち 上 が り， 口緑 部 は わ 緑 部 ・体 部 ・底 部 内面 ロ ク ロ ナ デ 明赤 褐 色

土　 師　 器

C　　　 6．0 ず か に外 反 す る 。 を残 す ヘ ラ磨 き。 体 部 下 端 手持 ち

へ ラ 削 り。 底 部 1 方 向 の 手 持 ち へ

ラ削 り。 内 面 黒 色 処 理 。

普通

－254－



第3号掘量櫨建物跡（第176弓77図）

位置　調査4区の中央部，Kla9区。第1号掘立柱建物跡の北側，第5号掘立柱建物跡の北西側，第6号掘

立柱建物跡の南西側に隣接している。

重複関係　第10号住居跡を掘り込み，第2。4号掘立柱建物と第2号道路状遺構に掘り込まれている。従って，

第10号住居跡よりも新しく，第2　e4号掘立柱建物と第2号道路状遺構よりも古い。

規模　桁行4間（8．52m），梁行3間（6。05m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が1．68～2．25m，梁行が1．95～

2．13mである。柱穴は14か所（Pl～P14）で，平面形が長径79～123cm，短径73～105cmの円形または楕円形

で，断面形はU字状を呈している。P5の底面から，平面形が径30～40cmの楕円形で，やや落ち込んで硬化し

た面が確認されており，柱受けの部分と考えられる。

桁行方向　N－250－W

覆土　士層断面図中，P2。P5～P7。P9～P13の第1層，P4の第1e4層，P8の第1～3e8層は

柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕はロームを含んだ黒褐色土。暗褐色土で，しまりが

弱い。埋土はロームを含んだ黒褐色土砂暗褐色土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。P2。P7

の第2層，P4の第5～7層，P5の第304層，P8の第4－7層，P9の第2e3層，PlOの第2～4層，

Pllの第3層，P12の第3。4層は，特にしまりが強い。

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　膳　裾　缶
．‾H l　‾‘V　　　　　　　－

P4土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P5土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

P6土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P7土層解説

1　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小
ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土
3　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック少量　　　　　5　暗　褐　色
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー　6　褐　　　色
ム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小　7　褐　　　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子　3　暗　褐　色
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中　3　暗　褐　色
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子　3　暗　褐　色
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ロ
ーム粒子微量

P8土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

P9土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

PlO土層解説

1　暗　褐　色

ローム大ブロック・ローム粒子微量　　　　　　　　6　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大　7　黒　褐　色
ブロック微量

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

8　褐　　　色

9　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中　2　暗　褐　色
ブロック微量
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粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量



3　暗　褐　色

Pll土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P12土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

P13土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

P14土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム太ブロック・ローム中　4　褐

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小　3　暗　褐　色
ブロック・炭化物・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大　4　暗　褐　色
ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒
子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ロー
ム中ブロック・炭化物微量

ブロック・炭化粒子微量
ローム大ブロック・ローム粒子少量，ローム小　3　褐　　　色　　ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小
ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

3　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，ロー
ム大ブロック微量

遺物　土師器片33点（埠1，襲。甑32），須恵器片39点（杯8，蓋12，賓。甑19）が出土している。いずれも

細片で，図示できるものはなかった。

所見　本跡は，面積が5工5汀まで，柱穴の径が1m前後の掘立柱建物跡である。規模e桁行方向がほぼ同じであ

る第2号掘立柱建物に掘り込まれていることから，9世紀中葉以前に廃絶され，第2号掘立柱建物跡に建て替

えられたと推定される。

第超考掘立櫨建物跡（第176。177◎179図）

位置　調査4区の中央部，Kla9区。第1号掘立柱建物跡の北側，第6号掘立柱建物跡の南西側に隣接している。

重複関係　第2e3。5号掘立柱建物跡を掘り込み，第2号道路状遺構に掘り込まれている。従って，第2e

3　e　5号掘立柱建物跡よりも新しく，第2号道路状遺構よりも古い。

規模　桁行4間（8．55m），梁行3間（6．07m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が工93～2．40m，梁行が1．78～

2．26mである。柱穴は14か所（Pl～P14）で，平面形が長径95～140cm，短径85～95cmの楕円形または円形

で，断面形はU字状を呈している。

桁行方向　N－200－W

覆土　土層断面図軋　Plの第6層，P2の第4e5層，P3e P9e Pllの第5層，P7の第7e8層，P

8の第8層，P12の第7層，P14の第5e6層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕は

ロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土はロームを含んだ黒褐色土◎暗褐色

土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。Plの第1e4層，P3。P9の第4層，P4の第3層，

P5の第1・3。5層，P6e Plle P13の第3e4層，P7の第4～6層，P8の第3～7層，PlOの第

2e4～6層，P12の第1e3。4e　6層，P14の第1。2。4層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P2土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼

土粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子　5　明　褐　色
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　暗　褐　色
ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量　　　　3　暗　褐　色
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粧　4　黒　　　色
子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　暗　褐　色
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少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量
焼土粒子中量，ローム粒子少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム中ブロック・ローム粒子少量



P3土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P4土層解説

1　明　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

P5土層解説

1　褐　　　色

2　極暗褐色
3　褐　　　色

P6土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　明　褐　色

P7土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

P8土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

こ1　明　褐　色

P9土層解説

1　暗　褐　色

2　明　褐　色

PlO土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

Pll土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P12土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

P13土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

ローム申ブロック中鼠　ローム粒子少量

ローム小ブロック多量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中

ブロック少量

ローム大プロ、ソク中量，ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大

ロームlいブロック中量．ローム小ブロック少量

ローム小プロ、ソク中量．ローム粒子少量

ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

4　極暗褐色
5　暗　褐　色

極
黒
暗

4

7

　

5

　

に

U

暗
黒
極

4

　

5

　

だ

U

褐暗

褐
褐

褐
褐

色
色
色

色
色
色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー　　4　暗　褐　色

ム太ブロック微量

ローム粒了可1鼠　ローム小ブロック少量　　　　　　5　極暗褐色

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量　　　　　　6　黒　褐　色

ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量　　　　　　　　5　暗　褐　色

ローム大ブロック中量，ローム申ブロック・ロ　　6　極暗褐色

－ム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量　　　　　　　　7　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中　　8　暗　褐　色

ブロック少量

ローム申ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　5　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量　　　　　　　　6　黒　褐　色

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量．ロー　　7　暗　褐　色

ム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　8　極暗褐色

ローム粒子多量．ローム小プロ、ソク中量

ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック中最．ロ　　3　暗　褐　色

－ム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　褐　　　色

ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ロー

ム申ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子多量　　　　　　　　4　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子r‾巨鼠　ローム中　　5　黒　褐　色

ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　褐　　　色

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ロ　　7　極暗褐色

－ム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量　　　　　　　　4　褐　　　色

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子多鼠　ローム中ブロック中量

ローム中ブロック・ローム粒子【一巨星，ローム小

ブロック少量

ローム申ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子［巨星，ローム中

ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

5　黒　褐　色

5　極暗褐色
6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大　　5　黒　褐　色

ブロック中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　7　黒　褐　色

ローム中ブロック中量．ローム小ブロック・ロ　　8　暗　褐　色

－ム粒子少量
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ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

ローム小プロ・ソク・ローム粒子微量

ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム粒子微量

ローム小ブロック中量．ローム粒子少量

ローム大プロ、ソク・ローム小ブロック中量

ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子中量、ローム中ブロック少量，ロー

ム太ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム小プロ・ソク・ローム粒子少量

ローム大プロ、ソク・ロームl＝巨ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

ローム粒－f一多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量

ローム粒子少量

ローム小ブロック中鼠　ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック多量，ローム粒子少量

ローム小プロ、ソク少量，ローム粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大プロ、ソク中量．ローム中ブロック・ロ

ーム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック・焼土粒子少量



P14土届解説

1褐　　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ロ　4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
一ム粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　5　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片30点（嚢・甑），須恵器片61点（杯20，蓋12，嚢・甑29），鉄製品2点（火打金，環状鉄製品）

のほか，混入した縄文土器片3点が出土している。第179図489の須恵器蓋はP12の6層から，490の須恵器蓋

と491の須恵器甑はP13の埋土中から出土している。M62の火打金はP12の埋土中から，M87の環状鉄製品は

P5の埋土中から出土している。

所見　本跡は，面積が51．8Idで，柱穴の長径が1mを超える掘立柱建物跡である。構築時期は，本跡が第2・

3号掘立柱建物跡を掘り込んでいることから，9世紀中葉以降と考えられる。第2・3号掘立柱建物跡と規

模・桁行方向がほぼ同じことから，第3号掘立柱建物跡→第2号掘立柱建物跡→本跡の順に建て替えられたと

推定される。

∠≦∃ ≡≡§
489

義 一・・・‾′．

491

！・Tll－

080M62

第179図　第4号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第4号掘立柱建物跡出土遺物観察表

怠三
I＝I
O lOcm

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥＿　」

遺物番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　考

第179図蓋A　［13．8］口縁部から天井部にかけての破口緑部及び外周部内・外面ロタロ砂粒・白色粒子40％

489須　恵　器B　（2，3）片。天井部は笠形で，口縁部は短

く折り返している。

ナデ。天井部回転へラ削り。灰色

普通

PL69

490

蓋B　（2．9）口緑部欠損。天井部は笠形で，擬外周部内・外面ロタロナデ。天井小礫・雲母・砂粒・60％

須　恵　器F　　　3．2

G　　　lJ

宝珠状のつまみが付く。部回転へラ削り後，つまみ貼り付

け。

白色粒子

灰色，普通

491

甑A　［27．4］体部上位からロ緑部にかけての破口緑部内・外面ロクロナデ。休部小礫・砂粒・白色5％

須　恵　器B　（5．5）片。休部は外傾して立ち上がる。

口緑部は外反し，端部に稜を持つ。

外面横方向の平行叩き。粒子

灰色，普通

遣物番号券　　種
計　　　　　　測　　　　　　値

材　質特　　　　　　徴 備　　考
全長（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第179園M62火　打　金8．4 3．1 0．5 21．6 鉄頂部に1孔。端部反転 PL76

遺物番号券　　種
計　　　　　　測　　　　　　値巨質

特　　　　　　徴備　　考
径（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第179図M87環状鉄製品2．8 2．0 0．2 15．3 鉄用途不明 PL76
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第5号掘立櫨建物跡（第且80図）

位置　調査4区の中央部，K2al区。第1号掘立柱建物跡の北東側，第2e3号掘立柱建物跡の南東側，第

6号掘立柱建物跡の南西側に隣接している。

重複関係　第4号掘立柱建物と第3号方形竪穴状遺構に掘り込まれており，両者よりも古い。

規模　桁行3間（7．94m），梁行2間（4．26m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2．50～2．85m，発行が1．85～

2．41mである。柱穴は9か所（Pl～P9）で，南東部は柱穴が確認できなかった。柱穴は，平面形が長径50

－90C恥　短径46－73cmの楕円形または円形で，P5を除き，底部が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは5～10

cmである。

柄行方向　N－220－W

覆土　土層断面図中，Pl e P3e P4。P6。P7～P9の第1層，P2の第1e2層，P7の第1。5層

は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕はロームを含んだ黒褐色土。極暗褐色土でしまり

が弱い。埋土はロームを含んだ黒褐色土。極暗褐色土e暗褐色土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積してい

る。P2の第3層，P6の第4層，P7の第2e3。5層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P2土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P3土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

P4土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P5土層解説

1　黒　褐　色

P6土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P7土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

3　黒　褐　色

P8土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

P9土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量　　　　　3　黒　褐　色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ロ　　　　　　　　　　　ブロック微量

－ム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　3　褐　　　色　　ローム粒子多量

粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック少量

4　極暗褐色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ロ
ーム粒子微量

ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　　2　暗　褐　色

粒子微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　極暗褐色
ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム　　4　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大　4　褐　　　色
ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ロ

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック少量，ローム粒子微量

小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック微量

5　極暗褐色　　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ーム粒子微量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

遺物　土師器片6点（杯2，棄e甑4），須恵器片3点（嚢。甑）のほか，混入した縄文土器片2点が出土し

ている。いずれも細片で，図示できるものはなかった。
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荷風　本跡は，第2～4号掘立柱建物跡と重複または隣接し，桁行方向もほぼ同じであるが，面積や柱穴の径

が小さく，それらの掘立柱建物とは性格が異なると考えられる。むしろ，第1。6号掘立柱建物跡と規模。桁

行方向がほぼ同じであることから，それらと同時期の関連性のある施設であったと推定される。廃絶時期は，

第4号掘立柱建物に掘り込まれていることから，9世紀中葉以前と考えられる。

第瑠8の図　第5号掘立柱建物跡実測図

2m

l l・二∃

第6号掘童櫨建物跡（第181図）

位置　調査4区の中央部，J2il区。第1－5号掘立柱建物跡の北東側に隣接している。

規模　桁行3間（7．93m），梁行2間（平均4．95m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2。35～2．88m，発行が
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2．37～2．58mである。柱穴は8か所（Pl～P8）で，南部の桁行は柱穴が確認できなかった。柱穴は，平面

形が長径80～135cm，短径74～112cmの楕円形または円形で，断面形はU字状を呈している。

桁行方向　N－250－W

覆土　土層断面図中，Plの第4～6層，P2e P3の第3層，P4。P6の第5層，P5。P8の第5e6

層，P7の第4層は柱抜き取り痕，その他の土層は埋土と考えられる。柱抜き取り痕はロームを含んだ黒褐色

土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土はロームを含んだ黒褐色土。暗褐色土◎褐色土で，しまりがあり，水平

堆積している。Plの第3層，P4の第4層，P5の第2。4層，P6の第3e4層，P7の第1e3層，P

8の第1。4層は，特にしまりが強い。

了492
第相国　第6号掘立柱建物跡e出土遺物実測図
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Pl土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P2土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

P4土層解説

1 黒 褐　色

2　極暗褐色
3 黒 褐　色

P5土層解説

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロ　4　暗　褐　色

－ム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム　6　暗　褐　色

ローム粒子多量　　　　　　　　　　　　　　　3　黒　褐　色

ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　3　黒　褐　色

ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　4　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中　5　暗　褐　色

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

黒
黒
暗
暗

1
　
2
　
3
　
4

P6土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P7土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P8土層解説

色
色
　
色

褐暗
褐
　
褐

1　2　　　　3

ーム小ブロック・ローム粒子微量

－ム粒子少量，ローム大ブロック微量
－ム小ブロック・ローム粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
ローム粒子少量

ローム粒子多量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ロ
ーム粒子少量

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

小ブロック・ローム粒子多量
ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム大ブ
ロック微量

ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム粒子多量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・焼
土粒子少量

5　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量　　　　　　6　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片36点（杯1，嚢e甑35），須恵器片11点（杯e高台付杯8，蓋2，短頚壷1），鉄器1点（鉄）

のほか，混入した縄文土器片5点が出土している。第181図492の須恵器、杯はP3の第3層から，M88の鉄はP

5の第5層から出土している。492の底部外面には「川」の墨書が施されている。

所見　本跡は，抜き取り痕の出土土器から，9華摘己前葉には廃棄されたと考えられる。第1号掘立柱建物跡と

は規模e桁行方向がほぼ同じで近くに所在し，廃絶された時期も近いことから，互いに関連性のある施設であ

ったと推定される。

第6号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第181図 杯 A　 ［13．8］ 底 部か ら日録部 にか けての破 片。 目線部，体部内 ・外面及び底部内面 雲母 ・砂 粒 ・白色 30％　 P L 69

492 須　 恵　 器 B　　　 4．6 平 底。 体 部 は外傾 して立 ち上 が ロクロナデ。体部下端手持ちへ ラ削 粒子 底部外面 に

C　 ［7．2］ り， 日録部 に至 る。 り。底部多方向の手持ちへラ削 り。 灰 褐色，普通 「川」 の墨書

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

！材 質 特　　 徴 備考
全長（cm）箆被部長（cm）箆被部幅（cm）茎長（cm） 厚さ（cm） 重量（g）

第181図M 88 鉄 （7．2） （2．0） 0．6 （5．2） 0．4 （5．3） 鉄 鉄身部・箆被部一部・茎部先端欠損

第7号掘立櫨建物跡（第182◎183図）

位置　調査4区の南部，Klh5区。

重複関係　第8号掘立柱建物跡を掘り込み，第2号道路状遺構の下から確認されており，第8号掘立柱建物跡
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よりも新しく，第2号道路状遺構よりも古い。

規模　桁行3間（6．72m），梁行2間（4．69m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2．02～2．37m，梁行が2．19～

2．47mである。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，平面形が長径102～128cm，短径100～124cmの円形または楕円

形で，断面形はU字状を呈している。

柄行方向　N－70－W

覆土　土層断面図中，Pl e P8の第5層，P2e P4～P7e PlOの第4層，P3の第3層は柱抜き取り痕，

その他は埋土である。柱抜き取り痕はロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土で，しまりが弱い。埋土はローム

を含んだ暗褐色土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。Plの第3層，P4の第41覿　P5の第

2e4層，P6の第3e4層，P7の第1。3層，P8の第1e4層は，特にしまりが強い。

1　2

4

第相国　第7◎8号掘立柱建物跡実測図

3　1
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Pl土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P6土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P7土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P8土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

P9土層解説

1　暗　褐　色

PlO土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

4　褐　　　色

5　黒　褐　色

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　3　褐
ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

4　黒　褐　色

3　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大　4　極暗褐色

ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　3　暗　褐　色

ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中　4　極暗褐色
ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　4　極暗褐色
ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中　2　暗　褐　色
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　3　暗　褐　色
ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　4　極暗褐色

鸞≡≡享≡≡窯
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第相国　第7号掘立柱建物跡
出土遺物実測図

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック微量

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック微量

粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片10点（杯1，嚢e甑9），須恵器片10点（杯1，蓋3，

賓e甑6），灰粕陶器片1点（瓶）のほか，混入した縄文土器片44点が

出土している。第183図493の須恵器杯は，P8の第5層から出土して

いる。

所農　本跡は，桁行方向が第8号掘立柱建物跡とほぼ一致しており，

第8号掘立柱建物跡の建て替えの可能性も考えられる。本跡は，抜き

取り痕の出土土器から，8世紀後葉には廃絶されたものと考えられる。
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第7号掘立桂建物跡出土遺物観察衷

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　 考

第183 図 杯 A　 ［14．0］ 底 部か ら目線 部 にか けての破片 。 口縁部，体 部内 ・外 面及 び底部 内 砂粒 ・白色 粒子 10％

4 93 須　 恵　 器 B　　　 4．0 平底 。休 部 は外 傾 して立 ち上が 面 ロクロナデ予体 部下端及 び底部 褐灰色

C　 ［8．6］ り，目線部 はわず かに外反す る。 手持 ちへ ラ削 り。 普通

第8号掘蓋櫨建物跡（第且82囲）

位置　調査4区の南部西寄りタ　KH摘区。

重複関係　第7号掘立柱建物砂第2号道路状遺構に掘り込まれており，本跡の方が古い。

規模　北西部が調査区域外のため，東部の南北3間（6．35m）と南部の東西1間（2．23m）だけが確認され，

側柱建物跡と推定される。柱間寸法は南北が1。92～2。40mである。柱穴は5か所（Pl～P5）で，Pl～P

4の北部がそれぞれ第7号掘立柱建物に掘り込まれ，㌘5の西部が調査区域外に位置している。確認された平

面形は長車酪8～86cm，短軸32～74cmの隅丸方形または隅丸長方形で，断面形はU字状を皇していると推定され

る。柱痕は認められなかった。

長軸方向　図－80…W。ここでは南北車由の方向を嘉しておく。

穫恵　理士はタ　ロームを含んだ暗褐色士e褐色土でタ　しまりがありタ水平堆積している。

Pl土層解説

▼1　暗　褐　色

P2土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

P3土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

P4土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

P5土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

ローム小プロ、ソク中量，ローム粒‾j二一少量，ロー　2　褐　　色　　ローム中プロ、ソク・ローム粒子中量

ム中ブロック微量

ローム粒Jr一外こi呈∴　ローム小プロ・ソク微量　　　　3　褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒f一中量1ローム大

ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム

粒J’一少鼠　ローム大プロ、ソク微量

ローム小プロ、ソク多量．ローム粒子中量

ローム申ブロック・ローム小ブロック・ローム　3　極暗褐色

ローム申プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム　3　暗　褐　色

粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量，ローム大　4　暗　褐　色

プロ、ソク・ローム申ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量．ローム大

ブロック・ローム中プロ、ソク微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

3　褐

プロ、ソク・ローム中ブロック少量

粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム太ブロック微量

ム中ブロック微量

色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

プロ、ソク・ローム中ブロック少量

遺物　須恵器片8点（塔且，聾砂甑7）が出土している。レザれも細片のため図示できなかった。

所農　本跡からの出土土器が極めて少なく，いずれも細片のため，明確な時期判断は困難である。南北方向が

ほぼ同じである第7号掘立柱建物に掘り込まれていることから，本跡は8世紀後菓以前に廃絶され，第7号掘

立柱建物に建て替えられたと推定される。

第9号掘豊櫨建物跡（第且84図）

位置　調査4区の南部，Klg7区。

重複関係　第485号住居跡と第温72◎温85号土坑を掘り込み，酎5号士坑に掘り込まれている。従って，第

4e5号住居跡と第且72◎185号土坑よりも新しく，第15号土坑よりも古い。

規模　桁行2間（5．58m），梁行2間（後。30m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2・75～2・83m，梁行が摘2～

2。68mである。柱穴は8か所（Pl～P8）で＼：P4が北寄りに配置されている以外はほぼ規則的に配列され
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第184図　第9号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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ている。柱穴は，平面形が長径82～123C恥　短径68～95cmの円形または楕円形と，長軸100～122C恥　短軸85－

103cmの隅丸方形または隅丸長方形で，断面形の多くはU字状を皇し，一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状

で，深さは10cm程度である。柱痕はPl～P3。P5e P6で認められ，柱の径はそれぞれ20～30cmと復元さ

れる。

桁行方肉　N－850－E

覆蓋　土層断面図中，Pl～P3。P5e P6の第1層は柱痕，その他は埋土と考えられる。柱痕はロームを

含んだ極暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ暗褐色土と褐色土で，しまりがあり，水平堆積

している。Plの第3層，P7の第1層，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1極暗褐色

2　暗　褐　色

P2土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P3土層解説

1　極暗褐色

P4土層解説

1　暗　褐　色

P5土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P6土層解説

1　極暗褐色

P7土層解説

1　暗　褐　色

ローム粒子少鼠　ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量　　　　　　　　3　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　4　褐　　　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量　　　　　2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー　2　暗　褐　色
ム中ブロック微量

ローム大ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック微量

ブロック微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小　2　暗　褐　色
ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック・炭化材微量

遺物　土師器片28点（埠1，嚢。甑27），須恵器片66点（杯。高台付杯25，蓋3，嚢。甑38），鉄製品1点（不

明）のほか，混入した縄文土器片6点が出土している。第184図494の土師器嚢はP2の埋土中から，496の須

恵器嚢はP6の覆土中から出土している。496は湖西窯の製品と考えられる。

所凰　本跡が第4号住居跡を掘り込んでいることと埋土中の出土土器から，構築時期は9世紀中葉と考えられ

る。

第9号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第184図 賓 A　 ［19．8］ 目線部の破片。目線部は外反 し， 口緑部内 ・外面横ナデ。 雲母 ・砂粒 ・白色 5 ％

494 土　 師　 器 B　 （3．3） 端部は上方につまみ上げられてい

る。

粒子

明赤褐色，普通

496

嚢 B　 （6．3） 頚部の破片。外反している。 頸部内 ・外面ロクロナデ。外面上 白色粒子 ・気泡 5 ％

須　 恵　 器 部に自然粕。 灰白色

良好

湖西窯
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第柑考掘立櫨建物跡（第185e且86図）

位置　調査4区の南東部，L2C3区。

重複関係　第14号掘立柱建物に掘り込まれており，本跡の方が古い○また，第5号柵列跡とも重複しているが，

重複部分を第14号掘立柱建物に掘り込まれているため，新旧関係は不明である。

規模　北部が調査区域外のため，確認されたのは，桁行3間（7・62m），南部の梁行2間（5．26m）だけで，側

柱建物跡と推定される。柱間寸法は桁行が2・40～2・62m，梁行が2．60～2。66mである。柱穴は7か所（Pl～P

7）で，北部の梁行とP7の北側の柱穴が確認されていない。柱穴は，平面形が長軸95～110cm，短軸80～91

cmの隅丸方形または隅丸長方形と，長径104－118cm，短径90～Ⅲ3cmの円形または楕円形で，断面形はU字状

または逆台形を皇し，一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは5cm程度である。

柄行方向　N－130－W

覆土　土層断面図中，Pl～P4e P6の第1層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕

はロームを含んだ極暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ暗褐色土。褐色土で，しまりがあり，

水平堆積している。P2の第2～4層，P3の第3層，P5の第1e2層，P6の第2層は，特にしまりが強

い。

Pl土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P2土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P3土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P4土層解説

1　極暗褐色
2　褐　　　色

P5土層解説

1　暗　褐　色

P6土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P7土層解説

つ　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム4、ブロック・ローム

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量

粒子少量

4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム中ブロック微量

5　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック微量

ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量，ローム大ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　2　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブ　4　暗　褐　色
ロック・焼土中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土大ブ　5　暗赤褐色
ロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブ　6　暗　褐　色
ロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー　3　暗赤褐色
ム中ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロッ
ク微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブ

ロック少量，焼土中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブ
ロック少量，焼土中ブロック微量

焼土小ブロック多量，焼土粒子中量，ローム粒
子・焼土大ブロック・焼土中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量，焼土中ブロック微量

焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒
子・焼土中ブロック少量，焼土大ブロック微量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロッ
ク・焼土中ブロック少量，ローム中ブロック・
焼土大ブロック微量
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遺物　土師器片22点（杯2，嚢e甑20），須恵器片50点（埠。高台付杯17，蓋5，盤3，嚢の甑25），鉄棒1点

のほか，混入した縄文土器片43点が出土している。第186図497の須恵器量は，P2の埋土中から出土している。

所見　本跡は，第14号掘立柱建物に掘り込まれていることと埋土中の出土土器から，8世紀後菓中に構築され

て廃絶されたと考えられる。

2m

』二二ゴ二＝＝』

第柑5図　第13号掘立柱建物跡実測図

／て「二二こき＿…＿　三二＝三二

第柑6図　第13号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第13号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨焼成 備　 考

第186図 蓋 B　 （2．6） 天井部からつまみ部にかけての破 天井部回転へラ削 り後，つまみ貼 雲母 ・砂粒 ・白色 10％

497 須　 恵　 器 F　　　 2．9

G　　　 l．1

片。笠形の天井部に擬宝珠状のつ

まみが付 く。

り付け。 粒子

褐灰色，普通
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第掴考掘童櫨建物跡（第187図）

位置　調査4区の南東部，L2C4区。

重複関係　第68号住居跡e第13掘立柱建物跡e第5号柵列跡。第129号土坑を掘り込み，第71号住居に掘り込

まれている。従って，第68号住居跡e第13掘立柱建物跡e第5号柵列跡。第129号土坑よりも新しく，第71号

住居よりも古い。

規模　北部が調査区域外のため，確認されたのは，南部の東西5間（12．53m），東部の南北3間（6．20m）だ

けで，側柱建物跡と推定される。柱間寸法は東西が2。23～2．60m，南北が1．70～2．30mである。柱穴は9か所

（Pl～P9）で，平面形が長軸125～128cm，短軸97～106cmの隅丸長方形と，長径103～128cm，短径96～117

cmの円形または楕円形で，断面形はU字状または逆台形を呈している。

長軸方向　N－800－E。ここでは，東西軸の方向を示しておく。

覆豊　土層断面図軋　P2。P8の第1～3層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕は

ロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土はロームを含んだ暗褐色土e褐色土

で，しまりがあり，水平堆積している。

Pl土層解説

1　暗　褐　色

P2土層解説

＿1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

P3土層解説

1　黒　褐　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

P6土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

P7土層解説

1　褐　　　色

2　極暗褐色

P8土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P9土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量　　2　暗　褐　色

ローム中ブロック・ローム粒子・焼土小プロツ　　3　暗　褐　色
ク・炭化物微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小　4　暗　褐　色
ブロック微量

ローム大ブロック少量，ローム粒子・焼土粒　2　暗　褐　色
子・炭化物微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　　2　暗　褐　色
粒子少量，ローム大ブロック微量　　　　　　　　　3　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック微量　　　　　　　　　3　暗　褐　色
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ローム粒子中量，ローム中ブロック　eローム小　3　暗　褐　色
ブロック・焼土大ブロック・焼土中ブロック・
焼土小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　4　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック・焼土大プロツ　　3　暗　褐　色
ク・焼土中ブロック・焼土小ブロック微量　　　　4　褐　　　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブ

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

遣物　土師器片35点（埠4，嚢e甑31），須恵器片33点

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量”ローム大

ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量

ブロック・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック・焼土中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

ロック・焼土中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量，ローム大ブロック微量

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

（杯e高台付杯9，蓋7，嚢e甑17）のほか，混入し

た縄文土器片4点が出土している。第187図498の須恵器杯はP2の埋土中から，499の須恵器高台付杯はP6

の3層から出土している。

所見　本跡は，確認された範囲の面積だけでも77I肩を超える大形の建物跡である。本跡は，南北方向が第13号
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掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ同じで，第13号掘立柱建物跡とは大きな時期差がないことから，第13号掘立柱

建物跡が廃絶されてから長い期間を経ずに構築されたと推定される。構築時期は，埋土中の出土土器から8世

紀復業と考えられる。

C
23．4m

二二Ll‾‾

4　　　　　　3

忘9　』二と二二二芸m
第相国　第14号掘立柱建物跡e出土遺物実測図

第14号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物 番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 一法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第 187図 杯 A　 ［13．0］ 体 部か ら目線 部 にか け て一 部 欠 目線部，体部内 ・外面及び底部内面 雲母 ・砂粒 ・白色 70％

4 98 須　 恵　 器 B　　　 4．3 損。平底。体 部は外傾 して立 ち上 ロクロナデ。体部下端手持 ちへラ削 粒子

C　　　 7．5 が り，口緑 部はわず かに外 反する。 り。底部多方向の手持ちへラ削 り。 灰色 ，普通

49 9

高 台 付 杯 B　 （4．3） 体部の一部 と目線 部欠損。平底 に 体部 内 ・外面 及 び底 部 内面 ロクロ 小 礫 ・砂粒 ・白色 60％

須　 恵　 器 D　　　 7．5 ハの字状の高台 が付 く。体部 は外 ナデ。底 部回転へ ラ削 り後 ，高台 粒子

E　　　 l．0 傾 して立 ち上が る。 貼 り付 け。 灰色 ，普 通

－271－



第閥考掘立櫨建物跡（第188図）

位置　調査4区の南部，KljO区。第17号掘立柱建物跡の南側，第20号掘立柱建物跡の南東側に隣接している。

重複関係　第8e61号住居跡を掘り込み，第168e173号土坑に掘り込まれている。従って，本跡は第61号住居

跡より新しく，第168e173号土坑よりも古い。

第柑8図　第16号掘立柱建物跡◎出土遺物実測図
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規模　桁行3間　賂76m），梁行2間（5．14m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が2．00～2．70m，梁行が2．50－

2．68mである。柱穴は9か所（Pl～P9）で，北東部の柱穴は調査区域外のため確認されていない。柱穴は，

平面形が長径105～161cm，短径100～137cInの円形または楕円形で，断面形はU字状を呈している。

柄行方向　N－20－W

覆土　土層断面図中，P3の第1e4～6層，P5。P8の第3層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられ

る。柱抜き取り痕はロームを含んだ極暗褐色土。暗褐色土。褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含ん

だ暗褐色土¢褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。P3～P5。P8の2層は，特にしまりが強い。

P2土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P3土層解説

1　極暗褐色
2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

P5土屑解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P8土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中　5　暗　褐　色
ブロック少量

ーム中ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　6　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム大ブロック・ローム中ブロック少量
ローム大ブロック・ローム小ブロック中量，ロ

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中　4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック少量，ローム大ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量　　　　　5　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大　3　暗　褐　色

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック多量

ローム大ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片56点（埠2，賓。甑54），須恵器片87点（杯。高台付杯41，蓋9，棄e甑37）のほか，混入し

た縄文土器片8点が出土している。第188図500の須恵器高台付杯と501の須恵器蓋は，P4の埋土中から出土

している。

所見　本跡は，桁行方向が第17。20号掘立柱建物跡と一致し，第17号掘立柱建物跡とは規模もほぼ同じである。

従って，両者と関連性のある施設であった可能性が考えられる。構築時期は，第61号住居跡を掘り込んでいる

ことと埋土中の出土土器から，9世紀中葉と考えられる。

第16号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第18 8図

高 台 付 杯

A　 ［13．3］ 高 台 部 か ら日録 部 に か けて の破 口緑部 ，体 部内 ・外面 及 び底 部内 小礫 ・雲母 ・砂粒 60％

50 0
B　　　 5．8 片 。 平底 に ハ の字 状 の高 台が 付 面ロ クロナ デ。底部 回転 へ ラ削 り 灰色

須　 恵　 器 D　　　 8．0

E　　　 l．3

く。 体部 は外傾 して立 ち上 が り，

日録部 はわずかに外反 する。

後，高台貼 り付 け。 普通

50 1
蓋

A　 ［15．8］ 口緑部 の一 部欠損。笠形 の天井 部 口緑 部及 び外周 部内 ・外 面 ロクロ 雲 母 ・砂粒 ・白色 50％

B　　　 3．0 に擬宝珠状 のつ まみが付 く。 口緑 ナデ。 天井部回転へ ラ削 り後 ，つ 粒子 P L 69

須　 恵　 器 F　　　 3．0

G　　 l．0

部は短 く折 り返 してい る。 まみ貼 り付 け。 灰色

普通
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窮膵考掘立櫨建物跡（第且89図）

位置　調査4区の南部，Klg8区。第16号掘立柱建物跡の北側，第20号掘立柱建物跡の北東側に隣接してい

る。

重複関係　第25号掘立柱建物跡e第141号土坑を掘り込んでおり，両者よりも新しい。

規模　桁行3間（6．64m），梁行2間（5．10m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が1．75～2．55m，梁行が2。17～

2．80mである。柱穴は10か所（Pl～PlO）で，平面形が長径117～150C恥　短径97～118cmの円形または楕円

形で，断面形はU字状を皇し，一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは5～12cmである。柱痕はPl。

P3。P6～PlOで認められ，柱の径は28～35cmと復元される。

桁行方向　N－20－W

覆土　土層断面図中，Pl e P3。P6。P8～PlOの第1層とP7の第1・2層は柱痕，その他は埋土と考

えられる。柱痕はロームを含んだ極暗褐色土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ暗褐色

土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。Plの第2～4層，P3の第2e3層，P4の第3層，P

5の第4～6層，P9の第2◎4層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

P3土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

P6土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P7土層解説

1　極暗褐色
2　極暗褐色
3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P8土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P9土層解説

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中　3　極暗褐色

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大　4　暗　褐　色

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム　　3　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

4　暗　褐　色

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム　　4　黒　褐　色

粒子少量，　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量　　　　　　　　6　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

3　極暗褐色

ローム小ブロックeローム粒子・炭化物微量　　　5　暗　褐　色

ローム粒子少量
ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム大　6　極暗褐色
ブロック・焼土中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

7　褐　　　色

3　暗　褐　色
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ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム中ブロック微量

粒子少量

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム申ブロック・ローム4、ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ロ

ーム粒子微量

ローム粒子中量

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子多量

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量



1　極暗褐色

2　暗　褐　色

PlO土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

④

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小　3　暗　褐　色
ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中　4　暗　褐　色
ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，炭化物微量
ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小　3　暗　褐　色

七h9

一、ヒ二一百 二　＿／

ノ
第189図　第17号掘立柱建物跡・出土遺物実測図

－275－

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

ブロック微量

ローム大ブロック・ローム粒子少量

2m

！　　：　　［

1■ノ



遺物　土師器鋸00点僻8タ　嚢e甑92）須恵器楕鴇膵点　舞e高台相棒2　差別　長頸瓶信整合甑軌鉄

製品1点（釘）のはか，混入した縄文土器片3点が出土している。第温89図502は土師乳503～506は須恵器で

ある。502の高台付塔はP9の渡土中から出土している。底部外面に「定」の墨書が施されている。503の埠は

P4の埋土中から，504の埠はP2の埋土中から出土している。505の蓋はP6の捜土中から，506の高台相棒

はP5の埋土中から出土している。

所農　本跡は，桁行方向が第16啓20号掘立柱建物跡と一致しタ第蟻号掘立柱建物跡とは規模　ほぼ同じである。

また，5鵬に記されているものと同じ墨書が第20号掘立柱建物跡の捜土中からも出土している。従って，両者

と関連性のある施設であった可能性が考えられる。構築時期は，埋土中の出土土器から9世紀中葉と考えられ

る。

第膵号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第18 9図 高 台 付 杯 B　 （1．6） 高台部 か ら底 部にか けて の破 片。 底部内面 ロクロナデ予底 部回転へ 雲 母 ・砂粒 ・白色 30％ P L 69

50 2 土　 師　 器 D　 ［5ぷ］

E　　　 O．7

平底 にハの字状の高台が付 く。 ラ削 り後，高台貼 り付 け。 粒千

にぷ い橙色 ，普通

底部外 面に

「定」の墨書

50 3

杯 Å　 ［14．8］ 底 部か ら日録部 にか けての破 片。 口縁 部，体部内 ・外面及 び底部 内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 5 ％

須　 恵　 器 B　　　 3．7 平 底。 体 部 は外傾 して 立 ち上 が 面 ロクロナデ。体部下端及 び底部 粒子

C　 ［8．4］ り， 目線部 に至 る。 手持 ちへラ削 り。 黄灰色，普通

504

】

杯 Å　 ［12．5］ 底部 か ら＝縁 部 にかけ ての破片 J ＝縁部 ，体 部内 ・外面及び底部内 雲母 ・砂 粒 ・白色 10％

須　 恵　 器

】

B　　　 4．1 平底 。 体部 は外 傾 して立 ち上 が 南 口クロナデ。体 部下端及び底部 粒子

C　 ［7．1］

】

り，目線部 に至 る。

‡

手持 ちへ ラ削 り。 灰褐 色，普通

50 5
董

Å　 ［17．0］ ＝縁 部か らつ まみ部 にかけての破 口縁 部及 び外 周部 内 t外 面 ロクロ 雲 母 0 砂粒 8 白色 30％

B　　　 3．4 片 。笠形の天井部 に擬宝珠状 のつ ナ デ． 天井 部外 面 回転 へ ラ削 り 粒子

須　 恵　 器 F　　　 3．0

G　　　 l．2

まみが付 く。目線部 は短 く折 り返

している。

後 ，つ まみ貼 り付 け。 灰褐色

普通

506

高 台 付 杯 カ A　 ［14．0］ 体 部か ら日録部 にか けての破 片。 口縁 部及 び体部 内 ・外面 ロク ロナ 雲母 ・砂 粒 ・白色 30％

須　 恵　 器 B　 （6．4） 体部 は外傾 して立ち上が り， 目線

部 は直立す る。

デ。 粒子

褐灰色，普通

第柑考擁立櫨建物跡（第且90◎191回）

位置　調査4区の中央部西寄り，Jlj6区。

重複関係　第10号住居跡を掘り込み，第19号掘立柱建物e第4号柵列に掘り込まれており，第且0号住居跡より

新しく，第19号掘立柱建物・第4号柵列よりも古い。

規模　北西部が調査区域外のため，確認されたのは南部の北東一南西3間（5．77m），東部の北西一南東2間

（5。50m）だけでタ　側柱建物跡と推定される。柱間寸法は東西がl。77～2．20恥南北が2。50～3．00mである。柱穴

は6か所（Pl～P6）で，平面形が長軸108～120cm，短軸96～且18cmの隅丸方形または隅丸長方形と，長径

130～且38C恥　短径120～ユ28cmの円形または楕円形でタ　断面形はU字状を呈している。

長軸方向　N－650－E。ここでは北東一南西軸の方向を示しておく。

孝羞　土層断面図軋　P3の第4層，P5e P6の第1層は柱抜き取り痕，他は埋土と考えられる。柱痕はロ

ームを含んだ極暗褐色士の暗褐色士で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ黒褐色土⑳暗褐色土。褐色土

で，しまりがあり，水平堆積している。Plの第4層タ　P2の第3層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説
1暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小プロ、ソク中量，ローム大プロ、ソク・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　極暗褐色　　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

4　極暗褐色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
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P2土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

P3土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム中ブロック・ローム小ブロック微量　　　　3　褐

ローム小ブロック・ローム粒子少量

色　　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子　3　黒　褐　色
微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　極暗褐色
ローム中ブロック中量，ローム粒子・粘土小ブ
ロック少量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム
粒子少量，ローム大ブロック・焼土中ブロック　4　暗　褐　色
微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，炭化　5　暗　褐　色
物微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ローム中ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子

少量

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム大ブロック中量，ローム中ブロック・ロ

ーム小ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック中量，ローム粒子少量

第瑠9の図　第18号掘立柱建物跡実測図
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P5土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

P6土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

ローム大ブロック中量，ローム中ブロック・ロ

ーム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

4　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

5　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム　3　褐　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

小ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ　4　黒　褐　色　　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック・ローム粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　－ム粒子少量

507

0　　　　　　5cm

』＝±＝』

第臓咽　第18号掘立柱建物跡

出土遺物実測図

遺物　土師器片108点（杯9，嚢e甑99），須恵器片59点（杯e高台付杯33，

蓋6，嚢。甑20），鉄棒1点のほか，混入した縄文土器片8点が出土している。

第191図507の須恵器蓋はP5の埋土中から出土している。つまみ部に「川」，

外周部外面に「伊里　の墨書が施されている。

所見　本跡は，長軸方向が第1～6号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ一致し，

第1。6号掘立柱建物跡とは規模もほぼ同じである。また，「川」の墨書は第

6号掘立柱建物跡から1点，第14号住居跡から4点が出土している。従って，

本跡と第1～6号掘立柱建物跡。第14号住居跡は関連性のある施設であった

可能性が考えられる。構築時期は，これらのことや埋土中の出土土器から，

9世紀前葉から中葉と推定される。

第18号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色訴巨 焼成 備　 考

第19 1図 蓋 B　 （2．3） 外周 部か らつ まみ部 にか けての破 外周 部 内・外 面 ロク ロナデ。天 井 雲母 ・砂 粒 ・白色 5％P L 69 つまみ部

50 7 須　 恵　 器 F　　　 2．9 片。笠形 の天井部 に擬宝珠状 のつ 部 回転 へ ラ削 り後，つ まみ貼 り付 粒子 に「川」の墨書，外周

G　　　 O．8 まみが付 く。 け。 褐灰色，普通 部に「汐I」の墨書

第帽考掘立櫨建物跡（第192図）

位置　調査4区の中央部西寄り，Jli7区。

重複関係　第10号住居跡，第18号掘立柱建物臥　第4号柵列跡，第43e44号土坑を掘り込んでおり，それらよ

りも新しい。

規模　北西部が調査区城外のため，確認されたのは東部の南北3間（7．05m），南部の東西1間（2．68m）だけ

で，側柱建物跡と推定される。柱間寸法は南北が2．30～2．40mである。柱穴は5か所（Pl～P5）で，平面

形が長軸100cm，短卓由97cmの隅丸方形と，長径94～103cm，短径85～95cmの円形または楕円形で，断面形は逆台

形を呈している。柱痕はPl。P3で認められ，柱の径は30cm程度と復元される。

長軸方向　N－50－W

覆土　土層断面図中，Plの第1層，P3の第3層は柱痕，その他は埋土と考えられる。柱痕は，ロームを含

んだ黒褐色土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ暗褐色土e褐色土で，しまりがあり，水

平堆積している。Plの第2e3層，P5の第1層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　明　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
4　明　褐　色　　ローム小ブロック多量，ローム中ブロック中量
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P2土眉解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P3土眉解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

P5土届解説

1褐　　　色
2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロ　3　黒　褐　色

－ム粒子少量，ローム大ブロック・炭化物微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中　4　黒　褐　色
ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量　　　　　3　黒　褐　色　　ローム粒子少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック多量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大　3　黒　褐　色　　ローム小ブロック微量
ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量　　　4　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ローム大ブロック・ローム小ブロック・焼土小　　　　　　　　　　ブロック微量
ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　5　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　小ブロック・ローム粒子少量
ローム小プロッタ・ローム粒子少量，ローム中　4　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム粒子少量

ブロック微量　　　　　　　　　　　　　　　　　5　黒　褐　色　　ローム粒子少量
ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム
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遺物　土師器片1点（嚢e甑）須恵器片　点僻患高台付杯告嚢◎甑Hのほかタ混入した縄文土器片5

点が出土している。いずれも細片のため，図示できるものはない。

所農　本跡は，出土土器が少なく，いずれも細片のため，明確な時期芋豚は困難であるが，翫8号掘立柱建物

跡を掘り込んでいることから撃　9世紀前葉から中葉以降に構築されたと考えられる。

第調号掘童櫨建物跡（第193～且95囲）

位置　調査4区の南乳Klj8区。酎6号掘立柱建物跡の北西乱射7号掘立柱建物跡の南西側に隣接して

いる。

重複関係　第23号掘立社建物跡◎第8号住居跡。第25鯵26号士坑を掘り込んでおり，それらよりも新しい。

親機　桁行3間（6060m），梁行2間（4・30m）の側柱建物跡である○柱間寸法は桁行が2。12～2。36m，梁行が

l・98～2・30cmである。柱穴は9か所（Pl～P9）で，P4とP5の間の柱穴が確認されなかった。柱穴は，

平面形が長靴00～且亜C恥短軸3～且20cmの隅丸方形または隅丸長方形と，長勧00～且亜cm，短径79～123cmの

円形または楕円形で，断面形はU字状または逆台形状を皇している。種痘はm eP7eP8－ご認められ，柱

の径は38～42cmと復元される。

柄行方向　N－20－W

尊意　土層断面図中タPleP7eP8の第1層は柱痕，その他は埋土と考えられる。柱痕はロームを含んだ

極暗褐色土で，しまりがない。塩士はロームを含んだ暗褐色土◎褐色土でタしまりがありタ水平堆積している。

Plの第2㊤3層，P6の第5層，P86P9の第3層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

P3土層解説

1　黒　褐　色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P6土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

3　暗　褐　色

P7土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

P8土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

P9土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ローム粒千少鼠　ローム申ブロック・ローム小
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子微量

ローム粒子少量

ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

ム中ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子少鼠　ローム小ブロック微量

ローム粒子少鼠　ローム中ブロック・ローム小　ご1暗　褐　色
ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム大

ローム粒子少量

5　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒千少量

ローム小ブロック「f唱，ローム粒子少量

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子L巨凱　ローム小ブロック少量

ローム粒子中鼠　ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム大

ブロック・ローム申ブロック微量

ブロック・ローム中ブロック微量

3　褐　　色　　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック少量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

岩霊霊霊宗㌃禁雷量，ロ‾ム太・4暗褐色　∑票禁霊書芸完量ロー
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第193図　第20・23号掘立柱建物跡実測図（1）
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第194図　第20・23号掘立柱建物跡実測図（2）

遺物　土師器片25点（杯3，嚢・甑22），須恵器片21点（杯・高台付杯8，蓋3，高盤1，嚢・甑9）のほか，

混入した縄文土器片2点が出土している。第195図508の須恵器蓋は，P7の埋土中から出土している。509の

須恵器蓋は，Plの2層とP2の埋土中から出土した破片が接合したものである。つまみ部に「定」の墨書が

施されている。510の須恵器甑は，P4の埋土中から出土している。

所見　本跡は，桁行方向が第16・17号掘立柱建物跡と同じであり，「走」の墨書は第17号掘立柱建物跡の柱穴

埋土中からも出土していることから，第16・17号掘立柱建物跡と関連性のある施設であった可能性が考えられ

る。また，同じ文字の墨書が第1・4・65・75号住居跡，第117号土坑からも出土しているが，本跡のものは，

それらの文字ほどは字体が崩れていない。構築時期は，埋土中の出土土器から8世紀後葉から9世紀前葉と考

えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

第195図　第20号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第20号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm ） 詩　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 19 5図

蓋

A　 ［14．2］ 日録部か らつ まみ部にかけての破 口緑 部及 び外 周部 内 ・外 面 ロク ロ 砂粒 ・白色粒子 5 0％

508
B　　　 3．7 片。笠形の天井部 に擬 宝珠 状のつ ナデ。天井部 回転へ ラ削 り後，つ 灰 色

須　 恵　 器 F　　　 2．8

G　　 l．0

まみが付 く。 口緑部 は短 く折 り返

している。

まみ貼 り付 け。 普通

50 9
蓋

A　　 14．2 日録部 か ら天井部 にか けて一 部欠 口緑部及 び外周 部内 ・外面 ロクロ 雲 母 ・砂粒 ・白色 6 0％

B　　　 3．7 損。笠形 の天井部に擬宝珠状 のつ ナデ。 天井部回転へ ラ削 り後，つ 粒子 P L 6 9
須　 恵　 器 F　　　 2．8 まみが付 く。口縁 部は短 く祈 り返 まみ貼 り付 け。 灰褐色 つ まみ部に

G　　 l．0 してい る。 普通 「定」の墨書
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遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第195図

51 0
甑

A　 ［28．8］ 体 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線 部 内 ・外 面 ロク ロナデ。体 部 雲 母 ・砂 粒 ・白色 10％

B　 （18．2） 体部 は外傾 して立 ち上が り，頚 部 外面横 方向の平行叩 き。体部 内面 粒子 ・赤色 粒子

須　 恵　 器 に至 る。 日録 部 は外反 し，端部 は に無文 の当て具痕 と輪積 み痕 が残 灰褐色

外側 に折 り返 されて いる。 る。 普通

第別号擁立櫨建物跡（第196図）

位置　調査3区の中央乳　G2j8区。第22号掘立柱建物跡の東側に隣接している。

規模　桁行2間（4．70m），梁行2間（4．56m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行2．30～2．54m，梁行2・04～2・30

mである。柱穴は8か所（Pl～P8）で，長径86～103C恥短径76～101cmの円形または楕円形で，断面形は

U字状または逆台形状を呈している。

柄行方向　N－780－E

章蓋　土層断面図中，Plの第1。2層，P2e P4e P6の第1層，P5の第4層は柱抜き取り痕，その他

は埋土と考えられる。柱抜き取り痕は，ロームを含んだ暗褐色士でしまりが弱い。埋士はロームを含んだ暗褐

色土e黒喝色土。褐色土で，しまりがわずかにある水平堆積である。

Pl土層解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

P2土層解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P3土層解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

P4土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P5土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

P6土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

P7土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化物微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
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P8土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子微量
4　褐　　色　　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック中量
6　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

遺物　土師器片14点（杯。高台付杯2，嚢。甑12），須恵器片17点

いる。そのほか，撹乱により混入した陶器片1点が出土している。

るものはない。

（杯e高台付杯13，嚢。甑4）が出土して

出土した土器はいずれも細片で，図示でき

所見　出土土器が細片であるため本跡の時期の決定は困難であるが，柱穴から出土している土器片が，古墳時

代以前のものではなく，8から9世紀と考えられるものであることから，その時期と考えられる。第22号掘立

柱建物跡とは，隣接し，桁行方向がほぼ同じであることから，これら2棟は同時期のものである可能性が考え

られる。

3

第帽図　第21号掘立柱建物跡実測図
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第22号擁立櫨建物跡（第且97図）

位置　調査3区の中央部，G2j6区。第21号掘立柱建物跡の西側に隣接している。

規模　桁行2間（5．60m），梁行2間（5．02m）の総柱建物跡で，柱間寸法は桁行2．52～3．02m，梁行2。46～2．56

mである。柱穴は9か所（Pl～P9）で，平面形が長径106～137C恥　短径91～118cmの円形または楕円形で，

断面形はU字状または逆台形状を呈している。

柄行方向　N－800－E

覆土　埋土は，ロームブロックを含んだ暗褐色。黒褐色e褐色土で，しまりはわずかにある。

Pl土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P4土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P6土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

P7土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

P8土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　3　褐　　　色

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小　4　暗　褐　色

ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中

4　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒　3　褐　　　色
子・炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化　4　暗　褐　色
粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子　3　褐　　　色
微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量　　　　　4　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子　3　褐　　　色
微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ロー

ム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中

P9土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒　褐　色

4　暗　褐　色

4　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量

ブロック・ローム4、ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック・ローム4、ブロック少量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック少量，炭化物微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ブロック少量

ローム粒子中量

ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微
量

ローム粒子中量

ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

ローム粒子中量

ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量，ローム大ブロック微量

遺物　土師器片4点（杯e高台付杯1，襲e甑3）が出土している。そのほか，混入した縄文土器片1点が出

土している。出土遺物はいずれも細片で，図示できるものはない。

所見　出土土器が細片であるため本跡の時期の決定は困難であるが，柱穴から出土している土師器片に古墳時

代以前のものはないことから，奈良e平安時代以降と考えられる。第21号掘立柱建物跡とは，隣接し，桁行方

向がほぼ同じであることから，これらの2棟は同時期のものである可能性が考えられる。
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第瑠97図　第22号掘立柱建物跡実測図
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第23号掘童櫨建物跡（第193・194図）

位置　調査4区の南部，Klj7区。第25号掘立柱建物跡の南西側に隣接している。

重複関係　第1号住居。第20号掘立柱建物。第25号土坑に掘り込まれ，第8号住居跡と第26e120号土坑を掘

り込んでおり，第1号住居e第20号掘立柱建物e第25号土坑よりも古く，第8号住居跡と第26e120号土坑よ

りも新しい。

規模　桁行3間（6．70m），梁行2間（4．80m）の側柱建物跡である。柱間寸法は桁行が2．05～2．55m，発行が

2．15～2．65mである。柱穴は9か所（Pl～P9）で，西部梁行の一部の柱穴が確認できなかった。柱穴は，

平面形が長径97～145C恥短径78～118cmの楕円形または不整楕円形で，断面形はU字状または逆台形状を里し，

一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは10～20cmである。

柄行方向　N－50－W

覆蓋　土層断面図中，P2の第1～3層とP6の第1層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き

取り痕はロームを含んだ極暗褐色土e暗褐色土。褐色土で，しまりが弱い。埋土はロームを含んだ暗褐色土。

褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。Plの第1層，P2の第4層，P6の第2～4層は，特にしま

りが強い。

Pl土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色

P2土層解説
1　褐　　　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

P4土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

P6土層解説
1　極暗褐色
2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P7土層解説
1　極暗褐色
2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P8土層解説
1　暗　褐　色

ローム粒子中量，

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

・ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片26点（塔6，棄e甑20），須恵器片40点（杯e高台付杯12，蓋8，聾e甑20）のほか，混入し

た縄文土器片6点が出土している。いずれも細片で図示できるものはない。

所農　本跡は，第25号掘立柱建物跡と規模e桁行方向がほぼ一致していることから，第25号掘立柱建物跡と関

連性を持つ施設の可能性が考えられる。第20号掘立柱建物に掘り込まれていることから，8世紀後菜から9世

紀前葉には廃絶されていたと推定される。
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窮別号掘童櫨建物跡（第198・199図）

位置　調査4区の南部東寄り，KlgO区。

規模　東部が調査区域外のため，確認されたのは西部の南北2間3．68恥　東西1間工83mだけで，側柱建物跡

と推定される。柱間寸法は桁行が1．80m。1．88mである。柱穴は4か所（Pl～P4）で，平面形が長径105～

185C恥　短径65～110cmの不整円形または不整楕円形で，断面形はU字状を呈している。

最軸方向　N－70　－W。ここでは南北軸の方向を示しておく。

覆土　土層断面図軋　Pl。P2の第3層，P3の第1層，P4の第2層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考

えられる。柱抜き取り痕はロームを含んだ極暗褐色土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ

暗褐色土e褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。

Pl土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色
3　暗　褐　色

P3土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量　　　　3　極暗褐色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブ
ロック少量，ローム大ブロック・ローム小プロ　4　暗　褐　色
ツク・焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子　4　暗　褐　色
少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・　5　極暗褐色
焼土中ブロック・焼土小ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼士粒子微量　　6　褐　　　色

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼士粒子

3　暗　褐　色

P4土層解説

1褐　　　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム　3　暗　褐　色

小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

第相国　第24号掘立柱建物跡実測図
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ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ロー
ム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブ
ロック・焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック・焼士粒子微量

少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック少量，ローム中ブロック微量

0　　　　　　　　2m

ヒ二二二二二亡二二」



遺物　土師器片15点（杯5，嚢e甑10），須恵器片24点（杯。高

台付杯7，蓋3，嚢e甑14）のほか，混入した縄文土器片3点

が出土している。第199図514の土師器嚢は，P3の埋土中から

出土している。

所見　本跡の構築時期は，埋土中の出土土器から，9世紀前葉

と考えられる。

第24号掘立柱建物跡出土遺物観察表

514

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一｛一一j

第瑠99回　第24号掘立柱建物跡出土遺物実測図

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第199図

514

賓

土　 師　 器

A　 ［14．8］ 体 部か ら目線 部 にかけて の破 片。 日録部 内 ・外面横 ナ デ。体部 内面 砂粒 ・白色粒子 5 ％

B　 （10．3） 体部 は内攣 して立 ち上 が り，頚部

は くの字状 に屈 曲す る。口縁 部は

外反 し，端 部は外上方 につまみ上

げ られている。

ヘラナデ。 にぷい橙 色

普通

第25号擁立櫨建物跡（第200e201図）

位置　調査4区の南部，Klg8区。第23号掘立柱建物跡の北東側に隣接している。

重複関係　第136e139e143e184号土坑を掘り込み，第17号掘立柱建物と第133e134号土坑に掘り込まれてい

る。従って，本跡は，第136弓39e143e184号土坑よりも新しく，第17号掘立柱建物と第133e134号土坑より

も古い。

規模　桁行3間（6．67m），梁行2間（5．04m）の総柱建物跡である。柱間寸法は桁行が2．00～2。52m，梁行が

2．14～2．87mである。柱穴は12か所（Pl～P12）で，平面形が，長軸112～159cm，短軸90～130cmの隅丸方形

または隅丸長方形と，長径102～165cm，短径80～130cmの円形または楕円形で，断面形はU字状を皇し，一部

は底部が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは10cm程度である。

桁行方肉　N－40－W

覆土　土層断面図中，P3。P9の第1層は柱抜き取り痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕はロー

ムを含んだ極暗褐色土で，しまりが弱い。埋士は，ロームを含んだ暗褐色土e褐色土で，しまりがあり，水平

堆積している。Plの第3。4層，PlOの第5層，Pmの第2層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

P3土層解説

1　極暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大　3　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー　4　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

ブロック中量，ローム大ブロック少量

粒子少量

4　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小　3　暗　褐　色
ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物
微量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子
微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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P7土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P8土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

P9土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

＝

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中　4　暗　褐　色
ブロック微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム　5　暗　褐　色
粒子・焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー　6　暗　褐　色
ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗　褐　色

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第2のの図　第25号掘立柱建物跡実測図
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PlO土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　極暗褐色
4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

Pll土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P12土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

ローム4、ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・焼土中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片44点（杯10，嚢・甑

34），須恵器片43点（杯e高台付杯

22，蓋9，嚢e甑12）のほか，混入

した縄文土器片1点が出土してい

る。第201図516の須恵器蓋はP3の

埋土中から，517の須恵器嚢はP12

の第4層から出土している。

所見　本跡は，第23号掘立柱建物跡

と規模。桁行方向がほぼ一致してお

0　　　　　　5cm

』忘ま＝』

∈添≡
10cm

」　ニー＿「＿　＝　…‥＿」

第2馴図　第25号掘立柱建物跡出土遺物実測図

り，第23号掘立柱建物跡と関連性の

ある建物跡である可能性が考えられる。構築時期は，埋土中の出土土器から，8世紀中葉から復業と考えられる。

第25号掘立柱建物跡出土遺物観察表

遺物番号 券　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼成 備　 考

第20 1図 蓋 A　 ［18．4］ 口縁 部 か ら外周 部 にか けて の破 目線 部及 び外 周部 内 ・外面 ロク ロ 雲母 ・砂粒 ・白色 10％

5 16 須　 恵　 器 B　 （2．6） 片。 口縁 部 は短 く折 り返 してい

る。

ナデ。 粒 子

褐灰 色，普通

517

嚢 A　 ［37．0］ 頚部から目線部 にかけての破片。頸 目線 部及 び内 ・外面 ロクロナデ。 白色粒 子 5 ％

須　 恵　 器 B　 （7．4） 部は外傾 して立ち上がる。 口緑部 は

外反 し，端部 は上下 に張 り出す。

灰 白色

良好

湖西窯

第26号掘立櫨建物跡（第202e203図）

位置　調査4区の南東部，L2C5区。

重複関係　第68号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模　北東部が調査区域外のため，確認された柱穴は3か所（Pl～P3），南西部の北西一南東1間，北

東一南西1間だけで，総柱建物跡か側柱建物跡かは不明である。柱間寸法は北西一南東が2．20m，北東一南西

が2逮1mである。柱穴は，平面形が長径94～162cm，短径80～120cmの円形または楕円形で，断面形はU字状を

呈している。

長軸方向　N－320－W。ここでは北西一南東軸の方向を示しておく。

覆土　土層断面図中，Plの1層とP3の1e2層は柱抜き取り痕，その他は埋士と考えられる。柱抜き取り

痕はロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土。暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ暗褐色土e
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褐色士で，しまりがあり，水平に堆積している。

Pl土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

P2土層解説

1　褐　　　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム4、ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量，ローム大ブロック微量

5　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム4、ブロック少量

6　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

7　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック中量

ローム粒子多量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム　　5　黒　褐　色

粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ロー　6　暗　褐　色

ム中ブロック・ローム小ブロック微量

4　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

P3土層解説

1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

4　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

5　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

6　褐　　　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片10点（嚢e甑10），須恵器片18点（杯e高台付杯3，蓋2，嚢e甑13）のほか，混入した縄文

土器片2点が出土している。第203図518の須恵器埠はP2の埋土中から，M89の閂金具はPlの覆土中から出

土している。

所見　本跡の構築時期は，埋土中の出土土器から，8世紀中葉と考えられる。

第2の2回　第26号掘立柱建物跡実測図
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′資甘89
第2の3図　第26号掘立柱建物跡出土遺物実測図

第26号掘立柱建物跡出土遺物観察表

0　　　　　　10cm

』二二二∃二二二二」

遺物番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色訴巨焼成 備　 考

第203図 杯 A　 ［11．8］体部から口緑部にかけての破片。口縁部及び体部内・外面ロクロナ 雲母 ・砂粒・白色 5％

518 須　 恵　 器 B　　　 3．0

C　 ［7．6］

体部は外傾して立ち上がり，口緑

部はわずかに外反する。

デ。 粒子

褐灰色，普通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 幅（cm） 断面幅（cm） 重量（g）

第203回M89 門　金　具 （8．2） 6．1 0．7×0．5 （15．8） 鉄 断面形は長方形

第27号掘立櫨建物跡（第204図）

位置　調査4区の南東部，L2al区。

重複関係　第61号住居跡を掘り込んでおり，それよりも新しい。

規模　北東部が調査区域外のため，確認された柱穴は3か所（Pl～P3），南西部の南北1間（1．50m），東

西1間（1．90m）だけで，側柱建物跡か総柱建物跡かは不明である。柱穴は，平面形が長径84～127cm，短径

80～110cmの楕円形または円形で，断面形はU字状を呈している。

長軸方向　N－900。ここでは東西軸の方向を示しておく。

覆土　埋土はロームを含んだ暗褐色土。褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。

Pl土層解説
1　褐　　　色

2　暗　褐　色

P2土層解説
1　暗　褐　色

2　褐　　　色

⑥

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

＝プ‾

第2◎鎖国　第27号掘立柱建物跡実測図
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遺物　出土していない。

所凰　本跡の時期は，遺物が出土していないため時期判断が困難であるが，第61号住居跡を掘り込んでいるこ

とから，8世紀後菓以降に構築されたと推定される。

表4　掘立柱建物跡一覧表

掘立柱

建物跡

番　号

、位 置
桁行 （長事由）

方　　　 向

柱 間数

（桁×梁）

規　 模

（桁 ×梁 ）

（m ）

構造

桁　　 行

柱 間寸法

（m ）

梁　　 行

柱 間寸法

（m ）

柱　　　　　　　　　 穴
！ 出 土 遺 物 備　 考

新旧関係（古→新）

その他平　　 面　　 形 長径潮）×短径潮目cm）

1 K ldO N －250－W 3 ×2 6．88 ×5．05 側柱 2．15～2．50 2．46～2．55 円形，楕円形 99～140×93～115 土師器片，須恵器片，鉄
器 SI7→本跡

2 K la8 N －270－W 4 ×3 8．60 ×5．91 側柱 2．00～2．35 1．88～2．05 円形，楕円形 105～118×82～105 土師器片，須恵器片，鉄
製品，鉄浮

SIlO・SB3・SA l・
SK 17 1→本跡→
SB4・SF 2

3 K la9 N －250－W 4 ×3 8．52 ×6．05 側柱 1．68～2．25 1．95～2．13 円形，楕円形 79～123 ×73～105 土師器片，須恵器片 SIlO→本跡→
SB2・4，SF 2

4 K la 9 N －200－W 4 ×3 8．55 ×6．07 側柱 1．93～2．40 1．78～2．26 円形，楕円形 95～140×85～95 土師器片，須恵器片，鉄
製品

SB2・3・5→
本跡→SF2

5 K 2a l N －220－W 3 ×2 7．94 ×4．26 側柱 2．50～2．85 1．85～2．41 円形，楕円形 50～90×46～73 土師器片，須恵器片，縄
文土器片

本跡→SB4・
第3号
方形竪穴状遺構

6 J2il N －250－W 3 ×2 7．93 ×4．95 側柱 2．35～2．88 2．37～2．58 円形，楕円形 80～135×74～112 土師器片，須恵器片，鉄
器，縄文土器片

7 K lh5 N －7 0－W 3 ×2 6．72 ×4．69 側柱 2．02～2．37 2．19～2．47 円形，楕円形 102～128×100～124 土師器片，須恵器片，灰
粕陶器片，縄文土器片

SB 8 →本跡→
SF2

8 K lh 4 N －8 0－W 3 ×（1） 6．35 ×2．23 側柱 1．92～2．40 2．23 隅丸方形，隅丸長方形 58～86×32～74 須恵器片 本跡→SB7・SF2

9 K lg 7 N －850－E 2 ×2 5．58 ×4．30 側柱 2．75～2．83 1．62～2．68
円形，楕円形 82～123×68～95 土師器片　 須恵器片　 鉄 SI4・5，

隅丸方形，隅丸長方形 100～122×85～103
I　　　　　　′　　　　　　　　　　†製品，縄文土器片 SK172・185－→

本跡→SK 15

10 Jlg 7 N －280－W 4 ×2 8．36 ×3．72 側柱 1．93～2．28 1．83 ・1．89 円形，楕円形 37～44×34～43 －

11 Jlh7 N －290－W 4 ×（1） 7．71×（1．55） 側柱 1．80～2．20 1．55 円形，楕円形 38～52×37～48 －

12 Llb 5 N －180－W ン3 ×（2） 7．21×（5．50） 側柱 2．30～2．56 2．52～3．00 円形，楕円形 73～112×45～76 －

13 L2C3 N －130－W （3）×2 （7．62）×5．26 側柱 2．40～2．62 2．60～2．66
円形，楕円形 104～118×90～113 土師器片　 須恵器片　 鉄 本跡一→SB14

隅丸方形，隅丸長方形 95～110×80～91 I　　　　　　　　　　　　　　　　　I浮，縄文土器片 SA 5とは
新旧不明

14 L2C4 N －800－E （5）×（3）（12．53）×（6．20）側柱 2．23～2．60 1．70～2．30
円形，楕円形 103～128×96～117 土師器片　 須恵器片　 縄 SI68 ・SB 13 ・

隅丸方形，隅丸長方形 125～128×97～106 I　　　　　　　　　　　　　　　I文土器片 SA5 ・SK 129

→本跡→SI71

1 6 K ljO N －2 0－W 3 ×2 6．76 ×5．14 側柱 2．00～2．70 2．50～2．68 円形，楕円形 105～161×100～137 土師器片，須恵器片，縄
文土器片

SI8・SI61－→本跡

→SK 168・173

17 K lg8 N －2 0－W 3 ×2 6．64 ×5．10 側柱 1．75～2．55 2．17～2．80 円形，楕円形 117～150×97～118
土師器片，須恵器片，鉄
製品，縄文土器片

SB25・SK 141→
本跡

18 ！

19 ！

20 ！

Jlj6

Jli7 i

K lj8 ！

N －650－E

N －5 0－W i

N －2 0－W i

（3）×（2）！

（3）×（1）！

3 ×2

（5・77）×（5・50）！

（7・05）×（2・68）！

6．60 ×4．30

側柱

側柱

尋

1．77～2．20

2・30～2・40 ！

2・12～2・36 ！

2・50～3・00 ！

2．68

1・98～2・30 i

円形，楕円形 130～138×120～128 土師器片，須恵器片，鉄 SIlO→本跡→
隅丸方形，隅丸長方形 108～120×96～118 樺，縄文土器片 SB19・SA4

円形，楕円形 94～103×85～95 土師器片　 須恵器片　 縄 SIlO，SB18，

隅丸方形 100×97 I　　　　　　　　　　　　　　　　　I文土器片 SA4，SK 43・44
→本跡

円形，楕円形 100～148×79～123 土師器片，須恵器片，縄 SI8，SB23，
隅丸方形，隅丸長方形 100～140×93～120 文土器片 SK25・26→本跡

SI8 ，SK26・120
→本跡→SIl・
SB20・SK25

SK 136・139・143・
184→本跡－→

21 G2j8 N －780－E 2 ×2 4．70 ×4．56 側柱 2．30～2．54 2．04～2．30 円形，楕円形 86～103×76～101 土師暮片，須恵器片，縄
文土器片

22 G2j6 N －800－E 2 ×2 5．60 ×5．02 総柱 2．52～3．02 2．46～2．56 円形，楕円形 106～137×91～118 土師器片，縄文土器片

23 K lj7 N －5 0－W 3 ×2 6．70 ×4．80 側柱 2．05～2．55 2．15～2．65 楕円形，不整楕円形 97～145×78～118 土師器片，須恵器片，縄
文土器片

24 K lg O N －7 0－W （2）×（1）（3．68）×（1．83）側柱 1．80 ・1．88 1．83 不整円形，不整楕円形 105～185×65～110 土師器片，須恵器片，縄
文土器片

25 K lg 8 N －4 0－W 3 ×2 6．67 ×5．04 総柱 2．00～2．52 2．14～2．87
円形，楕円形 102～165×80～130 土師器片，須恵器片，縄
隅丸方形，隅丸長方形 112～159×90～130 文土器片 SB17，SK 133・

134

2 6 L 2C5 N －320－W （1）×（1）（2．41）×（2．20）不明 2．41 2．20 円形，楕円形 94～162×80～120
妄空欝 ，須恵器片，縄 i

i

SI68→本跡

27 L2al N －900－E （1）×（1）（1．90）×（1．50）不明 1．90 1．50 円形，楕円形 84～127×80～110 S I61→本跡
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（3）柵列跡

第1号梢列跡（第205図）

位置　調査4区の中央部，KIc9区。

重複関係　第171号土坑を掘り込み，第2号掘立柱建物に掘り込まれている。従って，第171号土坑よりも新し

く，第2号掘立柱建物よりも古い。

規模　2間（4．80m）の柵列跡で，柱間寸法は2．32m・2．48mである。柱穴は3か所（Pl～P3）で，平面

形が径90cm・95cmの円形と，長径90cm，短径78cmの楕円形で，断面形はU字状を呈している。柱痕はP2・P

3で認められ，柱の径は30cm・35cmと復元される。

方向　N－0。

覆土　土層断面図中，P2・P3の第1層は柱痕，その他は埋土と考えられる。柱痕はロームを含んだ黒褐色

土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを含んだ暗褐色土で，しまりがあり，水平堆積している。

P2土層解説

1　黒　褐　色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

P3土屠解説

1黒　褐　色　　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺物が出土していないため時期判断が困難であるが，第2号掘立柱建物に掘り込まれているこ

とから，9世紀中葉以前には廃絶されたと推定される。

2　1　2 2　1　2

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　＿一＿＿＿i

第205図　第1号柵列跡実測図

第4号柵列跡（第206図）

位置　調査4区の中央部，Jli6区。

重複関係　第10号住居跡と第18号掘立柱建物跡を掘り込み，第19号掘立柱建物に掘り込まれている。従って第

10号住居跡と第18号掘立柱建物跡よりも新しく，第19号掘立柱建物よりも古い。また，柱穴の配列から，本跡

のP4が第43・44号土坑と重複していたと推定されるが，その部分が第19号掘立柱建物に掘り込まれているた

め，新旧関係は不明である。．

規模　4間（5．88m）の柵列跡で，柱間寸法は1．05～1．67mである。柱穴は5か所（Pl～P5）で，南に進

むほど柱間寸法が長くなる。柱穴は，平面形が長径76～102cm，短径65～95cmの円形または楕円形で，断面形

はU字状を呈している。
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第調図　第4号柵列跡実測図

ら∴r　＼－一つ　－＼＼’

穫真　土層断面図軋　Pl e P2の第1層は柱抜き取り

痕，その他は埋土と考えられる。柱抜き取り痕はローム

を含んだ暗褐色土で，しまりが弱い。埋土は，ロームを

含んだ黒褐色土◎極暗褐色土砂褐色土で，しまりがありタ

水平堆積している。

Pl土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P2土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

P3土層解説

1　極暗褐色
2　黒　褐　色

P5土層解説

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　粘土粒子少量

ローム小ブロック中鼠　ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少鼠　ローム中
ブロック微量

ローム粒子少量
ローム粒子微量

ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色

褐
摘

n
H
H

褐
黒
檀

1　2　3

ーム粒子多量

－ム粒子少量

ム小ブロック少量．ローム粒子微呈

遺物　土師器片20点（塔4，嚢◎甑16）須恵器片凱点

（勘4　蓋軋嚢④甑m）のほか，混入した縄文土器且8点

が出土している。いずれも細片で，図示できるものはな

い。

新風　本跡は，出土土器がいずれも細片のため明確な時

期判断が困難であるが，第18号掘立柱建物跡を掘り込ん

でいることから，9世紀前葉から中葉以降に構築された

と推定される。

第5号禰劉跡（第2の7図）

位置　調査4区の南東部，L2C3区。

重複関係　第14号掘立柱建物に掘り込まれており，それよりも古い。

規模　4間（7・90m）の柵列跡で，柱間寸法は招8～2・29mである○柱穴は5か所（Pl～P5）で，ほぼ規

則的に配列されている。柱穴は，平面形が長径78～103cm，短径58～82cmの楕円形または不整楕円形と芦長軸

100cm，短軸97cmの隅丸方形で，断面形はU字状または方形状を皇している。

方向　N－110　－W

啓豊　士層断面図軋　Plの第1e3～5¢7層，P2の第巨3層，P3の第5層は柱抜き取り痕，その他

は埋士と考えられる。柱抜き取り痕はロームを含んだ黒褐色土e極暗褐色土欄赤褐色土で，しまりが弱い。

埋土はロームを含んだ褐色土が主で，しまりがある。どの柱抜き取り痕にも焼土と炭化物が含まれている。ま

た，埋土の一部にも微量ではあるが，焼土と炭化粒子が含まれている。
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Pl土層解説

1極暗褐色

2　極暗褐色

3　極暗褐色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　極暗褐色

P2土層解説
1　暗赤褐色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　極暗褐色

6　黒　褐　色

7　極暗褐色

P3土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

P4土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

3　極暗褐色

P5土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗褐色
4　黒　褐　色

焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒
子・炭化物中量，ローム小ブロック・ロー
ム粒子・炭化粒子少量

焼土小ブロック中量，ローム中ブロック・
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブ
ロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

焼土中ブロック・炭化物中量，ローム小ブロ
ック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブ

ロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ロ
ーム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロ
ーム粒子少量
ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土小
ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム中ブロック中量，ローム小ブロッ
ク・ローム粒子少量

焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化物中
量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒
子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，
ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブ
ロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子

少量，焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土
粒子微量
ローム中ブロック中量，ローム小ブロッ
ク・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土
粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，
ローム中ブロック少量
ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，
ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量

炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム
小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化
物少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，砂粒

微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少

量，砂粒微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・ロー

「　　…l　　　」

第2のア園　第5号柵列跡実測図

ム粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，砂粒微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，砂粒微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，土器が出土していないため時期判断が困難であるが，第14号掘立柱建物に掘り込まれているた

め，8世紀後葉には廃絶されていたと推定される。

表5　柵列跡一覧表

柵列跡

番　号
位置 方　　 向 柱間数

規　 模

（m ）

柱間寸法

（m ）

規　　　 模
出 土 遺 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新）・その他平　 面　 形 長径（榔 ×短径（軸H cm）

1 K Ic9 N －0 0 2 4．80 2．32 ・2．48 円形，楕円形 90～95 ×78～90 － SK171→本跡→SB 2

4 Jli6 N －13 0－W 4 5．88 1．05～1．67 円形，楕円形 76～102 ×65～95 縄文土器片，土師器片，須恵器片
SIlO・SB18→本跡→SB 19，
SK43 ・44新旧不明

5 L 2C3 N －110－W 4 7．90 1．78～2．29 不整楕円形，隅丸方形 78～103 ×58～97 － 本跡→SB14

－297－



4　その他の遺構と遺物

ここでは，1～3で扱った以外の遺構と遺物について記載する。その内訳は，掘立柱建物跡3枚方形竪穴

状遺構4基，土坑墓4基，土坑139基，溝3条，道路状遺構2条，ピット群1か所である。土坑e溝について

は，実測図と一覧表だけの記載とした。

（1）掘立柱建物跡

第柑号掘立櫨建物跡（第208図）

位置　調査4区の中央部西寄り，Jlg7区。

規模　桁行4聞く8・36m），梁行2間（3．72m）の側柱建物跡で，柱間寸法は桁行が1．93～2。28m，梁行が1．83me

l・89mである。柱穴は9か所（Pl～P9）で，西部の桁行の一部と，北部の発行が確認されていない。柱穴
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は，平面形が長径37～44cm，短径34～43cmの円形または楕円形で資断面形はU字状を皇している。

楯行方陶　N－280　－W

遺物　出土していない。

所農　本跡は，遺物が出土していないため，時期判断が困難である。柱穴の径が小さく，覆土が平安時代の掘

立柱建物跡とは明らかに異なる黒色土であったので，おそらく中歯近世の遺構であろうと思われるが，時期は

不明である。

第醐号擁立櫨建物轡（第208図）

位置　調査4区の中央部西寄り，Jlh7区。

規模　西部の桁行4間（7．7温m）と南部の梁行1間仕55m）だけが確認され，側柱建物跡と推定される。往

間寸法は桁行が鼠。80～2。20mである。柱穴は　か所津　～P6）で，西部の桁行と撃北部の栄行が確認され

ていない。桂穴は，平面形が長径38～52cm，短径37～墟cmの円形または楕円形で，断面形はU字状を皇してい

る。

農軸方向　N－290…W。ここでは南北軸の方向を嘉しておく。

遣物　出土していない。

所農　本跡は，遺物が出土していないため，時期判断が困難である。規模と桁行方軋覆土の土質が第温0号掘

立桂建物跡とほぼ同じなので，本跡と酎0号掘立柱建物跡はどちらかが建て替えであった重用旨性も考えられる。

窮帽号掘畳櫨建物跡　第割図）

位置　調査4区の南部西寄航　Llb　区。

規模　本跡の西部が調査区域外のため，確認されたのは，南北3間（7・21m），東西2間（5・50m）で，側柱建

物跡と推定される。柱間寸法は南北が2030～2056m，東西が2・52～3000mである。柱穴は7か所（Pl～P7）

で，西部の柱列とPlの西側の柱穴が確認されていない。柱穴は，平面形が長径73～112cm，短径45～76cmの

円形または楕円形で，断面形はU字状を皇し9一部は底面が丸くくぼんだ二段掘り状で，深さは5～16cmであ

る。柱痕はP3各P50P7で認められ，柱の径は25～30cmと復元される。

最軸方向　N－温80…W。ここでは南北軸の方向を示しておく。

尊堂　士層断面固執　P31鯵P51秒P7の第1層は柱痕芦その他は埋土と考えられる。柱痕はロームを含んだ

極暗褐色土で9　しまりが弱い。埋土は　ロームを含んだ黒褐色‖暗褐色土砂褐色士で，しまりがあり，水平堆

積している。P4の第3層タ　P6の第2¢3層，P7の第2層は，特にしまりが強い。

Pl土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P2土層解説
1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

P3土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

P4土層解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム粒子少鼠　ローム大ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒J二中量．ローム大プロ、ソク・ローム中プロ、ソク・ローム小プロ・ソク少量

ローム粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック少量

ローム小プロ、ソク少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム大プロ、ソク・ローム申ブロック微量

ローム粒了ヰ量，ローム小ブロック少量
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P5土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

P6土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　褐　　　色

P7土眉解説
1　極暗褐色
2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

Z

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック微量

ロ‾ム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子・ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

丸吉

第209図　第12号掘立柱建物跡実測図
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遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺物が出土していないため，時期判断が困難である。柱穴の捜土や柱痕の土層が他の8世紀か

ら9世紀代の掘立柱建物跡のものに近いことから，奈良e平安時代の遺構の可能性も考えられるが，時期は不

明である。

（2）方形竪穴状遺構

第瑠号方形竪究状遺構（＄軋爛）（第210図）

位置　調査4区の北部，JIc8区。

重複関係　第13号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．40m，短卓由2．30mの方形である。

長軸方向　N－160　－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は50cmである。

底面　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは長径28cm，短径20cmの楕

円形で，深さは26cmである。中央部に位置してい

ることから，上屋を支える主柱穴と推定される。

覆丑　2層からなる。土層断面図中，第2層は厚

い層で，全体的にロームブロックが含まれ，しま

りがあまり強くないことから一気に埋め戻された

土層と考えられ，その上に第1層が自然堆積した

と推定される。

色
色

褐
褐

説解
黒
暗

層土

1

2

ローム中ブロック・ローム4、ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ロ

ーム小ブロック少量

遺物　須恵器片2点（盤，嚢。甑）が出土してい

る。第210図523の須恵器盤は，北東部の覆土上層

から出土している。出土位置から，第13号住居跡

からの流れ込みか，本跡の埋め戻しに伴い混入し

たものと推定される。

所見　本跡は，覆土の土質から中。近世の遺構で

ある可能性も考えられるが，本跡に伴う遺物がな

く，時期は不明である。

第1号方形竪穴状遺構出土遺物観察表

0　　　　　　1m

二二∃二二∃

第別　図　第1号方形竪穴状遺構◎出土遺物実測図

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 2 10図

盤

A　 ［14．4］ 目線部の一部 欠損 。平底 にハの字 目線 部，体部内 ・外面及 び底部 内 雲 母 ・砂粒 ・白色 8 0％

52 3
B　　　 3．8 状の高台が付 く。体 部は大 き く開 面 ロタロナデ。底部回転へ ラ削 り 粒子

須　 恵　 器 D　　　 9．4

E　　　 l．1

き，目線部 は屈 曲 して外反 しなが

ら立ち上が る。

後，高 台貼 り付 け。 暗灰色

普通
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第2号方形竪究状遺構（SK堵9）（第2m図）

位置　調査4区の北部，JlaO区。

重複関係　第16号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長軸2．29m，短軸2．24mの方形である。

長軸方向　N－150－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は70cmである。

底面　ほぼ平坦である。

ぽット　3か所（Pl～P3）。Pl～P3は径18～22cmの円形で，深さは18～21cmである。長軸方向に合わ

せて北壁際の中央，中央部，南壁際の中央に配置されていることから，上屋を支える主柱穴と推定される。

；

第別　図　第2号方形竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　2m

トー－l十－一一一1－」

覆土　4層からなる。土層断

面図中，第2～4層はレンズ

状に堆積しており，自然堆積

と考えられる。第1層は褐色

土の厚い層で，全体的にロー

ムブロックが含まれ，しまり

が弱いことから人為堆積と考

えられる。

土層解説

1　褐　色　　ローム小ブロック・

ローム粒子中量，ロ

ーム中ブロック少

量，ローム大ブロッ

ク微量

2　暗褐色　　ローム粒子少量，ロ

ーム中ブロック・ロ

ーム小ブロック微量

3　黒褐色　　ローム粒子微量

4　暗褐色　　ローム粒子少量

遣物　須恵器片1点（杯）が南東部の覆土下層から出土している。出土位置から，第16号住居跡からの流れ込

みと推定される。細片のため図示することができなかった。

新風　本跡は，長軸方向と規模が第1号方形竪穴状遺構とほぼ同じで，それと同時期の遺構である可能性も考

えられるが，本跡に伴う出土遺物がなく，時期は不明である。

第3号方形竪穴状遺構（SKて59）（第212図）

位置　調査4区の中央部，K2al区。

重複関係　第5号掘立柱建物跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長車由3．78m，短軸1．86mの隅丸長方形である。

長軸方向　N－310－E

壁　外傾して立ち上がっている。壁高は30cmである。

底面　ほぼ平坦である。

炉　長径113cm，短径82cmの楕円形で，10cmほど掘りくぼめられている。覆土に含まれる焼土があまり多くな

く，底面もやや赤変しているがさほど硬化していないため，一時的に使用されただけのものと推定される。
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炉土屑解説

1　暗赤褐色　　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
2　灰　褐　色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック少量
3　黒　褐　色　　ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは長径22cm，短径18cmの楕円形で，深さは28cmである。P2は径18～19

cmの円形で，深さは28cmである。それぞれ北東壁寄りと南西壁寄りの中央に配置されていることと形状から，

いずれも上屋を支える主柱穴と推定される。

遺物　土師器片26点（杯3，棄・甑23），須恵器片34点（杯12，嚢・甑22）が出土している。出土状況から本

跡に伴う土器はないと考えられる。第5号掘立柱建物跡と重複し，第2～4号掘立柱建物跡等と隣接している

ことから，これらの遺物が混入した可能性も考えられる。いずれも細片のため，図示することができなかった。

所見　本跡は，炉の使用が短期間と考えられ，面積も約7Idと狭いため，住居ではなく何かの仮小屋として一

時的に使用されたと推定される。出土遺物は8世紀から9世紀代のものであるが，掘立柱建物跡からの混入の

可能性もあり，時期は不明である。

、七二．＿二＿＿＿．＿＿＿

可

第212図　第3号方形竪穴状遺構実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l－＿＿⊥－　！

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l i　　　！

第4号方形竪穴状遺構（SK174）（第213図）

位置　調査5区の中央部，L3g2区。

重複関係　第80号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　北部の底面と壁を第80号住居跡の調査で掘り込んでしまったが，残存部と土層断面から長軸

2．85m，短軸2．00mの長方形と推定される。

長軸方向　N－780－E

壁　ほぼ直立している。壁高は40cmである。

底面　ほぼ平坦である。

覆土　4層からなる。レンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。
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第慧相国　第　号方形竪穴状遺構実測図

表6　方形竪穴状遺構一覧表

0　　　　　　1m

二一二一∵∵一一二一二

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒千少量

ローム粒子少量．ローム

小ブロック微量
ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量

ローム小プロ、ソク・ロー

ム粒子・粘土粒子少量

遺物　出土していない。

所農　本跡は，9世紀中葉の第80号

住居跡を掘り込んでおり，それ以降

の遺構である。覆土の土質から中の

近世の遺構である可能性も考えられ

るが，本跡に伴う遺物がなく，時期

は不明である。

番 号 位 置
長 径 方 向

（長 軸 方 向 ）
平　 面　 形

規　　　 模
i 壁 面 床 面 覆 土 出 土 遺 物

備　　　　 考

新 旧関係 （古→新主 その他長径㈲ ×短径潮 目m ） 探針 cm ）

1 封 C 8 N －16 J － E 方　　　 形 2 ．4 0　 ×　 2．3 0 50 外 傾 平 坦 自然 須恵器片 SI13→本跡

2 J lこ10 N － 15 ぐ－ E 方　　　 形 2 ．2 9　 ×　 2 ．2 4 7 0 外 傾 平 坦 人 為 須恵器片 SI16→本跡

3 K 2 a l N － 31 い－ E 隅 丸 長 方 形 3 ．78　 ×　 1．8 6 3 0 外 傾 平 坦 不 明 土師器片．，須恵器片 S B 5→本跡

4 L 3 g 2 N －7 8 0 － E ［長 方 形 ］ 2．85　 × ［2 ．00 ］ 40 直 立 平 坦 自 然
－ SI80→本跡

（3）士坑墓

第相磯考量坑（第2鼠4回）

位置　調査4区の南部　KH　区。

重複関係　第8号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長径且。2鼠m，短径Ⅲ5mのほぼ円形である。

壁　北壁を除き，ほぼ直立している。北壁は内攣して立ち上がり，中位から直立する。壁高は100cmである。

底面　ほぼ平坦である。

尊皇　7層からなる。各層ともロームブロックを含み，ブロック状に堆積していることから資人為堆積と考え

られる。

土層解説

1褐　　色　　ローム太ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　褐　　色　　ローム大プロ、ソク・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒千中量

3　黒　褐　色　　ローム大プロ、ソク・ローム申ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

・4　暗　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック申護．ローム大ブロック・ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

6　褐　　色　ローム粒子多鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック少鼠　ローム大ブロック微量

7　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中鼠　ローム大ブロック・ローム中プロ、ソク少量

遺物　磁器片1点（碗），陶器片1点（不明），鉄製品1点（不明），人骨1体のほか，混入した縄文土器片2

嵐土師器片3息須恵器片6点が出土している。磁器片㍉陶器片は現代のものと考えられる。いずれも細片
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で，図示できなかった。人骨は遺存状況が良く，屈葬された状態で出土している。

所見　本跡は，人骨の出土状況から土坑墓と考えられる。出土土器が細片で，本跡に伴う土器もないため，時

期は不明である。

第214図　第124号土坑実測図

第158号土坑（第215・216図）

位置　調査4区の南部，Lld8区。

重複関係　第65号住居跡を掘り込んでおり，本跡の方が新しい。

規模と平面形　長径1．15m，短径1．10mの方形である。

長軸方向　N－900－E

壁　ほぼ直立している。壁高は70cmである。

底面　東部から西部に向かって緩斜している。

（か　　　　七9　　　　－

第215図　第158号土坑実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！
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覆土　4層からなる。各層ともロームブロックを含み，ブロック状に堆積していることと人骨の出土状況から，

埋葬に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説
1　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

3　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・骨片少量
4　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・骨片少量

遺物　古銭6点（寛永通宝），木製品1点（櫛），人骨1体のほか，混入した縄文土器片1点，土師器片8点，

須恵器片4点が出土している。第216図M80～85の寛永通宝は北部の覆土下層から人骨の上に6枚重ねられた

状態で出土している。人骨は北部の床面から出土している。櫛は遺存状況が悪く，図示することができなかっ

た。

所見　本跡は，出土した人骨や寛永通宝から，18世紀以降の土坑墓と考えられる。被葬者は壮年半ばの男性で

ある。

第216図　第158号土坑出土遺物拓影図

第158号土坑出土遺物観察表

0　　　　　2cm

ト；！

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　質 特　　　　　　 徴 備　　 考
銭径（cm） 穿孔幅（cm） 厚さ（qm） 重量（g）

第216図M80 寛永通宝 2．4 0．6×0．6 0．1 3．4 鋼 新寛永。無背銭 PL76

M81 寛永通宝 2．4 0．6×0．6 0．1 2．5 銅 新寛永。無背銭 PL76

M82 寛永通宝 2．4 0．5×0．5 0，1 3．0 鍋 新寛永。無背銭 PL76

M83 寛永通宝 2．3 0．6×0．6 0．1 2．9 銅 新寛永。無背銭 PL76

M84 寛永通宝 2．4 0．5×0．5 0．1 2．9 銅 新寛永。無背銭 PL76

M85 寛永通宝 2．5 0．5×0．5 0．1 2．8 鋼 新寛永。無背銭 P工．76

第162号土坑（第217図）

位置　調査4区の南部，Lle5区。

規模と平面形　長径0．80m，短径0．45mの楕円形である。

長径方向　N－210－W

壁　緩やかに外傾して立ち上がっている。壁高は10cmである。

底面　皿状である。
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覆土　単一層である。覆土が薄く，人為堆積か自然堆積かを判断する

のは困難であるが，人骨が埋葬された状態で出土していることから埋

葬に伴う人為堆積と推定される。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遺物　人骨1体が出土している。人骨は頭部を北西に，体を西方に向

けて，両膝を抱いて屈葬された状態で出土している。

所見　本跡は，遺構の形状から中世墓の可能性があるが，出土土器が

ないため詳細は不明である。被葬者は壮年で性別は不明である。

第礪3号土坑（第218図）

位置　調査4区の南部，Lld5区。

規模と平面形　長径1．10m，短径0．75mの不整楕円形である。

長径方向　N－480－E

壁　緩やかに外傾して立ち上がっている。壁高は13cmである。

底面　皿状である。

覆土　3層からなる。各層ともロームブロックを含み，ブロッ

ク状に堆積していることと人骨が埋葬された状態で出土してい

ることから，埋葬に伴う人為堆積と考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，骨

片微量

2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　人骨1体が出土している。人骨は頭部を北東に，体を北

西に向けて，屈葬された状態で出土している。

所見　本跡は，遺構の形状から中世墓の可能性があるが，出土

土器がないため詳細は不明である。被葬者は壮年半ばで男性で

ある。

表7　土坑墓一覧表

転

E
N
．
C
N
 
I

＜

0　　　　　　　1m

しこ＝＿　＿＿　＿畳一一一…一一一　……一一一一一一一一一一」

第劉ア図　第162号土坑実測図

二　　二＿

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

し　一一一　一一一一一・　…－　j

第2瑠8図　第163号土坑実測図

番号 位置
長 径 方 向

（長 軸 方 向）
平　 面　 形

規　　　 模

壁面 床面 覆土 出 土 遺 物
備　　　　 考

新旧関係（古→新）・その他長径（軸）×短径（軸）（m）深さ（cm）

12 4 K lj9 － 円　　　 形 1．2 1　 ×　 1．15 1 00 直立 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
陶器片，磁器片，鉄製品，人骨 SI8→本跡

158 L l d 8 N －90 0－ E 方　　　 形 1．15　 ×　 1．10 70 直立 緩斜 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
古銭，人骨 SI65－→本跡

162 L le5 N －2 1 0－W 楕　 円　 形 0．8 0　 ×　 0．4 5 10 緩斜 皿状 人為 人骨

163 L l d5 N －48 0－ E 不 整楕 円形 1．10　 ×　 0．7 5 13 緩斜 皿状 人為 人骨
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（4）土坑（第2且9～231図）

ここでは，土坑として調査した遺構のうち，袋状土坑e方形竪穴状遺構。土坑墓以外のものについて一覧表

で記載する。図示した遺物については出土遺物観察表で記載した。

なお，第4。6。12。1026104e160e161号土坑は，並び方を見ると桁行2間（5．30m），梁行2間（4．75m）

で，桁行方向がN－200－Wの掘立柱建物跡の可能性も考えられ，何度も確認作業を行ったが南部の梁行の柱

穴1か所が確認されなかった。また，土層断面から第102e161号土坑以外は柱穴の可能性が低く，形状が異な

るものもあるため，それぞれ土坑として扱った。

他に，第86。125。126。148e149．168号土坑は，土層断面から柱穴と考えられるが，それぞれの周辺に関

連しそうな柱穴が存在しないため，土坑として扱った。

表8　土坑一覧表

土坑

番号
位置

長 径 方 向

（長 軸 方 向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底 面 覆土 出 土 遺 物

備　　　　 考

新旧関係（古→新主その他長径（軸）×短径（軸H m）深さ（cm）

1 L lb4 － 円　　　 形 0．70　 ×　 0．65 39 外傾 平坦 自然 土師器片

3 L Ic5 － 円　　　 形 0．95　 ×　 0．93 64 外傾 皿状 自然 土師器片，須恵器片

4 L ld6 N －720－E 楕　 円　 形 1．27　×　 0．63 63 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片

5 L Ic6 N －740－E 楕　 円　 形 1．43　 ×　 1．27 （22） 緩斜 皿状 不 明 縄文土器片

6 L Ic6 N － 8 0－E 楕　 円　 形 1．36　 ×　 1．12 79 外 傾 皿状 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
土製品

8 L la4 N － 8 0－W 楕　 円　 形 0．83　 ×　 0．67 31 外 傾 平坦 人為 －

9 L ld4 N －12 0－W 楕　 円　 形 0．77　 ×　 0．66 88 外傾 皿状 自然 －

10 L ld5 － 円　　　 形 0．75　 ×　 0．73 68 外傾 凸凹 自然 縄文土器片

11 L ld5 － 円　　　 形 0．97　 ×　 0．90 116 直立 皿状 自然
－

12 L ld5 N －320－W 楕　 円　 形 1．05　 ×　 0．95 65 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SK 13→本跡

13 L ld5 N －390－W 長 楕 円 形 2．19　 ×　 0．82 6 ～31 緩斜 皿状 自然 縄文土器片 本跡→SK 12

14 L Ic7 N － 0 0 長　 方　 形 1．15　 ×　 0．98 61 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，須恵器片

15 K lh7 N －620－W 長　 方　 形 2．30　 ×　 1．49 36 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片，鉄器 SI4→SB9→本跡

17 L Ic8 N － 7 0－W 楕　 円　 形 1．35　 ×　 1．05 72 外 傾 皿状 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SI63→本跡

18 K lj4 N －56 0－E 長　 方　 形 0．86　 ×　 0．63 95 外傾 皿状 自然 － SI3→本跡

20 Lla8 N －54 0－W ［楕 円 形 ］ （1．10）×　 0．78 25 外傾 平坦 自然 土師器片 SI8→本跡

25 K lj8 N －23 0－W 不整 楕 円形 2．98　 ×　 2．61 37 外傾 平坦 不明 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
灰粕陶器片，土師質土器片 SB23 ・SK26→本跡－→SB20

33 K le9 N －740 －E ［ 円　 形 ］ 1．04　 × （0．86） 16 外傾 平 坦 不明 土師器片，須恵器片 本跡→SI7

41 J2h3 N －400－E ［ 円　 形 ］ 0．60　 × （d．43） 5 緩斜 平坦 自然 － SIll－ヰ本跡

43 Jli7 N －850－W ［不整楕円形］ 1．05　 × ［0．78］ 55 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片，陶器片 SIlO→本跡→SA4 ・SB19

44 Jli6 N －740－E ［楕 円 形 ］ 1ユ3　 × ［0．96］ 40 緩斜 平坦 人為 － 本跡一→SIlO．・・・．・SA4 ・SB19

47 K li6 N －600－W 楕　 円　 形 0．97　×　 0．80 80 外傾 平坦 不 明 須恵器片 SI4→本跡

50 JlbO N －82 0－W ［楕 円 形 ］ ［1．40］× ［1．15］ 12 媛斜 平坦 不 明 縄文土器片，土師器片，須恵器片

土師器片，須恵器片

本跡→SI16

54 I2j3 N －78 0－W 方　　　 形 0．80　 ×　 0．76 11 緩 斜 平坦 不 明 SI20・→本跡

SK65→本跡

56 H 2g4 N －90 0－E 楕　 円　 形 1．12　 ×　 1．00 39 緩斜 皿状 自然

57 H 2g3 N －78 。－W 不整 楕 円形 1．25　 ×　 1．01 63 外傾 平坦 自然

58 H 2i3 N －560－E 楕　 円　 形 0．52　 ×　 0．45 35 外傾 皿状 自然 須恵器片

59 H 2e8 － 円　　　 形 0．62　 ×　 0．59 59 外傾 血状 自然 －

60 H 2i4 N －750－E 楕　 円　 形 0．85　 ×　 0．75 19 緩斜 平坦 自然 －

61 H 2i5 N －830－W 不 整楕 円形 1．97　 ×　 1．20 58 外傾 平坦 人為 須恵器片

62 H 2f5 N －700－E 楕　 円　 形 1．35　×　 1．02 42 緩斜 皿状 自然

63 H 2i3 － 円　　　 形 1．34　 ×　 1．23 15 緩斜 皿状 自然
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6 4 H 2 f3 N － 8 0－E 楕　 円　 形 1。59　 ×　 1．06 45 外傾 皿状 不 明 －

65 H 2 i5 N －38 0－E 不 整楕 円形 2ユ2　 ×　 1．23 28 緩斜 凸 凹 自然 須恵器片 本跡→SK6 1

6 6 H 2 b 4 N －12 0－W 不 整楕 円形 1．55　 ×　 1．30 25 緩斜 皿状 自然 －

67 H 2 b 4 N －43 0－E ［楕 円 形 ］ 1．38　 ×　 1．21 27 緩斜 平坦 自然 －

68 H 2 a 3 N －37 0－E 楕　 円　 形 1．34　 ×　 1．21 11 媛斜 平坦 不 明 －

70 H 2C4 N －19 0－W 楕　 円　 形 1．44　 ×　 1．29 16 緩斜 平坦 自然 －

71 H 2 b 4 －
円　　　 形 1．48　 ×　 1．36 2 1 嬢斜 平坦 人為 －

72 H 2 b 4 N － 4 0－W 楕　 円　 形 1．32　 ×　 lJ 7 16 緩斜 平坦 不 明 －

73 H 2 b 5 － 円　　　 形 0．85　 ×　 0．82 2 6 外傾 平坦 自然 －

74 H 2 a5 N －66 0－W 楕　 円　 形 0．90　 ×　 0．79 2 5 不明 平坦 自然 －

75 H 2 a5 N －69 0－W 楕　 円　 形 1．24　 ×　 0．85 3 2 不 明 平坦 自然 －

76 H 2 C7 －
円　　　 形 1．02　 ×　 0．93 5 2 外 傾 凸凹 自然 －

77 H 2 C7 N －75 0－W 長　 方　 形 1．43　 ×　 0．86 6 2 直立 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SK79→本跡

78 H 2j8 N －73 0－W ［楕 円 形 ］ ［1．75］× 1．33 3 0 媛斜 平坦 自然 縄文土器片，須恵器片

79 H 2 C7 N －4 0 －E ［長 方 形 ］ ［1．40］×　 0．85 3 0 緩斜 平坦 人為 土師器片，須恵器片 本跡→SK77

80 H 2 a6 N －0 。 楕　 円　 形 0．90　 ×　 0．75 4 0 媛斜 平坦 自然 －

81 G 2 j5 －
円　　　 形 0．71　 ×　 0．68 4 6 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片

82 H 2 a5 N －31 0－W 楕　 円　 形 0．45　 ×　 0．40 2 8 外傾 皿状 自然 －

83 H 2 a5 － 円　　　 形 0．40　 ×　 0．38 3 1 外傾 平坦 自然 －

84 L le 9 － 方　　　 形 1．00　 ×　 1．00 1 8 外傾 平坦 自然 － SI66→本跡

85 L Ie9 －
方　　　 形 1．19　 ×　 1．14 44 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI66→本跡

86 L le 8 N －90 0－E 楕　 円　 形 1．36　 ×　 1．08 59 外傾 平坦 人為 須恵器片

87 L le8 N －36 0－E 不整楕 円形 1．35　 ×　 1．20 65 外傾 平坦 人為 －

89 L l fO N －77 0－W 長 楕 円 形 2．03　 ×　 0．90 27 緩斜 皿状 自然 縄文土器片

90 L lf9 N －59 0－W 不 整 円 形 1．56　 ×　 1．47 24～65 直立 凸凹 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片

91 L lf8 N －81 0－W 不 整楕 円形 1．66　 ×　 1．00 59 直立 平坦 人為 縄文土器片，須恵器片，石器

縄文土器片

本跡→SK 949 3 L lfO － ［ 円　 形 ］ ［1．20］ × 1．13 30～38 外傾 凸凹 自然

94 L lfO N －47 0－E ［楕 円 形 ］ ［0．65］ ×　 0．55 50 外傾 皿状 人為 SK93→本跡

本跡→SK 166

SI68－ヰ本跡

本跡→SK 127

9 5 L Ic6 －
円　　　 形 0．87　 ×　 0．80 33 緩斜 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，須恵器片

96 L Ic7 N － 0 0 楕　 円　 形 0．78　×　 0．68 30 外傾 平坦 不 明 －

98 L l e7 N －26 0－E 不 整楕 円形 1．97　×　 1．60 73 外傾 平坦 自然 縄文土器片，須恵器片

99 L l e7 － 円　　　 形 1．00　 ×　 0．95 45 外傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片

100 L ld 7 N －58 0－W 不 整楕 円形 1．42　 ×　 1．20 52～70 直立 凸 凹 自然 縄文土器片，土師器片，須恵器片，
灰粕陶器片

101 L ld 5 N －67 。－W 不 整楕 円形 1ユ7　 ×　 0．78 2 5～50 直立 凸凹 自然 須恵器片

102 L ld 5 －
円　　　 形 1．00　 ×　 0．91 65 外傾 皿状 自然 －

103 L le 6 N － 3 0－W 楕　 円　 形 1．36　 ×　 1．17 15 緩斜 皿状 不 明 －

104 L le 5 N －83 0－W 不整 楕 円形 1．15　 ×　 0．98 5 3～65 外傾 凸凹 人為 土師器片，須恵器片

105 L 2 d 4 N －63 。－E 楕　 円　 形 0．87　 ×　 0．76 2 6 緩斜 皿状 自然 土師器片

106 L lb 4 N －72 0 －W 楕　 円　 形 0．81　×　 0．65 3 5 外 傾 平坦 自然 縄文土器片，土師器片，須恵器片

縄文土器片，土師器片，須恵器片，
鉄器

107 L 2C 4 N －44 0 －W 楕　 円　 形 1．14　 ×　 1．01 6 9 外傾 平坦 人為

108 L le 7 N －84 0 －W 不整 楕 円形 1．55　 ×　 1．00 6 2～72 外傾 凸凹 自然

109 L lb 4 N －66 0－E 楕　 円　 形 0．95　 ×　 0．78 4 2 外傾 平坦 人為 縄文土器片

110 L Ic 6 N －15 0－E 不整 楕 円形 1．15　 ×　 0．89 2 5～32 外傾 凸凹 人為 縄文土器片，須恵器片

111 L lb 5 － 円　　　 形 1．00　 ×　 0．91 3 4～41 外傾 凸凹 人為 土師器片，須恵器片

112 L laO N －62 0－W ［楕 円 形 ］ 1．12　 × ［0．77］ 58～63 外傾 凸凹 自然 土師器片，須恵器片

113 L 2 C5 N －79 0－E ［楕 円 形 ］ （0．33）× （0．19） （42） 緩斜 不明 自然 － SK l14→本跡

114 L 2 C5 N －23 0－W 楕　 円　 形 1．30　 ×　 1．04 7 7 外傾 平坦 不明 － 本跡→SK l13

1 16 L la5 N －90 0－E 楕　 円　 形 1．05　 ×　 0．76 4 5 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片
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117 Llb5 N －770－E 長　 方　 形
！ 0・89 × 0・75 i 40 i外傾 i皿状 i自然 極 文土器片，土師器片，須恵器片 i

118 L Ic5 N －190－W 不整楕円形
巨 43 × 1・02 i20～34 i緩斜 桓 凹 i人為 i ！

119 K lj7 N －10 0－E 不　 定　 形 1．24　×　 1．18 60
！緩斜 ！皿状 ！自然

土師器片 lsK120との新噂 明

120 K lj7 N －38 0－E 不　 定　 形 0．90　× （0．38） 54 外傾 平坦 自然 －
本跡→SB23，SK l19との
新旧不明

121 L laO N －0 0 ［長楕円形］1 1．06　× ［0．37］
57 外傾 皿状 人為 －

SI61→本跡，SB16との
新旧不明

122 L laO － 円　　　 形 ［1．05］× ［0．96］ 88 外傾 平坦 人為 土師器片，須恵器片 SI61→本跡

123 L laO N －340－W 楕　 円　 形 1．16　×　 1．03 103 外傾 皿状 人為 土師器片，須恵器片，石器 SI61→本跡

125 L la5 N －150－W 楕　 円　 形 0．81　×　 0．65 46 外傾 平坦 自然 土師器片

126 L la4 N －17。－W 不整楕円形 1．25　×　0．88 89 外傾 平坦 自然 土師器片

127 L laO N －160－E 楕　 円　 形 1．00　×　 0．80 90 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片 SKl12→本跡

128 L le7 N －0 0 楕　 円　 形 1．15　×　 0．97 46～50 緩斜 凸凹 人為 －

129 L 2C3 … 円　　　 形 0．93　× （0．60） 36 緩斜 皿状 自然 縄文土器片，土師器片 本跡－→SB 14

130 L 2C4 N －440－E 楕　 円　 形 1．07　×　 0．83 34～45 外傾 凸凹 自然 縄文土器片

131 L2C4 N －9 0－E 方　　　 形 1．06　×　 0．98 40 外傾 平坦 人為 縄文土器片，土師器片，須恵器片

132 L ld7 N －880－W 方　　　 形 1．34　×　 1．23 62 外傾 平坦 自然 土師器片，須恵器片

133 K lg8 N －380－W 楕　 円　 形 1．32　×　 1．07 55 外傾 平坦 人為 須恵器片 SB25一→本跡

134 K lh8 － 円　　　 形 1．10　× ［1．10］ 70 媛斜 皿状 自然 － SB25→本跡

135 K lg9 N 1－5 。－E 方　　　 形 0．79　×　 0．76 36 外傾 平坦 不明 －

136 K lh8 N －89 0－E 不整楕円形 1．12　×L　o．68 18～28 緩斜 凸凹 不明 土師器片，須恵器片 本跡→SB25

137 K lh8 N －610－W 不 整 円 形 0．72　×　 0．69 25 緩斜 皿状 不明 －

138 K lh8 N －830－E 長　 方　 形 0．90　×　 0．75 45 直立 平坦 不明 縄文土器片，土師器片，須恵器片

139 K lh8 N －750－E 長　 方　 形 1．06　×　 0．96 50 直立 平坦 不明 － 本跡－→SB25

140 K ljO － 円　　　 形 1．07　×　 0．98 65 外傾 平坦 人為
－

141 K lg9 N －4 0－W 方　　　 形 0．85　×　 0．83 56 外傾 皿状 不明 土師器片
l本跡→SB17

l

i本跡→SB25

142 K lg9 N －69 0－W ［楕 円形 ］ ［1．10］×　 0．80 41 外傾 平坦 不明 －

143 K lh9 N －72 0－E 不　 定　 形 0．92　× （0．70） － 不明 不明
不可

自然 ！

不明 i

自然 i

人為 l

人為 I

不可

土師器片，須恵器片

144 A 3j8 － 円　　　 形 1．18　×　 1．15 85 直立 平坦 縄文土器片，須恵器片 SI59→本跡

本跡→SI59

本跡→SI49

SI63→本跡

145 A 3j9 － 円　　　 形 1．49　×　 1．40 20 直立 平坦 縄文土器片，土師器片

146 A 3j8 － 円　　　 形 0．80　×　0．75 60 直可

外可

外傾 i

平可

凸可

皿可

皿可

皿可

皿可

凸可

皿可

土師器片，須恵器片

147 D 3d4 N －350－W 不整楕円形 0．92　×　 0．80 45～53 縄文土器片，土師器片，須恵器片

148 D 3d4 N －49 0－W 楕　 円　 形 0．76　×　 0．61 57 縄文土器片，土師器片，須恵器片

149 D 3d2 N －90 0－E 楕　 円　 形 0．48　×　 0．42 65 外傾 土師器片，須恵器片

150 D 3e2 N －70 0…W 不　 定　 形 （0．62）× ［0．30］ 15
緩斜 ！

外可

直可

不明 縄文土器片，土師器片　　 l

i

縄文土器片，土師器片，須恵器片 l

i

i

土師器片，須恵器片，鉄器

151 ！

152 ！

C 3e6 ！

L Ic可

N －0 0 l

N －650－可

不 整 形 i

長 方 形 i

0・85 × 0・65 ！

1・30 × 1・23 i

1可

55～70！

不可

自然 i

自然 ！

自然 i

人可

自然 I

人為 ！

自然 l

人可

154 L 2d7 N －700－W 不　　　 明 ［1．46］× （0．28） 45 緩斜 SI71→本跡

155 L 2d7 N －70。－W 不　　　 明 ［1．34］× （0．27） 45 緩斜 皿状 SI71→本跡

SK lO3→本跡

160 L ld6 N －610－E 楕　 円　 形 1．24　×　 0．97 73 外傾 平坦

161 ！L le7 ！
－ 円　　　 形 1．24　×　 1．15 77 緩斜 皿状 縄文土器片，土師器片，須恵器片

164 ！L ld7 ！N －41。－E 楕　 円　 形 0．94　×　 0．85 43 外傾 皿状 縄文土器片，土師器片，須恵器片

165 ！L le6 ！N －900－E 楕　 円　 形 0．67　×　 0．55 35 外傾 皿可

凸可

、証

縄文土器片　　　　 l

l

土師器片，須恵器片　　 ！

166 ！L le6 ！
－ 円　　　 形 1．03　×　 1．02 44～55 外傾

167 ！L 2d4 ・！N －34。一可
楕　 円　 形 0．95　×　 0．70 45 緩斜 人為 SI68→本跡

168 iK l可 N －60 0－可 ［楕 円 形 ］i
1．60　×　 1．03 46 外傾 平坦 人為 縄文土器片・土師器片，須恵器片 i

i

土師器片，須恵器片　　 i

SB16・SK173－ヰ本跡

16可 K lg8！N －23 0－可 不整楕円形 ！
1．70　×　 1．30 16 緩斜 平坦 自然 本跡一→SK 170

17可 K lg8 IN －39 0珊 ！円　 可 0・74 × 0・62 ！
30 外傾 平坦 自然 SK169→本跡

172 iK lg7 ！N －570－可 不 定 形 i 1・92 × 1・47 ！ 55 ！外可 皿可 人為 l
－

本跡→SB 9，SK 185とは
新旧不明

173 iK 叫 N －370－E i不整楕 円形 i 0・97 × 0・72 ！ 77 ！外傾 i皿可 自然 ！土師器片，須恵器片　　 ！
SB 16→本跡→SK 168
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17 5 M 3 a 9 －
円　　　 形 1．10　 ×　 1．08 65 直立 平坦 人為 土師器片，須恵器片，鉄製品

176 L 3 jO N －10 0－W 長　 方　 形 1．24　 ×　 0．94 55～75 外傾 凸凹 人為 土師器片，須恵器片

177 M 3 a 9 N －78 0－W 不　 定　 形 1．72　 ×　 1．15 60 直立 平坦 人為 －

178 M 3 a 9 N －42 0－W 楕　 円　 形 1．47　 ×　 1．37 85 外傾 平坦 自然 須恵器片，石器

179 L 3 iO N －90 0－E 長　 方　 形 1．14　 ×　 0．90 52 外傾 平坦 不 明 陶器片

180 M 3 a O N －21 0－W 不 整楕 円形 1．70　 ×　 1．22 44 緩斜 平坦 自然 土師器片，須恵器片 SFl→本跡

181 M 2 a 7 N －0 0 方　　　 形 0．72　 ×　 0．64 23 緩斜 皿状 自然 土師器片，須恵器片 SI81→本跡

18 2 M 4 c l N －65 0－E 楕　 円　 形 1．85　 ×　 1．26 74 緩斜 皿状 自然 － SFl→本跡

183 M 4 d 9 N －29。－W 楕　 円　 形 1．13　 ×　 1．04 36 緩斜 皿状 不 明 土師器片，須恵器片 SIlOl→本跡

18 4 K lg 8 N －70 0－W ［楕 円 形 ］ 1．12　 ×　 0．72 74 外傾 平坦 人為 － 本跡・→SB25

18 5 K lg 7 N －80 0－E ［不整楕円形］ 1．00　 × （0．88） （36） 緩斜 皿状 自然 －
本跡→SB 9 ，SK 172とは
新旧不明

第1号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第4号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

第8号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第9号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第11号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　極暗褐色

第13号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第14号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼士粒子少

量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼

土中ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロッ

ク少量

ローム粒子・焼土粒子少量

ローム粒子多量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム大ブロック中量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック少量，ロ

ーム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

第3号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

第5号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック・炭化粒子少量

第6号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色ヂ

第10号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼士
粒子・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒
子・炭化物微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
ローム中ブロック・ローム粒子少量
ローム中ブロック・ローム粒子少量（第5層よ

りも色調が明るい）
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ
ーム中ブロック・ローム粒子少量
ローム粒子中量

ローム大ブロック・ローム小ブロック中量，ロ
ーム粒子少量

6　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック・ローム粒子少量（第3層より

も色調が明るい）

第12号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第15号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色
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ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小

ブロック微量

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロッ

ク・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子・焼土中ブロック少量



第17号土坑土層解説
1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　暗　褐　色

5　極暗褐色
6　暗　褐　色

第20号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム大ブロック・ローム粒子少量，ローム

中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量

ローム大ブロック・ローム4、ブロック・ローム

粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化材
微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ロ
ーム大ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子

微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子
微量

第33号土坑土層解説

1極暗褐色　　ローム大ブロック多量，ローム粒子中量，ロ
ーム小ブロック少量

第43号土坑土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　暗　褐　色　　ローム大ブロック・ローム小ブロック少量

第57号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
2　暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

3　暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック微量

第59号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

第61号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第63号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

第65号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

第66号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第68号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

ローム粒子中量，
ローム粒子中量

ローム粒子中量，
ローム粒子中量，
ローム粒子多量，

ローム粒子中量，
微量
ローム粒子多量，
ローム粒子中量，
ム中ブロック微量

炭化粒子微量

ローム中ブロック微量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・炭化粒子

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ロー

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量

ローム粒子中量，炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

第18号土坑土層解説
1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量

ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小

ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

第25号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

第41号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

第44号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第54号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

第56号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

第58号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

第60号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

第62号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

第67号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第70号土坑土層解説

1　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック・焼土小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・粘土小ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック多量，ロ
ーム粒子中量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック中量

ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック少量

ローム大ブロックeローム小ブロック・ローム

粒子・焼土粒子微量

炭化物・炭化粒子多量

ローム粒子中量，

微量

ローム粒子中量，

ローム粒子少量，

微量

ローム粒子多量，

ローム粒子少量，

ブロック微量

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，
ローム4、ブロック

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，
微量

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

微量

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

微量

ローム粒子中量，
粒子微量

ローム小ブロック・炭化粒子

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・炭化粒子

ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック微量

・ローム粒子中量

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子

ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・炭化粒子

ローム小ブロック少量，炭化

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量

2　褐　　　色、　ローム粒子中量

3　褐　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量
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第71号土坑土層解説
1褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

第73号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第75号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第76号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第77号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

第79号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第81号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第83号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第85号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　褐　　　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量
ローム粒子多量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

物微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量（第2

層よりも色調が暗い）
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼士粒
子・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム
粒子少量，ローム大ブロック微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ロー
ム小ブロック少量，ローム粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック少量

第72号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

第74号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第78号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第80号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

第82号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

第84号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

第86号土坑土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

第87号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

第89号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色
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ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ロー

ム小ブロック少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土大ブ

ロック微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロ

ーム粒子少量，ローム大ブロック・焼士小プロ

・ソク微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム太

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・炭化物微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量



第90号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

第93号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子

少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中
ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

第94号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・炭化粒子微量

第99号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

第100号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子
微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子微
量

ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロッ
ク・炭化物微量

4　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量，炭化粒子微量

第101号土坑土層解説
1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

2　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第103号土坑土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

第105号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　褐　　　色

第108号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム小
ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒
子・炭化粒子微量

第91号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　褐　　　色

第95号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒
子・炭化物・炭化粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム中ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中
ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ロ
ーム粒子中量，炭化粒子少量
ローム小ブロック多量，ローム中ブロック・ロ
ーム粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック微量

第96号土坑土層解説

1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ブロック微量

第98号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

第102号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第104号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

第106号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第107号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色
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ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子
微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ロー
ム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小ブ

ロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・

炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化物微
量

ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化
粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子
微量

ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブ
ロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・焼土中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大

ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量



第109号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第111号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

第113号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・焼土中ブロック少量，ローム大ブロ

ック・焼土中ブロック・炭化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子中鼠　ローム夫

ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量

第114号土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量

第116号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第120号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第122号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第125号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第127号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　極暗褐色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第128号土坑土層解説
1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　褐　　　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー
ム中ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子

微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロ
ック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック少量，焼土中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ブロック・焼土粒子・炭化物微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大
ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック少量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロ
ーム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブ
ロック少量，ローム大ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム
大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー
ム大ブロック・ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒
子・炭化粒子微量
炭化粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

第110号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

第112号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

第117号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第118号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

第119号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

第121号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第123号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　極暗褐色

第126号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

－315－

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム

大ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，ロー

ム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子少量，ローム中プロ・ソク・ローム小

ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化

粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，ロー

ム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒

子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小

ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック微量

ローム大ブロック中量，ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム

小ブロック・焼土中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中

ブロック中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子中量



第129号土坑土層解説
1　極暗褐色

2　暗　褐　色

第130号土坑土層解説
1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第133号土坑土層解説

1　極暗褐色

2　褐　　　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

第140号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　褐　　　色

5　暗　褐　色

第145号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　極暗褐色

第147号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

第148号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム

中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロ

ック・焼土小ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム

大ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム
大ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム

大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック中量，ローム大ブロック少量

ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロ
ック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭
化物・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土
中ブロック・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック少量，焼土
粒子・炭化物微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ロー
ム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・
炭化粒子微量

炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒
子・焼土粒子・炭化物少量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少
量，ローム中ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック少量（第2層よりも色調が明るい）
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

第150号土坑土層解説

1暗赤褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック微量

2　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック微量

第154号土坑土層解説

1暗赤褐色　　ローム小ブロック・。ーム粒子・焼土中ブロ

ック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子
少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子
中量，ローム中ブロック・ローム小ブロッ
ク・ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量

3　極暗褐色　　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロッ
ク・焼土粒子・炭化粒子少量

第131号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　極暗褐色

6　褐　　　色

第132号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第134号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

第144号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　褐　　　色

第146号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　極暗褐色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

第152号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色
5　黒　褐　色

第155号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

第160号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

5　黒　褐　色

第162号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

－316－

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロッ
ク・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム大ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒
子・炭化粒子少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小
ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム
粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム
粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム大ブロック・ローム中ブロックeローム

小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子・炭化粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム

小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大
ブロック・ローム中ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ロ
ーム大ブロック・ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭
化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中
ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ロー
ム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・焼土中ブロック・炭化材少
量

ローム大ブロック・ローム小ブロック少量



第164号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

5　暗　褐　色

6　極暗褐色

第166号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　極暗褐色

4　暗　褐　色

第168号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

第170号土坑土層解説
1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

第173号土坑土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

第176号土坑土層解説

1　暗　褐　色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　褐　　　色

第178号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

第180号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　色

第185号土坑土層解説
1　褐　　　色

2　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ロ

ーム大ブロック微量

ローム大ブロック・ローム小ブロック・ロー

ム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中

ブロック微量

ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

ローム中ブロック・ローム4、ブロック少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，

ローム大ブロック微量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中

ブロック・ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭

化粒子微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム小
ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ロー

ム中ブロック・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック・焼土粒子・炭化

粒子微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブ

ロック少量，ローム大ブロック・焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少鼠　ローム中

ブロック微量

ローム粒子少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土

粒子・炭化物微量

ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム4、ブロック・焼土中ブロッ

ク・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中

ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子

少量

ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ロー

ム中ブロック少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ロ

ーム粒子少量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小

ブロック微量

ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ロ

ーム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中
ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

第165号土坑土層解説
1　極暗褐色
2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

第167号土坑土層解説
1　灰　褐　色

2　黒　褐　色

3　極暗赤褐色

4　極暗赤褐色

5　灰　褐　色

ローム粒子少量，焼土中ブロック微量
ローム大ブロック・焼土中ブロック少量，ロー
ム粒子微量
ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子・焼土小ブロック・粘土粒子少量，焼土中
ブロック・砂粒微量
ローム小ブロック・焼土中ブロック少量，ロー
ム中ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・
粘土粒子・砂粒微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロッ
ク・焼土粒子少量，ローム中ブロック・焼土中
ブロック・粘土粒子・砂粒微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブ
ロック・焼土小ブロック少量，ローム大ブロック
微量
ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中
ブロック・ローム小ブロック・焼土大ブロッ
ク・焼土中ブロック・焼土4、ブロック少量

第169号土坑土層解説
1　黒　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

第172号土坑土層解説
1　極暗褐色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大

ブロック・ローム中ブロック少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量
4　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量
5　褐　　　色　　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第175号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック少量

第177号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・ロ

ーム中ブロック少量

第179号土坑土層解説
1　暗　褐　色　　ローム小ブロック中量，ロ如ム中ブロックeロ

ーム粒子少量
2　黒　褐　色　　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

第181号土坑土層解説
1　極暗褐色

2　黒　褐　色

第182号土坑土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　褐　　　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

第183号土坑土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

第184号土坑土層解説
1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　極暗褐色

5　褐　　　色

－317－

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロ

ック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子多量

ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム
小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭

化物微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子

微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大

ブロック微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム

中ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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第6号土坑出土遺物観察表

／

♂ M78

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

遺物番号器　　種
計　　測　　値

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考

径（cm）長さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第230回DP17管状土錘2．0 1．2 0．4 （4．5）外面ナデ調整

第12号土坑出土遺物観察表

遺物番 号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第 23 0図 高 台 付 杯 B　 （2．8） 高台部 か ら底 部 にかけて の破片。 底部内面 ロクロナデ。底部回転へ 砂粒 ・白色粒子 3 0％

5 19 須　 恵　 器 D　　　 7．6

E　　　 l．5

平底 にハの字状 の高台が付 く。 ラ削 り後，高台貼 り付 け。 灰色

普通

第20号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第 22 9図

高 台 付 杯

A　 ［7，9］ 体 部 か ら口緑 部 にか けて 一部 欠 口綾 部，体部内 ・外面 及び底部内 雲 母 ・砂粒 ・白色 7 0％

52 0
B　　　 3．0 損 。 平底 に ハ の字状 の高 台が付 画 ロク ロ ナデ。 底 部高 台 貼 り付 粒子 P L 69

土　 師　 器 D　　　 5．1

E　　　 O．8

く。 け。 にぷ い黄橙色

普通

第25号土坑出土遣物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第22 9図 杯 A　 ［13．4］ 底 部か らロ綾部 にか けての破 片。 口緑部，体部内 ・外面及び底部内面 小礫 ・砂粒 ・白色 5 0％

52 1 須　 恵　 器 B　　　 4．3 平 底。 体 部 は外 傾 して 立 ち上 が ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒子

C　 ［7．2］ り， ロ緑 掛 こ至 る。 り。底部多方向の手持 ちへラ削 り。 灰色 ，普通

第2 3 0図

5 2 2
長　 頸　 瓶

灰 粕 陶 器

B　 （7．3） 頚部 の破 片。外傾 して立ち上が る。 頚部 内 ・外 面 ロクロナデ。内 ・外

面 に灰粕 。

灰 黄色 の緻 密 な胎

土

軸色 は黄緑色

良好

5 ％

P L 6 9

第43号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第2 29図

杯

A　 ［13．2］ 底部 か ら口緑部 にか けての破 片。 口緑部，体部内 ・外面及び底部内面 雲 母 ・砂 粒 ・白色 4 0％

5 24
B　　　 3．9 平底 。 体 部 は外 傾 して 立 ち上が ロクロナデ。休部下端手持 ちへラ別 粒子 底部外 面に

須　 恵　 器 C　　　 7．6 り， ロ緑部 に至る。 り。底部回転 へ ラ切 り痕 を残 す多

方向の手持ちへラ削 り。

褐灰色

普通

三本 の平行

線 の刻書

第2 30図

杯

A　 ［13．6］ 底部 か らロ緑 部 にか けての破 片。 口緑部，体 部内 ・外面及 び底 部内 雲 母 ・砂 粒 ・白色 4 0％

5 25
B　　　 4．7 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上 が 面 ロタロナデ。体部下端手持 ちへ 粒子

須　 恵　 器 C　　　 6．8 り，口緑部 はわずかに外反す る。 ラ削 り。底 部回転へ ラ切 り痕 を残

す 1 方向 の手持ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

－329－



第節号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 ！ 備 考

40％
第230図 高 台 付 杯 B　 （3．3） 高台部か ら底部にかけての破片。 底部内面ロタロナデ。底部回転へ 雲母 ・砂粒 ・白色

526 須　 恵　 器 D　　　 7．9

E　　 l．4

平底にハの字状の高台が付 く。 ラ削 り後，高台貼 り付け。 粒子

褐灰色，普通

第86号士坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 裡 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

60％
第230 回 A　 は2．8］ 体 部か ら＝縁 部 にか け て一 部 欠 ＝縁部，体 部内 ・外面及び底部内 雲母 e 砂粒 e 白色

527
高 台 付 杯

須　 恵　 器

B　　　 5．8 損 。 平底 にハ の字 状 の高 台が 付 南 口クロナデ。底 部回転へラ削 り 粒子

D　　　 8．2

E　　 l．3

く。体部 は外傾 して立ち上 が り，

日録 部はわずか に外反す る。

後，高台貼 り付 け。 灰褐色

普通

第9且号士坑出土遺物観察表

遺物番号

第229図

器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　　 鉢 B　 （6．5） 目線部の破片。目線部外面に 2 条の沈線が横位に施された後， 2 条 砂粒 ・白色粒子 5 ％
528 縄 文 土 器 の沈線が縦位に施されている。 褐色，普通

遺物番号 券　　 種
計　　 測　　 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重量（g ）

第230図Q 18 磨　　　 石 （8．5） 7・中 ・9
（370．0） 石 英 斑 岩 使用痕 4 面。一部欠損 P L 70

Q ユ9 磨　　　 石 13．2 7．8 3．3 533．0 安　 山　 岩 使用痕 6 両 P L 70

第柑号士坑出土遺物観察表

洩物番 ロ 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考ユ鼠　　　 官 全長 （cm ） 背幅 （cm） 刃幅 （cm ） 重量 （g ）

第23 1図M 78 鎌 （8．6） 0．3 3．7 （2 2．2） 鉄 先端部欠損 P L 74

M 7 9 鎌 16．3 0．3 3．2 74．7 鉄 先端部摩耗 P L 74

第且Ⅲ号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

5 ％
第230図 蓋 B　　 「摘） 天井部からつまみ部にかけての破 天井部回転へラ削り後，つまみ貼 雲母 ・白色粒子

529 須　 恵　 器 F　 ［4．6］

G　　　 O．7

片。天井部にボタン状のつまみが

付 く。

り付け。 灰褐色

普通

第且膵号士坑出土遺物観察表

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成
「‾‾‾‾‾‾備 考

5 ％ P L 69
第230 図 杯 C　 （5．0） 底部の破片。平底。 底部内面ロクロナデ。底部手持ち 雲母 ・白色粒子
530 須　 恵　 器 へラ削り。 灰褐色

普通

底部外面に

「定」の墨書

10％
第229図 林 A　　 は3．0］ 底部から目線部にかけての破片。 ＝縁乱　 体部内 ・外面及び底部内 雲母 ・白色粒千

531 須　 恵　 器 B　　　 4．7 平底。体部は外傾 して立ち上が 南口クロナデ。体部下端及び底部 褐灰色
C　 ［6．6］ り，口綾部に至る。 手持ちへラ削 り。 普通

第123号士坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第229図 A　 ［19．0］ 頚部か ら目線部にかけての破片。 目線部及び頚部内 ・外面横ナデ。 小礫 ・雲母 ・白色 5 ％

532
襲

土　 師　 器

B　 （5．7） 頚部はくの字状に屈曲する。日録 粒子

部は外反 し，端部は上方につまみ 橙色
上げられている。 普通
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遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重量（g ）

第230図Q20 砥　　　 石 8．0 4．2 3．2 141．9 凝　 灰　 岩 砥面 5 面 P L 71

第146号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第22 9図 杯 A　　 12．9 目線部 の一 部欠損。平底。体 部は 日録部，体部内 ・外面及び底部内面 小 礫 ・砂粒 ・白色 70％

53 5 須　 恵　 器 B　　　 4．1 外傾 して立 ち上が り， 目線 部はわ ロクロナデ。体部下端手持ちへラ削 粒 子

C　　　 7．8 ずか に外反 する。 り。底部多方向の手持 ちへラ削 り。 灰色 ，普通

第149号土坑出土遺物観察表

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第230図

536
甑

A　 ［34．0］ 体部上位から目線部にかけての破 目線部内 ・外面ロクロナデ。体部 雲母 ・白色粒子 10％

B　 （15．0） 片。体部は外傾 して立ち上がる。 外面縦方向の平行叩 き。体部内面 褐灰色

須　 恵　 器 目線部は外反し，端部は面取 りし

て角張らせている。

に無文の当て具痕残る。 普通

第152号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼 成 備　 考

第229図 手 捏 土 器 A　 ［9．8］ 目線部 の一 部欠損。平底 で体 部は 日録 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 砂粒 ・白色粒子 70％　P L 6 9

3 59 土　 師　 器 B　　　 4．5 内攣 して立 ち上が り， 目線部 は直 ヘラナデ。体部外面輪積 み痕 を残 にぷい橙 色 内 ・外面

C　　　 5．5 立す る。 す横 ナデ。底部木葉痕 。 普通 二次焼成

第230図 甑 A　 ［29．4］ 体部 ・口縁 部の一部欠損。無底式。 目線 部内 ・外面横 ナデ。体部内面 砂粒 ・白色粒子 40％

】

374 土　 師　 器 B　　 24．9 体部 は内攣 して立 ち上が り，日縁 ヘラ磨 き。体部外面 下位横位のへ 橙 色

l C　　 8て6 一部 は外反す る0 ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。
l

良好
】

第160号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

材　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
全長（cm） 箆被部幅（cm） 茎長（cm） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第231回M 86 鉄 （9．7） （8．7） （1．0） 0．4 （10．7） 鉄 鉄身部，箆被部・茎部の一部欠損 P L 73

第161号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

第230図

5 37
杯

A　 ［13．4］ 底部 か ら口縁部 にか けての破 片。 口緑 部，体部 内 ・外 面及び底部内 小礫 ・雲母 ・砂粒 50％

B　　　 4．3 平 底。 体 部 は外 傾 して 立 ち上 が 南口 クロナ デ。体部 下端手持ちへ 白色粒子

須　 恵　 器 C　　　 5．8 り， 目線 部はわずか に外 反する。 ラ削 り。底部 回転 へラ切 り痕 を残

す多方向の手持 ちへラ削 り。

褐灰色

普通

第173号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

第230図

5 38
杯

A　 ［12．6］ 底部 か ら口緑部 にか けての破 片。 口緑 部，体部 内 ・外 面及び底部 内 小礫 ・砂粒 ・白色 45％

B　　　 4．3 平 底 。体 部 は外 傾 して立 ち上 が 面ロ クロナ デ。体 部下端手持 ちへ 粒子

須　 恵　 器 C　　　 5．4 り， 目線 部はわずか に外 反する。 ラ削 り。底部 回転 へ ラ切 り痕 を残

す 1 方向の手持 ちへ ラ削 り。

灰色

普通

第176号土坑出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

第230図 杯 A　　 13．9 体 部 と目線 部 の一部 欠損。 平底。 目線部，体部内 ・外面及 び底部内面 砂粒 ・白色粒子 60％

539 須　 恵　 器 B　　　 3．3 体部 は外傾 して立 ち上 が り，目線 ロクロナデ。体部下端手持ちへ ラ削 にぷい赤褐色

C　　　 9．4 部 に至 る。 り。底部多方向の手持 ちへラ削 り。 普通

540
盤

A　 ［15月］ 体部 と目線 部の一部欠損 。平 底に 口緑 部，体部 内 ・外 面及び底部 内 雲母 ・砂 粒 ・白色 60％

B　　　 3．5 ハ の字状 の高台が付 く。体 部は大 面ロ クロナデ。底 部回転へ ラ切 り 粒子

須　 恵　 器 D　　　 8．8

E　　　 l．1

き く開 き，口縁部 は屈 曲 して外反

気味 に立ち上が る。

後，高台貼 り付 け。 黄灰色

普通

－331－



（5）溝（付図，第232図）

第1号溝が調査1区の北部，第2号溝が調査3区の北部，第3号溝が調査5区の東部でそれぞれ確認された。

覆土のしまりが強くなく，中e近世の遺構である可能性も考えられるが，いずれも遺構に伴う出土遺物がなく，

時期は不明である。

第1号溝土層解説

1　暗　褐　色　　ローム粒子少量
2　暗　褐　色　　ローム中ブロック・ローム粒子少量

第2号溝土層解説

1暗　褐　色　　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

第3号溝土層解説A

l　黒　褐　色　　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　色　　ローム粒子多量
5　暗　褐　色　　ローム粒子中量

6　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子中量
7　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量

第3号溝土層解説B

l　暗　褐　色　　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗　褐　色　　ローム粒子少量

A
－21．6m

A
－22．4m

‾lll‾＼二王ノ‾l～一　二ミア

SDl SD　2

第232図　第1～3号溝土層実測図

表9　溝一覧表

溝

番 号
位　 置

（区）

走向方向
規　　　　　　 模

断面 底 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
長 さ （m ） 上 幅 （m ） 下幅 （m ） 深 さ（cm）

1 A 3h4 ～ A 3hO N －720－E 15．98 0．48～1．35 0．30～0．60 33～50 U 字状 傾斜 自然 土師器片 ，須 恵器片，陶器片

2 F 2b7 ～ F 3f3 N －36 0－W 15．10 0．20～0．55 0．10～0．35 13 U 字状 傾斜 自然
－

3 M 4C5 ～ M 4C6 N －57 。－E 6．00 1．41～1．56 0．13～0．33 53～110 U 字状 傾斜 自然 土師器片，須恵器片 ，陶器片

（6）道路状遺構

第瑠号道路状遺構（第233図）

位置　調査5区の中央部，L3a9～M4dl区。

重複関係　第180e182号土坑に掘り込まれており，両者よりも古い。

規模と形状　確認できた部分は長さ14．8m，幅1～3．4mで，南北方向に直線的に延びており，南部は調査区域

外へ続いている。北部から南部に向かって傾斜しており，南部は北部よりも約2m低い。断面はU字状を呈し

ている。底面は踏み固められ，硬化が著しく，路面と考えられる。路面の厚さは5～10cmである。確認面から

の深さは20～50cmで，北部から南部へ下るに従って深くなっていく。中央部から南部にかけてピット群（Pl

～P18）が確認されており，Pl～Plle P13。P17。P18は径16～30cmの円形で，深さは26～81。mである。
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P12・P14－P16は長径38～70cm，短径30～40cmで，深さは56～77cmである。P2～P12・P14～P16・P18

は西壁際に，Pl・P13は底面に，P17は東壁際に位置している。性格は不明である。

走向方向　N－120　－W

覆土　8層からなる。土層断面図中，第1～8層はレンズ状に堆積しており，自然堆積と考えられる。第9層

は硬化した路面である。

土屑解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

二幸〒二二一一

3　　4

「叫声ク′‾‾
9

4m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿　　　　」

第233図　第1号道路状遺構・出土遺物実測図
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3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　褐　　　色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

9　褐　　　色

ローム粒子小品　焼細目一少鼠　炭化粒J’一微量

ローム粒J『一札　ローム小プロ・ソク微量

ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム粒子中鼠　ローム小ブロック少量

ローム小ブロック中鼠　ローム粒子・焼土粒子微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒r中量

ローム粒アサ鼠　ローム申ブロック中鼠　ローム小ブロック少量

遺物縄文土器片　点　土師器片　点塔2　蓋自　須恵器加点（捧e高台相棒46，高台付皿且，盤2，

蓋2　短頚壷結嚢e甑58），鉄器の鉄製品3点（刀子29釘H，石器の石製品2点（砥石，不明）が出土し

ている。これらは傾斜を下った南部に集中しておりタ北側の奈良の平安時代の遺構からの流れ込みと推定され

る。第233図54且の土師器聾は中央部の底面からタ542の須恵器杯は南部の覆土上層から出土している。M9且の

釘は覆土中から出土している。

所農本跡は，奈良容平安時代の土器が多数出土しており，奈良髄平安時代以降に使用されたと考えられるがタ

それらの遺物は流れ込んだものと推定されるため　時期は明確でない。

第且号道路状遺構出土遺物観察豪

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 壮　 観 手　 法　 の　 特　 徴 I 胎士 ・色調 ・焼 成　　 備　 考

小 礫 ・雲母 ・砂粒　 8 0％
第 23 3図 A　　 14．8 体 部 と目線 部 の一部 欠損。 平底。 口縁 部内 ・外面構 ナデ√体 部内面

婆 B　　 13．3 体部 は内攣 して立 ち上が り，頚 部 へラナデ。体 部外面横方 向のへ ラ 白色粒千　　　　　 P L 6 9

5 4 1 C　　　 8．2 は くの字状 に屈 曲す るこ 目線部 は 削 り。底 部木葉痕。 橙色

士　 師　 器 外反 し，端部 は十 方につ まみ上 げ 普通

られてい る。

5 42

！　 埠 Å　 1 3．9 1日録 部の一部欠損。平底。 体部は 日録乳 体部内 ・外面及び底部内面 雲母 ・砂 粒 ・白色　 8 0％
須　 恵　 器 B　　　 4．7 外傾 して立ち上が り， ＝縁 部に至 ロクロナデ∵体部下端手持 ちへラ削 粒子

し　　　 7．0 る。 り。底部 1方向の手持ちへ ラ削 り。 褐灰色 ，普 通

遺物番号 器　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　 琴 特　　　　　　 徴 備　　 考全長（cm） 頭 （cm ） 断面幅（cm） 重義（g）

第233図M 91 釘 （14．7） 2．2 ×2．0　　　 0．8×0．7 （48．5） 鉄 角釘。先端部欠損

第2号道路状遺構（付図　第2別図）

位置　調査　区の中央部から南部学　才温C　～Km　区。

重複関係　酎4号住居凱第2～40708号掘立桂建物跡の上位から確認されており，それらよりも新しい。

規模藍形状　確認できた部分は長さ関m　幅　～・mで　南北方向に直線的に延びている。断面は浅いU字

状を皇し，確認面から底面までタ踏み固められてよくしまっておりタその厚さは20cmである。

走向方向　N－200　－E

援豊　3層からなる。各層とも固くしまっており，各時期の路面と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

土層解説

1極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒J二少量，焼土中ブロック微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　　ローム粒子中量

遣物　出土していない。

』　　　　　　　新風　本跡軋確認面から底面にかけて硬化しておりタ長期間にわた

第儲摘図　第2号道路状遺構
土層実測図

って使用されたと考えられる。時期は，凱4号住居臥第2～7号掘

立社建物跡よりも新しいことから，9　摘中葉以降と考えられる。
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兼用　道路状遺構一覧表

道路状
遺　 構
番　 号

位　　 置

（区）
走向方向

規　　　　　　 模 ！欝

（cm）
断　 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物

長さ（m ） 幅 （m ） 深さ（cm）

1 L3a9 ～ M 4d l N －120－W 14．8 1．0～3」 20－50 5～10 U 字状 自然 縄文土断 ，土師断 ，須恵器片，石器・石製鼠 鉄器・鉄製品

2 JIcO ～ K li4 N －200－E 73．0 1．0、1．5 0 20 浅いU 字状 － －

浮　ピッ　群（第235図）

調査3区の中央部，G2i8⑳G2j8砂H2a8区で，ピッ摘言7か所（㌘鼠～P7）確認された。ピットは，

平面形が長径36～58cm，短径36～40cmの円形または楕円形でタ深さが2～渕cm　断面形はU字状を皇している。

並び方に規則性がなく，性格が不明のため，ピット群とした。出土遺物がなく，時期は不明である。

：鋤も

＼一一二

ニ

一二l一一一：t、＿

∴二　三一11＿＿

二＿＿

（Jl

t∴笑；：轟　ヒッ・、了実法・、又i

A
－　23．2m

㌔〆

0　　　　　　　　　　　　　　2m

し…＿＿＿∴∴丁二一二‥一一．二．

5　遺構外出丑遺物（第236◎237囲）

当遺跡から遺構に伴わないで出土した主な遺物についてタ　出土遺物観察表で記載する。
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第236図　遺構外出土遺物実測図（1）

C⊃

5cm

トー－十－」
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第237図　遺構外出土遺物実測図（2）
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遺構外出土遺物観察表

遺物番号 器　　 種 計測値 （cm ） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

第23 6図 小　　　 皿 Å　　　 9．2 平底 。 体 部 は外傾 して立 ち上が 日録部 ，体 部内 ・外面及び底部内 雲 母 ・白色粒 子 ・ 95％

5 4 3 土　 師　 器 B　　　 2．1

C　　　 7．0

り，日録部 に至 る。 南 口クロナデ。底 部回転糸切 り。 赤色粒子

橙 色，普通

5 区表採

54 4
襲

A　 ［1 5．2］ 体 部か ら日録 部 にかけて の破 片。 ＝縁部内 ・外面横 ナデ予休 部外面 石 英 ・白色粒子 10％

B　 （10．2） 体部 は内攣気味 に立 ち上 が り，頸 斜 め方向のパ ケ目調整 ，内面横 方 橙色 体 部外 面煤

土　 師　 器 部 は くの字状に屈 曲す る。 ［］縁 部

は外反す る。

向のパケ 目調整。 普通 付着

4 区表採

5 4 5

長　 頸　 瓶 Å　 ［10．5］ 頚部か ら目線部にかけての破片。頸 ＝縁 部及び頸部内 ・外面 ロクロナ 長右 ・右 英 ・白色 10％

須　 恵　 器 B　 （8．1）

！

部は外傾 して立ち上がる。目線部は デこ　＝縁 部内面及び頸部内 ・外面 粒子，灰色 ， 5 区衷採

外反 し，端部は上下に突出する。 に自然寒由。 粕色 は黄緑色，普通

遺物番号 券　　 種 計測値 （cm） 器　 形　 及　 び　 文　 様　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

第236図 深　　　 鉢 A　　 21．4 胴部上半から目線部にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上がり，ロ 雲母 ・長石 ・白色 40％

547 縄 文 土 器 B　 （12．9） 縁部で内攣する。日録部は波状を皇し，眼鏡状把手と方形の把手を有 粒子 P L 54
する。目線部には隆菅と半裁竹管による文様帯が形成されている。 暗赤褐色，普通 1 区表採

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 i 特　 徴

備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚 さ（cm） 重義（g ）

第236図D P18 土 器 片 錘 3．2 2．9 1．3 13．3 無文。両端に切 り欠き 4 区表採

遺物番号 器　　 種
計　　 測　　 値 上　 質

特　　　　　　 徴 備　　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） ！厚 さ（cm ）

重量 （g ）

第236図Q 22 スクレイパー ！　 2・8 ！ 3・2
［ 0・8 ！ 6・1

頁　　　 岩 刃部 3 か所 1 4 区表採　 P L 70

Q 2 4 打 製 石 斧 10．1 5．0 2．8 200．4 泥　　　 岩 短冊形 5 区表採　 P L 70

Q 2 5 磨 製 石 斧 （4．2） 3．3 2．0 （35．6） 蛇　 紋　 岩 刃部残存。定角武力 4 区表抹　 P L 7 0

第237図Q 26 磨　　　 石 6・中　 6・2 1 3・5
2 8 1．0 閃　 緑　 岩 使用痕 2 面 4 区 表採　 P L 7 0

Q 27 磨　　　 石 7・2　 日 eo
3．6 32 3．0 安　 山　 岩 使用痕 6 両 4 区表採　 P L 7 0

Q 28 敲　　　 石 7．7 6．5 3．6 26 9．0 砂　　　 岩 使用痕 6 両 5 区表抹　 P L 70

Q 29 敲　　　 石 7．3 7．6 4．3 34 5．0 石 英 斑 岩 使用痕 6 両 4 区表採　 P L 70

Q 30 敲　　　 石 8．2 6．7 3．5 40 2．0 安　 山　 岩 使用痕 4 面 4 区表採　 P L 70

Q 3 1 凹　　　 石 1 1．5 8．2 5．2 4 35．0 安　 山　 岩 使用 痕 4 面 4 区表採　 P L 70

Q 3 2 敲　　　 石 8・3　 日 ・7
4．8 4 64．0 安　 山　 岩 使用痕 6 面 4 区表採　 P L 7 0
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第4節　ま　と　め

今回の調査によって，縄文時代中期，古墳時代後期，奈良◎平安時代夢　中の近世の遺構が確認された。ここ

ではタ　確認された遺構の太半を占める奈良⑳平安時代を中心に，各時期の概要を述べ，まとめとしたい。

温　縄文時代
1）

調査区域の南部から，中期中葉（阿王台Ⅳ式期）の袋状土坑5基が確認されている。住居跡は確認されなか

った。古墳時代以降の竪穴住居跡の多くから芦　混入した縄文土器片が出土しており，それらの大半が中期中葉

から後期前葉と考えられるため，その時期の竪穴住居跡が調査区域外に存在していると推定される。

2　古墳時代
2）

調査区域の南部と南東部からタ　後期の竪穴住居跡6軒が確認されている。第8号住居跡が6世紀後半，第83

号住居跡が6世紀後葉から7世紀前葉，第63・68号住屠跡が7世紀前半，第3・67号住居跡が7世紀後半と考

えられる。調査範囲が道路幅で狭も　確認された住居跡が少ないため，相互関係は不明であるが9　6世紀後半

から集落が形成されたと考えられる。

また　第鋸号住居跡からは，体部内面にへラナデタ　体部外商に輪積み痕を残すナデ調整が施され，底部に本

葉痕を残す棒形の手淫土器が37個体出土している。出土状況から本跡に伴うものであり，偽の住居跡とは異な

る特殊な様相を呈している。

3　貴慮◎平安時代
夢

当遺跡で確認された遺構の大半がこの時代のものと考えられるが，道路幅の調査のため調査区域の幅が狭くタ

集落の全体像を把握することが難しかった。ここでは，竪穴住居跡と掘立柱建物跡を中心とした集落の変遷，

竪穴住居跡出土土器の器種夕　墨書土器，鉄器の鉄製品などいくつかの視点から当遺跡の横磯と特徴についてま

とめてみた。

（1）集落の変遷（第238回）

ここでは，竪穴住居跡と掘立柱建物跡を中心にその変遷について＼日数紀を3期区分し，それぞれの時期ご

とに述べる。

・8世紀前葉
3）

当該期の住居跡としては，第7・18・21・24・3卜32・37・81・84～87号住居跡の12軒が確認されている。

これらは，調査区域の中央部から南部，南東部にかけて南北約220mの範囲に位置しており，調査区域の南半

分に遺構が集中している。

中央部から南部にかけての住居跡（第7e且802巨24巨3巨32¢37号住居跡「軋　互いに20～40mの距離で

点在してお娠　主軸方向が西に10～17度振れている。南東部の住居跡（第8巨84～87号住居跡）はこれらの住

居跡とは離れ，南部の第7号住居跡から南東へ約65～80mの範囲に位置している。主軸方向が東へ4度，西へ

3－13度振れており，中央部や南部の住居跡と比べ，主軸方向の差が大きい。

掘立柱建物跡は確認されていない。

竪穴住居跡の規模や出土遺物から，この時期の集落は・一般の集落であったと考えられる。
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第238図　鎌田遺跡奈良・平安時代集落変遷図
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・8世紀中葉

当該期の住居跡e掘立柱建物跡としては，第17e40～42e56e76e89・95。99号住居跡の9軒，第26号掘立

柱建物跡の1棟が確認されている。これらの遺構は，調査区域の北部から南部，南東部にかけて南北約350m

の範囲に位置している。

北部の第56号住居跡の約100mの南に中央部の第40～42号住居跡が，さらに約120m南に南部の第17e25号住

居跡が位置している。その中で，中央部の第40～42号住居跡は隣接しているが，主軸方向が0度から西に26度

でその差が大きく，相互の関連性については不明である。南部の第17号住居跡は第18号住居跡（8世紀前葉）

と重複しており，主軸方向と規模がほぼ同じことから，第18号住居跡の建て替えと推定される。南東部の住居

跡（第76。89e95。99号住居跡）は，南部の第17号住居跡から南東に約100mの位置に第76号住居跡，それか

ら約40m西に第89号住居跡，そこから約20m東に第95号住居跡，さらに約40m南に第99号住居跡が位置してい

る。主軸方向は，第95号住居跡が西に108度振れている以外は西に7～18度振れており，北部や中央部の住居

跡よりもその差が少ない。

掘立柱建物跡は，南部から第26号掘立柱建物跡が確認されており，この時期から掘立柱建物が建てられる。

桁行e長軸方向が，この時期の住居跡や8世紀複葉以降から出現する掘立柱建物跡とは異なり，それらとの関

連性は不明である。

この時期は，8世紀前菜よりは住居跡が減少しているが，集落は北側と南東側に面的な広がりがみられる。

住居跡は1～3軒の単位で点在し，中心的な区域はみられない。出土遺物や遺構の規模から，一般の集落であ

ったと考えられる。

e　8世紀後菓

当該期の住居跡。掘立柱建物跡としては，第9。10e16。20。23。27。28。34e38e45。46e52e54e61・

66。74。82693。101号住居跡の19軒，第1e　7e8e13。14e23e25e27号掘立柱建物跡の8棟が確認され

ている。これらの遺構は，調査区城の北部から南部，南東部にかけて南北約400mの範囲に位置している。北

部の第45号住居跡と中央部の第38号住居跡との間が約80m離れている以外は住居跡同士の間隔が短くなり，ほ

ぼ連続的に遺構が続いている。

北部の住居跡（第45・46e52・54号住居跡）は，8世紀中葉の1軒から4軒に増加している。主軸方向は，

第45号住居跡が東に9度振れている以外は西に0～2度の振れで，ほぼ一致している。中央部の住居跡（第

27。28e34e38号住居跡）は，前期よりも南側の地域で確認されている。主軸方向が東に90度と西に0～20度

振れている。南部の住居跡（第9elO。16。20・23e61。66号住居跡）は，前期の1軒から7軒に増加してお

り，主に調査4区の北部から中央部で住居跡が，同区の中央部から南部で掘立柱建物跡が確認されている。住

居跡の主軸方向が，東に5～110度と西に6～14度振れており，その差が大きい。第10号住居跡は主軸方向が

第1号掘立柱建物跡とほぼ直交し，隣接していることから，両者が関連性を持つ遺構である可能性が考えられ

る。南西部の住居跡（第74。82e93。101号住居跡）は，約15～30mの間隔で東西約120mの範囲に並んでおり，

主軸方向が東に3度と西に7～16度に振れている。

掘立柱建物跡は，すべてが南部で確認されており，桁行。長軸方向が，西に5度。4度振れる第23。25号

掘立柱建物跡，西に8度e7度振れる第7e8号掘立柱建物跡，西に13度と東に80度振れ，桁行・長軸方向が

それぞれ直交する第13。14号掘立柱建物跡，西に25度振れる第1号掘立柱建物跡，東に27度振れる第27号掘立

柱建物跡の5つに分けることができる。これらのうち，第7号掘立柱建物跡は第8号掘立柱建物跡の，第14号

掘立柱建物跡は第13号掘立柱建物跡の建て替えの可能性が考えられる。第14号掘立柱建物跡は確認されている
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部分だけでも東西5間，南北3間あり，柱穴の長径（長軸）は1mを超え，当遺跡では最大規模の掘立柱建物

跡であり，この時期の中心的な施設と考えられる。

この時期は遺構数が最も多くなり，集落が調査区域のほぼ全域に広がる。特に南部の調査4区は竪穴住居跡

と掘立柱建物跡が集中しており，当遺跡の中心となる区域であったと考えられる。

・9世紀前葉

当該期の住居跡e掘立柱建物跡としては，第13。15。19e25。33e35。43。53。58e62。79。91e92e97。

100号住居跡の15軋　第3e6。20。24号掘立柱建物跡の4棟が確認されている。これらの遺構は，調査区域

の北部から南部，南東部にかけて南北約450mの範囲に位置している。

北部の住居跡（第53。58号住居跡）は2軒に減り，両者の距離は約60mある。主軸方向は東に10度，西に12

度振れている。中央部の住居跡（第33e35e43号住居跡）は前期とほぼ同じ範囲で確認されており，軒数は1

軒減少している。北部の住居跡とは約130m離れており，主軸方向は東に9凰　西に0～10度振れている。南

部の住居跡（第13e15。19e25e62号住居跡）は，第13。15弓9e25号住居跡が隣接または重複し，そこから

約80m南に第62号住居跡が位置している。主軸方向は真北と東に4度。10度，西に20度振れている。第19号住

居跡は第25号住居跡を掘り込んでおり，主軸方向がほぼ同じであることから，第25号住居跡の建て替えと考え

られる。また，第62号住居跡は，主車由方向が第16e20号掘立柱建物跡の桁行方向とほぼ同じで隣接しており，

第16e20号掘立柱建物跡と関連性を持つ可能性が考えられる。第62号住居跡は，床面積53．15n了と当遺跡では

最大規模の住居跡で，出土遺物数が多く，鉄e門金具などの鉄器e鉄製品が出土しており，この時期の最も中

心的な住居と推定される。南東部の住居跡（第79e91。92697。100号住居跡）は，第100号住居跡が南東端で

確認されている以外は，西寄りの区域に位置しており，主軸方向は東に10度，西に0～21度振れている。

掘立柱建物跡は，すべてが南部で確認されており，桁行e長軸方向が西に2度振れる第20号掘立柱建物臥

西に7度振れる第24号掘立柱建物跡，西に25度振れる第3。6号掘立柱建物跡の3つに分けることができる。第

20。24号掘立柱建物跡は第62号住居跡の北側に，第3。6号掘立柱建物跡は第16。24号掘立柱建物跡の北東側

に位置している。

この時期は，8世紀代と比べ面的な広がりがみられるが，遺構の大半は中央部から南部，南東部に集中して

おり，掘立柱建物跡はすべて南部の調査4区で確認されている。また，第62号住居跡のような大形の住居が出

現する。第62号住居跡は，掘立柱建物跡が確認された調査4区の中央部から南部にかけての範囲に位置してお

り，ここが8世紀後葉から引き続き，中心的な区域であったと考えられる。

e　9世紀中葉

当該期の住居跡。掘立柱建物跡としては，第1。4e6e12。30647～49e55e60も65。75。80。90。98号

住居跡の15軒，第2。5。16～19号掘立柱建物跡の6棟が確認されている。これらの遺構は，調査区域の北部

から南部，南東部にかけて南北約400mの範囲に位置している。この時期の住居跡は，100～160mの距離で，

1－4軒の単位で点在しており，8世紀中葉と似た様相を呈している。

北部の住居跡（第47～49e55。60号住居跡）は，前期よりも50～60m南側の範囲で確認されており，主軸方

向が東に10度。15度と西に0～5度振れている。中央部の住居跡は第30号住居跡の1軒だけで，主軸方向が東

に9度振れている。第30号住居跡の100～130m南側の範囲で掘立柱建物跡群が確認されており，南部の住居跡

（第1e4e6．12e65号住居跡）は掘立柱建物跡群の南側または南西側に隣接し，主軸方向が西に0～20度

振れている。第1号住居跡は，床面積が37．4I嘉の大形の住居跡で，出土遺物数が多く，その中には覆土下層か

ら出土した二彩陶器片なども含まれている。第6号住居跡は，38．13I肩の床面積を持ち，出土遺物数が多く，
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灰粕陶器（長頸瓶）や鐙金具など，一般の住居跡ではあまりみられない遺物が出土している。9世紀前葉の第

62号住居跡と同様に，集落の中心的な住居と推定される。また，第4号住居跡の主軸方向と第17号掘立柱建物

跡の桁行方向とがはぼ同じで隣接しており，両者の関連性も考えられる。南東部の住居跡（第75680。90e98

号住居跡）は，第75号住居跡が第65号住居跡の約30m，第80号住居跡が約50m南東に位置し，第75号住居跡の

約40m南東に第90号住居跡が，約100m東に第98号住居跡があり，主軸方向が西に4～15度振れている。

掘立柱建物跡はすべてが南部で確認されており，桁行e長軸方向が，西に2度e5度振れる第16。17。19号

掘立柱建物跡，西に25度e22度振れる第2。5号掘立柱建物跡と東に65度振れ，第2e5号掘立柱建物跡と直

交している第18号掘立柱建物跡に分けることができる。

この時期は，8世紀復業と比べると集落の様相がややまばらな印象を受ける。この中で，南部では，第1e

4。6号住居跡のような大形の住居跡や掘立柱建物跡が確認されており，集落の中心的な区域として機能し続

けていたと考えられる。

。9世紀後菓

当該期の住居跡e掘立柱建物跡としては，第14。22。26A。51e59。71。94号住居跡の7軒，第4e9号掘

立柱建物跡の2棟が確認されている。これらの遺構は，北部から南部，南東部に位置している。

北部の住居跡（第51e59号住居跡）は，互いに約90m離れており，主軸方向が西に0度。7度振れている。

第51号住居跡の約180m南に中央部の第26A号住居跡が位置しており，主軸方向は真北を向いている。南部⑳

南東部の住居跡（第14e22。71。94号住居跡）は，それぞれが40～70m離れて位置しており，主軸方向が西に

5～14度振れている。遺構数の減少が続き，8世紀後葉と比べると約三分の一の数になり，散居的様相を呈し

ている。この中で，第14号住居跡は，規模や出土遺物からこの時期の集落の中心的な住居であったと推定され，

南部が集落の中心的な区域として続いていたと考えられる。

この時期を最後にして，集落は消滅する。これ以降の奈良。平安時代の遺構は，確認されていない。

（2）掘立柱建物跡の相互関係について（養田）

掘立柱建物跡は，第2巨22号掘立柱建物跡が中央部で確認された以外は，すべて南部の調査4区で確認され

ている。ここでは，掘立柱建物跡の変遷と相互関係についてまとめてみる。

当遺跡の掘立柱建物跡は，桁行。長軸方向が，西に2～5度振れるグループ（第16。17e19。20。23。25号

掘立柱建物跡－Aグループと仮称する。以下同様），西に7～8度振れるグループ（第7。8e24号掘立柱建

物跡－Bグループ），東に80度e西に13度振れ，長軸方向がほぼ直交するグループ（第13e14号掘立柱建物跡

－Cグループ），西に20～27度振れるグループ（第1～6e18号掘立柱建物跡－Dグループ，第18号掘立柱建

物跡は短軸方向），東に78度680度振れるグループ（第21e22号掘立柱建物跡－Eグループ）の5つに分類す

ることができる。また，これらのいずれにも当てはまらないものに，東に85度振れる第9号掘立柱建物跡，西

に32度振れる第26号掘立柱建物跡がある。

Aグループは，第19号掘立柱建物跡が調査4区の中央部西寄りに位置している以外は，同区の南部に位置し

ている。第19号掘立柱建物跡を除き，柱穴の径（軸長）が1mを超える。おそらく，8世紀後葉には第23。25

号掘立柱建物跡が構築されており，9世紀前葉に第20号掘立柱建物跡，9世紀中葉に第16。17・19号掘立柱建

物跡と続いていたと考えられる。第19号掘立柱建物跡はAグループの中では離れて位置しており，柱穴も他よ

りは一回り小さいことから，調査区城外の違うグループに分類されるかもしれない。

Bグループは，第7。8号掘立柱建物跡が調査4区の南部西寄り，第24号掘立柱建物跡が同区の南部東寄り

に位置している。8世紀後葉に第8号掘立柱建物跡から第7号掘立柱建物跡へと建て替えられた可能性が考え
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られる。第24号掘立柱建物跡は9世紀前葉に構築されたものと考えられる。第7e8号掘立柱建物跡からはや

や離れており，それらとの関係は不明である。

Cグループは調査4区の南東部に位置し，8世紀復業に第13号掘立柱建物跡から第14号掘立柱建物跡と建て

替えられたと考えられる。第14号掘立柱建物跡は確認されている部分だけでも東西5問，南北3間あり，柱穴

の径（軸長）は1mを超え，当遺跡では最大規模の掘立柱建物跡であり，8世紀復業の中心的な施設と考えら

れる。

Dグループは，調査4区の中央部に位置している。8世紀後菜に第1号掘立柱建物跡，9世紀前葉～後葉に

第2～6e18号掘立柱建物跡が構築されたと考えられる。この中で第2～4号掘立柱建物跡は，規模が桁行4

間，梁行3間あり，柱穴の長径は1mを超える。9世紀中葉前後の中心的な掘立柱建物跡で，第3号掘立柱建

物跡→第2号掘立柱建物跡→第4号掘立柱建物跡の順で建て替えられたと考えられる。

Eグループの第21e22号掘立柱建物跡は，中央部の調査3区で確認されており，両者とも桁行2間，梁行2

間で，第22号掘立柱建物跡は総柱建物である。遺物が細片しか出土しておらず，明確な時期は不明である。

また，第9号掘立柱建物跡は桁行2間，梁行2間の側柱建物跡で，AグループとBグループの中間に位置し

ている。第4号住居跡を掘り込んでいるため，9世紀復業の頃に施設として機能していたと推定される。第26

号掘立柱建物跡は8世紀中葉に構築されたと考えられるが，長軸方向が他のいずれの掘立柱建物跡とも異なり，

それらとの関係は不明である。

以上のことをまとめると，当遺跡では調査4区の中央部から南部にかけて，8世紀後某にA～Dの4グルー

プの掘立柱建物跡が構築され，B。Cグループは9世紀前葉には消滅し，A e Dグループが9世紀中。後菓頃

まで続くと考えられる。柱穴の径（車由長）が1mを超える掘立柱建物跡は，8世紀後菓～9世紀前菜には主に

調査4区の南部，9世紀中葉には主に同区の中央部へと変遷したと考えられる。掘立柱建物跡と竪穴住居跡と

の関係は，主軸方向と桁行e長車由方向，位置関係から，8世紀後葉では第10号住居跡と第1号掘立柱建物臥

9世紀前葉は第62号住居跡と第16．20号掘立柱建物跡，9世紀中葉は第4号掘立柱建物跡と第17号掘立柱建物

跡は関連性がある可能性も考えられるが，掘立柱建物跡をA～Dのグループとしてみた場合，8世紀後葉から

9世紀後葉を通し，必ずしも各々のグループに竪穴住居跡が対応しているとは限らない。調査区域が道路幅と

いう制限もあり，掘立柱建物跡と竪穴住居跡が対応しているかどうかは不明である。

表11掘立柱建物跡の変遷

桁行 。長軸方向 8 世紀中葉 8 世紀復業 9 世紀前葉 9 世紀中葉 9 世頒己後菓

N －2 ～ 5 0　－W S 25～

～S

S

ll
】e
B 23

B 20～

】】l

SB 16～

SB 17～

SB 19～

N －7 ～ 8 0　－W l
～SB 8 →SB 7 ～
1】l

SB 24－

N －10～130　－W

（SB 9・14は短軸方向）
SB 13→SB 14～ llilSB 9 ～

N －20～270　－W

（SB 18は短軸方向）

S B l ～ SB 6 ～

～SB

SB

～SB 5

3 －→　 SB 2 →　 S

8～

4 ～
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（3）竪穴住居跡出土土器の器種構成について（表12）

各時期ごとに土師器片と須恵器片の出土点数，供膳具の割合について集計してみた。ここではその結果と特

徴について述べる。ここで集計した出土土器は，そのすべてが住居跡に伴うとは限らず，廃棄されたものも含

まれているが，各時期の全体的な傾向を把握する参考資料にと考え，敢えて扱うことにした。なお，年代観で

1世紀を3時期区分することができない住居跡のものについては集計から省いた。また，大形の住居跡と一般

の住居跡に分けて集計したが，大形の住居跡は南部の調査4区で確認された第1e4。6814。62号住居跡の

ことで，一般の住居跡はそれ以外のものである。

e土器片の出土点数

8世紀中葉を除き，1軒平均200点を超える。8世紀後葉から増加し，9世紀中葉がピークとなる。9世紀

後菜は全体の平均は600点を超えるが，一般の住居跡だけの平均は減少する。大形の住居跡の出土点数は9世

紀前葉から後葉まで続き，どの時期も2000点前後に及び，一般の住居跡をしのいでいる。

e出土土器における須恵器の割合

一般の住居跡の場禽　8世紀前菜では24．9％を占め，8世紀中葉になると34．3％に増え，8世紀後菓～9世

紀中葉では50％に近い状態が続き，9世紀後葉には37．4％と減少している。大形の住居跡は，9世紀前葉が

48．3％，9世紀中葉が55。5％，9世紀後葉が45・4％と，一般の住居跡よりも須恵器の占める割合が高い傾向が

みられる。

。供膳具に占める土師器と須恵器の割合

供膳具に占める土師器の割合は，一般の住居跡では8世紀前葉から9世紀中葉まで，一貫してほぼ10％以内

である。9世紀後葉になると14．5％に増加している。大形の住居跡は，9世紀前葉では3・5％で一般の住居跡の

割合よりも低いが，9世紀中葉では14・7％，9世紀後菜には39・9％と一般の住居跡の割合よりも高くなる。須

恵器は，一般の住居跡では8世紀前葉から9世紀中葉まで50％前後で，9世紀後葉になると30・2％に減少する。

大形の住居跡では9世紀前葉は94．7％で一般の住居跡の割合よりも高いが，9世紀中葉になると40・0％，9世

紀後葉には15．4％と，一般の住居跡の割合よりもかなり低くなる傾向がみられる。

以上のことから，8世紀後葉から9世紀中葉までは須恵器の割合が高く，大形の住居跡はより高い傾向がみ

られること，供膳具は8世紀前葉から9世紀中葉までは須恵器が主流であるが，9世紀後葉になると土師器の

占める位置が高くなり，大形の住居跡はその傾向がより強くなることが分かる。ここで扱っている土器は必ず

しもそれぞれの住居跡に伴ったものとは限らないが，大形の住居跡の特殊性がうかがえるのではなかろうか。

また，当遺跡で出土した須恵器の大半は，胎土に雲母片が含まれており，新治窯産と考えられる。須恵器の時

期ごとの様相は新治窯の消長と対応している○須恵器杯類の減少に伴い，9世紀中◎後葉から土師器杯類の生

産が増加すると考えられる。

表12　竪穴住居跡規模別出土土器の器種構成

項　 目

時　 期

出土土器 における 須恵器における 土師器における 1 軒あたりの

須恵器の割合 （％） 供膳具の割合 （％） 供膳具の割合 （％） 平均出土点数

一般 大形 一般 大形 一般 大形 一般 大形

8 世紀前菜 24．9 － 52．9 － 9．3 － 239．7 －

中葉 34．3 － 53．3 － 1．6 － 142．7 －

後業 45．2 － 59．5 － 5．3 － 273．8 －

9 世紀前菜 48．0 48．3 43．6 94．7 7．7 3．5 397．0 3867．0

中葉 49．4 55．5 44．8 40．0 10．7 14．7 396．1 2442．3

後菓 37．4 45．4 30．2 15．4 14．5 39．9 262．0 1957．0
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（4）墨書土器について（表13）

当遺跡からは，33点の墨書土器が出土している。それらのうち，32点が掴摘己中磯葉の遺構，1点が時期不

明の遺構から出土している。遺構の内訳は，北部では第47～49e5巨55。59号住居跡から8息中央部では第

30号住居跡から2点，南部では第1。4e14。22。65号住居跡，第6e17818。20号掘立柱建物臥第117号

土坑から19息南東部では第75。79号住居跡から4点が出土している。奈良e平安時代の住居跡85軒中，南部

表13　文字資料（土器）一覧表

釈文 。記号 ！ 種　　 別 ！ 器　　 種 ！ 部　 位 ！ 方　 向 遺構番号 ！遺物番号

定本 墨　　　 書 i土　 師　 器　 杯 ！底 部 外 面 ！ S I l 7　6
定本 墨　　　 書 i底 部 外 面 ！土　 師　 器　 杯 7　7
ノJ・1メE ！ 墨　　 書 i 土　 師　 器　 杯 ！底 部 外 面 i 8　0
掛 ！ 箆　　 書 ！土　 師　 器　 杯 ！底 部 外 面

8 1
√⊥サメE 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 底　 部　 外　 面 S I 4 9　0
′JサメE 墨　　　 書 底　 部　 外　 面須　 恵　 器　 杯 9　5
十 箆　　　 書 須　 恵　 器　 高　 盤 体　 部　 内　 面 S I 1 3 1 6　8
川 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 正　 位 S I 1 4 1 6　9
□□ 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 1 7　0．
福 墨　　　 書 体　 部　 外　 面 横　 位土　 師　 器　 杯 1 7 1
川 墨　　　 書 体　 部　 外　 面 横　 位土　 師　 器　 埠 1 7　5
［コ 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 逆　 位 1 7　6
川 墨　　　 書 土 師器 高 台付 皿 体　 部　 外　 面 逆　 位カ 1 7　7
川 墨　　　 書 体　 部　 外　 面 正　 位須　 恵　 器　 杯 1 8 1
虫 箆　　　 書 須 恵 器 高 台付 杯 底　 部　 外　 面 S I 2 1 2　2　7
主力 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 正　 位 S I 2　2 2　2　8
川 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 正　 位 S I 3　0 2　5　6

恒 墨　　　 書 体　 部　 内　 面須　 恵　 器　 杯 2　5　8
巨 t 墨　　　 書 須　 恵　 器　 盤 底　 部　 外　 面 S I 4　7 2　9　5
回 墨　　　 書 須 恵 器 高 台付 杯 底　 部　 外　 面 S I 4 8 2　9　7
八十 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 底　 部　 外　 面 S I 4　9 2　9　8

！大口カ 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 正　 位 S I 5 1 3　0　0
i十 墨　　　 書 土　 師　 器　 埠

須　 恵　 器　 杯 ！

体　 部　 外　 面 横　 位 S I 5　5

S I 5　9

3 1 4

3 1 5

！丁家，魔 力 刻　　　 書 体　 部　 外　 面 正　 位
i 二□□ロロ 墨　　　 書 体　 部　 外　 面 横　 位

正　 位

八十 墨　　　 書 土 師 器 高台 付 杯 底　 部　 外　 面 3 1 9
家カ 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 体　 部　 外　 面 3　3　8

i定足定足お 目

庚　　　 ！

庚　　 i

墨　　 書 i

墨　　 書 ！

墨　　 書 i

土　 師　 器　 杯 i

i

土 師器 高 台付 杯 ！

体 部 外 面 ！

底 部 外 面 i

底 部 外 面 i

横　 位

横　 位

S I 6　5

S I 7　5

S I 7　9

3　7　6

3　9　6
二万 墨　　　 書 須　 恵　 器　 杯 体　 部　 外　 面 3　9　8
矢作家 墨　　　 書 須　 恵　 器　 杯 体　 部　 外　 面 横　 位 3　9　9
［］ 墨　　　 書 土　 師　 器　 杯 底　 部　 外　 面 4　0　5
川 墨　　　 書 須　 恵　 器　 杯 底　 部　 外　 面 S B 6 4　9　2
ノJ－サメE 墨　　　 書 土 師器 高 台付 杯 底　 部　 外　 面 S B 1 7 5　0　2

！川　　　 i

i慧　 i

墨　　　 書

墨　　　 書

墨　　 書 ！

須　 恵　 器　 蓋

須　 恵　 器　 蓋 i

つ　 ま　 み ！

天 井 部 外 面 i

つ　 ま　 み ！

S B 1 8

S B 2　0

5　0　7

5　0　9
定　　　 ！ 墨　　 書 ！須　 恵　 器　 杯 ！底 部 外 面 i S K l 1 7 5　3　0
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の住居跡は28軒で，全体の約33％になる。一方，住居跡から出土した墨書土器28点の札南部の住居跡から出

土したものが14点で50％を占めている。南部の住居跡から出土した墨書土器の割合は，調査区域全体で南部が

占める住居跡の割合よりも高く，墨書土器が南部に集中していることが分かる。竪穴住居跡から出土した墨書

土器は，大半が床面または覆土下層からの出土で，遺構に伴う可能性が考えられるものが多い。
4）

書かれた文字は，北部と南部では異なる傾向がみられる。南部は「定」と「川」の墨書が多いが，北部は同

じ文字はなく，「□家」「家」「国」「万」「八」などの文字がみられる。「定」と墨書された土器は，第1e4e

65e75号住居臥酎7。20号掘立柱建物臥第117号土坑から出土している。第20号掘立柱建物跡は9世紀前

菜以降に構築されたと考えられるが，他は9世紀中葉頃と考えられる遺構である。第1号住居跡からは「定本」

2息「定」1息第4号住居跡からは「定」2点と，複数出土している。この札第1号住居跡から出土し

た「定本」は，2点とも，元々「本」と書かれていたものに「定」が加えられたと考えられる。「定」の書体

は，丁寧に書かれている「之」e「畠」と，崩し気味に書かれている「磨」に分けることができる。「之」は

第1◎4e65号住居跡と第20号掘立柱建物跡，「畠」は第1号住居臥「磨」は第4e75号住居跡と第117号土

坑から出土しており，字体と出土遺構との間に規則性はみられない。第75号住居跡からは「矢作家」と墨書さ

れた土器が出土している。当遺跡から出土したものは図示できただけで18点あり，比較的多いことからも矢の

製作が行われていた可能性が考えられるo「川」と墨書された土器は第14号住居跡から4点，第6。18号掘立

柱建物跡から主点ずつ出土している09世紀前葉に廃絶された第6号掘立柱建物跡からは柱の抜き取り痕から，

9世紀前葉から中葉に構築された酎8号掘立柱建物跡からは柱穴の埋土から，9世紀後葉の住居跡である第14

号住居跡からは，1点を除き床面や覆土下層から出土している。第14号住居跡からは，他に「福」と書かれた

墨書土器が覆土上層から出土している。

以上のことから，墨書土器は主に9世紀中。複葉の住居跡から出土し，その大半が遺構に伴う可能性が考え

られること，文字の内容から北部と南部のグループに分けられること，南部はさらに「定」と「川」のグルー

プに分けられ，「定」は9世紀中葉，「川」は9世紀後葉が主流になることなどがいえる。特に「定」が出土し

ている第1865。75号住居跡は，時期が9世紀中葉で，主軸方向がほぼ同じであることから，それぞれ関連性

が深い住居と考えられる。

（5）鉄器◎鉄製品について（表14）

当遺跡からは，鑑馬具の引手e鐙金具，門金具，錠前牡金具，火打金刀子，鎌，鋤先，斧，鋸，金紺な

ど多種の鉄器。鉄製品が出土している。また，銅製品では鋒帯具や柄頭が出土している。

その内，鎌，鋤先，斧，鑑金紺などの農e工具と刀子は，8世紀前葉から9世紀後葉まで全期を通じて出

土している。出土数が増えるのは8世紀後菓からで，農e工具は9世紀前葉までが最も多い。門や錠前類が出

土するのは8世紀中葉からで，9世紀復業まで続き，掘立柱建物跡の様相と一致している。最も多い時期は8

世紀後葉である。鉄は8世紀後葉から出土し，9世紀後葉まで続いている08世紀から9世紀初めにかけては

蝦夷征伐が盛んに行われた時期であった○特に宝亀5年（774）から弘仁2年（811）にかけては，38年間に8

回の蝦夷征伐が行われている。「常陸国は陸奥国に隣接し，前線基地多賀城にもっとも近い国ということで，
5）

重要な役割をはたした」と考えられている○当遺跡の鉄の出土様榔まそれと対応している。また，出土した鉄
6）

は三角形式と長三角形式，圭頭髪箭式が多く，他に片刃箭式，無頚五角形式などがある。長三角形式と圭頭整

箭式は8世紀後葉から9世紀後葉までの，三角形式は8世紀後葉から9世紀中葉までの，片刃箭式は8世紀後

葉の，無頸五角形式は銅摘己中葉の住居跡から出土している。馬具は8世紀後菜から9世紀中葉にかけて出土

しており，鉄の様相とほぼ同じである。
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